

[image: ]





[image: ]





[image: ]





[image: ]





僕の学校の暗殺部3

その日、ロンサム・ジョージは死んだ




著者　深見 真

イラスト　ふゆの春秋











電子版　ファミ通文庫





本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。




本作品は本文縦組で制作されております。ごらんになるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。















　　目次




現実になってほしくないことがある――

第一章　パーティもそろそろおわり

第二章　鬼一と紗龍

第三章　私たちは人間です

第四章　その日、ロンサム・ジョージは死んだ

第五章　サバービアの憂鬱

第六章　で、結局猫はどうなったと思う？

第七章　ぼくたちは相対的であり

第八章　孤独の難易度・チワワ先生おおいに吠える

第九章　キャンプファイヤー

第一〇章　叫ぶ詩人・嶋野さん

エピローグ

あとがき






[image: ]





[image: ]





[image: ]





[image: ]






※この作品はフィクションです。実在の人物、団体および実際の出来事とは一切関係ありません。






















　現実になってほしくないことがある。

　悪夢みたいな未来の話だ。

　たとえば、一生童どう貞ていのままで死んでいったらどうしようという不安。

　その不安は少しずつ大きくなっていって、やがて限界を迎えて破は裂れつする。

　ためこんでいたぶん、破裂には破壊的なエネルギーが同時に発生することが多い。




　本当にまずいことというのは、破裂する。

　まるでそれが突然のことであるかのように、間近で弾はじける。

　でもそれは突然でもなんでもなくて、実はずっと前から徐々に膨ふくらんでいったものだ。
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　深ふか作さく零れい士じは、征そ矢や芽め未み海みと付き合うことになった。ふたりともそれが、未み但馬たじま裕ゆ佳か梨りという少女を失った傷を埋め合うための行為だとわかっていた。わかったうえで、どうしようもないことがある。

　二人が出会って、芽未海が作り出した怪物〈かげもず〉は消えた。その事件がきっかけでよく話すようになり、デートみたいなことを繰くり返かえした。「みたいなこと」と煮え切らないのは、まだどちらも「好きだ」「愛している」といったたぐいの言葉を口にしていないからだ。それを口にした瞬間、何かが壊れてしまいそうだった。

　そもそも、本当に好きかどうかもよくわからなかった。

　ひとつだけ、互いに嫌い合っていないことだけは、はっきりしていた。




　自宅が襲しゆう撃げきされて以降、零士は高層マンションで一人暮らしだ。そこに芽未海が、毎日のように通ってくる。もちろん、それは嬉うれしいことだった。女の子とふたりきりでのんびりとした時間を過ごしていると、疲れきった体と傷だらけの精神が癒いやされる。ただの錯さつ覚かくかもしれないが、今はそれでじゅうぶんだ。

　一五万円の家賃はすべて正せい袈げ裟さ高校暗殺部のスポンサーもち。零士の部屋は二〇階。

　今日、芽未海は部屋に宝物のＤＶＤを持ってきていた。『ロード・オブ・ザ・リング　王の帰還』。ピーター・ジャクソン監かん督とく。なぜこれが宝物なのかといえば、芽未海が初めて自分で稼かせいだお金で買ったものだからだ。夏休みに、アイス屋さんの接客係をやっていたのだという。

　芽未海は両親が離婚した日も、『ロード・オブ・ザ・リング』のＤＶＤを観みて自分自身を励はげましていた。貧しい家で母親と二人暮らし。芽未海の夢は、いつか新人賞をとってファンタジー小説を出版することだ。

　宅配ピザを食べながら『王の帰還』を観て、それから零士は芽未海が持ってきた原稿を読んだ。ジャンルはやっぱりファンタジー。ボーイ・ミーツ・ガールの王道系……かと思いきや、設定が複雑でアクションも激しい。文章にも厚みがある。なるほど伊だ達てにトールキン信者をやっているわけではないらしい。零士が原稿を読んでいる間、芽未海はＰＳ３のゲームをプレイしていた。『ゴッド・オブ・ウォー』の新作だ。

　芽未海の小説を読んでいる途中、零士はコーヒーを淹いれた。もちろんふたりぶんだ。芽未海は「にひひ」と笑ってコーヒーカップを受け取った。「ありがと、ふかれい。にがにがコーヒーだねぇ……」

　芽未海はコーヒーにどんどん砂糖を入れていく。

「コーヒーは別に苦くはない。甘くないだけ」

　ブラック派の零士がそう言うと、芽未海は首をかしげ、

「それ、どういう意味？」

「豆にもよるし、使ってるコーヒーメーカーにもよるけど……コーヒーの味は複雑なんだよ。単純に『苦い』『甘い』で説明できるもんじゃない」

「そんなものなんですかねぇ」

「芽未海のこども味覚じゃわかんないかな」

「あー、ひっどーい」

　芽未海がゲームを中断して、ふざけて零士に襲おそいかかってきた。野や暮ぼったい黒縁のメガネをかけているが、基本的にはとても愛あい嬌きようのある顔立ち。やや地味な見た目とは裏腹にスタイルは抜群。胸の形が良くて、おなかの肉は引き締まっている。

　芽未海がのしかかってきたので、零士は彼女の小説のプリントアウトをとりあえず脇にどけた。芽未海は零士を押し倒して、ぽかぽかと軽く叩きまくる。今日の彼女はかなりのミニスカートにニーソックスという格好だったから、もつれ合うと簡単に下着が見えた。総レース紫色のセクシーな下着が、肉感的なおしりに食い込んでいる。零士は一応抵抗するが、もちろんほとんど力は出さない。子犬の兄弟みたいにじゃれ合う。やがて、なんとなくそういう気分になって、二人はキスをした。

「……小説はどうかな？」

「まだ途中だけど、すごくいい」

「ありがと……」

「先が気になるのに、邪じや魔まされた」

「そ、それは申し訳ないナリ……」

「なんだよそのコロ助みたいな喋しやべり方かたは……」

　他た愛わいない会話。もう一度キス。指先で肌に触れる。

　こんなことをしているのに、「好きだ」「愛している」という言葉は一度もない。

　少し前に、芽未海が言っていた。「裕佳梨ちゃんは唯一のともだちだった。裕佳梨ちゃんは強い人に無関心で、弱い人に優しかった。裕佳梨ちゃんはあたしをそれとなく守ってくれた。そういうことが得意な女の子だった。……女の子同士だったけど、あれは恋かもしれなかった」と。そんなことを口にしても意味が無いことはわかっていても、それでも零士に言わずにはいられなかったのだろう。

　零士と芽未海は衛星に似ていた。大きな惑星の周囲をぐるぐると公転するふたつの小さな衛星。中心になっていた惑星が吹き飛んで消えてしまったのに、残された衛星だけが軌道を惰だ性せいで回っている。

「ふかれいのくちびるはにがにがコーヒーの味だね……」

「芽未海のくちびるはちょっと甘すぎると思う」
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　――一年前。

　まだ零士が入る前、未但馬裕佳梨がいたころの正袈裟高校暗殺部。

　台東区の正袈裟と、六本木の蓬ほう栄えい女子高校が合同作戦をやることになった。

　正袈裟からは三人、蓬栄女子からも三人。

　岡おか本もと鬼き一いちはまだ部長ではなく、その日は小お沢ざわ晃こう生せいと裕佳梨が一緒だった。

　蓬栄の部長は、当時からすでに華族出身のお嬢じよう様さまアサシン三み池いけ紗しや龍ろんが務めていた。うっすらと赤く長い髪かみを、ピンク色のシュシュでポニーテールにしている。凄すごみと色気がある涼しい目。知的に引き締まった唇くちびる。

　合同作戦――もちろん〈いるか狩り〉だ。暗殺部がずっと昔からやってきたこと。これからもずっとやっていくこと。〈いるか人間〉たちが群れているので、そこを六人で襲しゆう撃げきする。その日、〈いるか人間〉は田舎いなかのラブホテルにいた。何年も前に経営破綻した、廃はい墟きよラブホだ。

　六階建てで、エレベーターはすべて停止していた。上がっていくには階段しかない。従業員用階段と非常階段があったので、ふた手に分かれて攻めた。従業員用階段を、鬼一、晃生、紗龍の三人が担当した。

　鬼一と紗龍はこれが初対面だった。

「あなたたちが噂うわさの鬼一、晃生」

「そっちこそ有名じゃないか」と少しからかうように鬼一。「六本木の龍、こと三池紗龍」

「その二つ名、大っ嫌いなんですが……」

　第一印象はあまりよくなかった……というのはよくある話だ。

　ラブホテルは窓が少ないので、夜に突入するとなかは真っ暗の場所が多かった。それぞれアサルトライフルのストックを肩につけて構えて、要所要所でフラッシュライトを使って用心深く廊ろう下かを進んでいく。

　ライトをつけっぱなしにすると敵に狙ねらい撃うちにされるリスクが増大するので、怪しいと感じたときにだけ先を照らす。今回は急ぎの作戦であり、人数分の赤外線暗視装置を用意する時間がなかったのだ。

　天井には、料金をフロントとやりとりするエアシューターのパイプが何本も張り巡らされている。部屋や通路の中央に、いきなりテレビや冷蔵庫がひっくり返っていることがある。時折奥から響ひびいてくる、この世のものとは思えない悲鳴――。紗龍は眉をひそめる。ここで、何が起きているのだ？

　それから三人が見たのは、ハプニングと、人間をものとして扱う〈いるか人間〉ならではの非人道的な戦略だった。
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　千ち葉ば詩しい舞まが校舎の廊下を歩いていたら、

「こら、そこのプリン頭！」

　といきなり怒られた。詩舞はぼんやりとした表情で声のほうを振り向く。

「お前だ、お前。このあたりでプリン頭っつったらお前しかいないだろ！」

　声をかけてきたのは、女性教師の市いち川かわ司つかさだった。生活指導で空手部の顧こ問もんでもある。彼女は喧けん嘩かっ早ぱやいが、体たい罰ばつを振るったりはしない。殴なぐったり蹴けったりせずとも、空手の熟練者ならほんの些さ細さいな動きだけで相手を制することができる。

　プリン頭――最初はピンとこなかったが、詩舞は徐々に理解した。詩舞は髪の毛を金色に染めているが、最近はあまり手入れをしていないので根本だけ黒くなっているのだ。そういえば染め直すのをまた忘れてた、と詩舞は思う。

　千葉詩舞。身長一七二センチ。アメリカ帰りで、フルコンタクト空手黒帯。

　好きなものは、自分より小さな女の子。ふわふわした感じが一番嬉しい。趣味はテーブルトークＲＰＧ。戦闘の邪魔になる巨乳を気にしている。中性的な鋭い美び貌ぼうの持ち主。腰の位置が高く脚がすらりと長いので、たまに雑誌の読者モデルをやらないかとスカウトされる。

「スカウトですか、先生」

「なに寝ぼけたこと言ってんのよ。生徒の生活指導やってんの」

「はあ」

「相変わらずぼんやりしてるわねー。その見苦しい頭！　うちはそもそも、厳密に校則を適用すると髪を染めること自体が禁止なの。さすがにそれは時じ世せいに合わないから教師も黙認してるけど、プリン頭はさすがにちょっと」

「そういうものですか」

「……虚うつろな目、のったりとした口調……お前、本当にフルコン空手の黒帯なの？」

「高校生にしては、かなりやるほうだと思います」

「私、空手部の顧問なんだ」

「はい。知ってます」

「一度、うちの練習に顔を出しなさい。総合格闘技研究会に入ってるらしいけど、私が直接お前の気の抜けた態度を叩きなおしてやるから」

　総合格闘技研究会は、暗殺部の仮の姿だ。学校の記録上は、卓球部がなくなったのでその部室を総合格闘技研究会がかわりに使用中――ということになっている。

「わかりました。一度行きます」

「お。いい返事」

「私が先生を叩きのめしたら、もう二度と髪の毛のことをとやかく言わないと約束していただけませんか？」

「おいおい、ふざけんなよ。そんなことできると思ってるのか？」

　教師とは思えない粗そ野やな口調で、市川が凄んできた。詩舞は怯ひるむことなくうなずく。

「はい。もちろん」




　正袈裟高校の、要よう塞さいのような卓球場――暗殺部の部室。

「もうすぐ卒業だな」

　そうつぶやいた晃生はコンバットナイフを並べて、油砥石オイルストーンで手入れしていた。慣れた手つきで研けん磨ましてから、乾いた布で入念に拭ふく。

「晃生にしては普通のこと言ってるな」

　鬼一は言った。こちらは拳けん銃じゆうやサブマシンガンやアサルトライフルを軽くバラして、部品の汚れをブラシで落としていく。

「美しい俺にふさわしい美しい卒業式にしたい」

「そうだよな。晃生はそうじゃなきゃな」

　卒業式まであと少し。暗殺部の活動実績があるので、限りなく裏口に近い推すい薦せん入学がいくつも決まっている。鬼一は自分の高校生活を振り返る。暗殺部にすべてを捧ささげたような日々だった。いくつもの戦場を渡り歩いた傭よう兵へいみたいになっている。自分にとって学生の本分とはなんだったのか。――こんな学生生活を送りたくて、高校に入ったんだっけ？　まあ、今更そんなことを考えても仕方がないのだけれど。

　シャリシャリとナイフを研ぐ音、カチャカチャと銃を組み立てる金属音。

「大学にあがっても、〈生命躍動剤エラン・ヴイタール〉が使えるうちは最前線かな」

「わかりきったこと言ってんじゃないよ、鬼一」

　いくつか問題がある。最前線の暗殺部員として働けなくなるその日まで、自分は戦闘で死なずにすむのだろうか。

　死なずにすんだとして、〈いるか人間〉との戦いがない日々に自分は耐えられるのだろうか。銃を撃つことも刃物で斬ることも、鬼一の体にはしみこんでいる。「そういうこと」を楽しんでやってきたつもりはない。しかし、最近は嫌だと思うこともなくなってきた。

　人間はたいていのことには慣れる。どんな異常な行為もやがて日常化する。日常化とは一歩間違えたらただの中毒だ。鬼一は本物の戦争のことは知らないが、戦闘依存症になった兵士の話は聞いたことがある。アメリカで何度も社会問題になった。依存症の恐ろしさは、いつの間にかそうなっているということだ。依存症になろう！　と思って依存症になる人間はいない。

　鬼一は思う――いつか誰かが俺から銃を奪うばうのか。

　――俺から〈いるか人間〉をとりあげるのか。

　銃と戦いをとりあげられたら、自分が空っぽになってしまいそうで怖い。

　本末転倒もいいところだ。〈いるか人間〉を滅ほろぼすために戦っているはずなのに。事件がなければ探偵は役に立たない。ジョーカーがいなければバットマンの活かつ躍やくも盛り上がらない。敵がいなければ戦隊もライダーも必要ない。

「一〇年後は俺たち何をやってるのかな」と鬼一。

「毎日がパーティさ」と晃生。




　零士は芽未海と一晩過ごしたあと、そのまま一緒に登校した。ふたりをずっと観察している人間がいれば、その親密さにはすぐ気づいただろうが、そんな暇ひま人じんは暗殺部関係者くらいだった。零士が誰と付き合っていようが、任務にさえ支し障しようがなければ誰も気にはしなかった。

　芽未海と別れて、朝から部室へ。今朝は、鬼一や晃生、輝てる佳かや魅み杏あん、千葉詩舞もそろっている。鬼一と晃生の卒業が近づいてきて、最近の部室はなんだかちょっと変な雰ふん囲い気きだ。零士は、自分のなかで引っかかっているひとつの疑問を、なぜかなかなか口にすることができない――次の部長はどうやって決めるのだろうか？

「次の部長ってどうやって決めるんですか？」

　信じられないグッドタイミングで魅杏が手をあげて訊ねた。そういう空気ではない……と零士は感じていたのだが、魅杏はお構いなしだった。空気が読めていないのか、それとも零士が過か敏びんになっているだけなのか。

「どうやって決めようかねえ……」と鬼一がつぶやく。

　決まってないのかよ！　と零士は思った。

　命のやりとりをする暗殺部なのに、そんなにいい加か減げんなことでいいのだろうか？

「なんとなく決まるんだよ、部長は」と晃生。「もしもかっこよくて強いやつが部長になるんなら俺が部長で決まりだったんだけど、そういう感じでもなかったみたいで」

　ずいぶんふわふわとした話だ。零士の不安は募つのるばかりだった。

「俺が直接指名するよ。それが一番揉もめない」と鬼一。「まあ、ギリギリまで決まんないかもしれないけど、卒業式までには」

「本当にギリギリじゃないですか」少し呆れた様子の千葉詩舞。

「俺たちはギリギリを生きていくんだよ。むしろギリギリじゃないと俺らダメなんだよ」

　晃生が自分に酔った口調で言った。

「ギリギリチョップだねえ」と魅杏。意味がわからない。思いついたことをそのまま口にしているようだ。

　零士は思う――次の部長が自分でも輝佳でも魅杏でも不安だ。唯一可能性があるとすれば千葉詩舞くらいだ。転校生がほんの数ヶ月で新部長？　それもちょっとなあ……という気はする。
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　千葉県。郊外の住宅地――かつての「ニュータウン」。夜間人口と比べて昼間の人口が極端に少ない。いわゆるベッドタウン。

　高度経済成長期の負ふの遺産。若者たちは流出し、残った住民は高齢化していく。この街の人口は激げき減げんし、子どもが本当に一人もいないために幼よう稚ち園えんと小学校は閉へい鎖さされた。次は中学校だと噂されている。同じ時期に作られた建築物は、同じタイミングで老ろう朽きゆう化かしていくから手がつけられない。

　人口およそ六千人。ポストモダン建築の街並み。この町の名前は「兜かぶと丘おかニュータウン」という。もう新しい街ではないが、それでもニュータウンの呼称が変更される予定はない。

　この兜丘ニュータウンのどこかに〈いるか人間〉が巣食っているという。

　今日の任務は威い力りよく偵てい察さつだ。

　偵察が主目的だが、情報収集のためなら戦闘もやる。

　この任務のために、蓬栄女子から三池紗龍ともう一人、あとは大学生の暗殺部が四人という合計六人の偵察リーコンチームが編成された。一年前みたいに、正袈裟高校岡本鬼一との合同作戦ならよかったのに……と紗龍は少しだけ思った。今日の大学生たちは全員ちょっとチャラい感じの男ばかりで、作戦が終わったら蓬栄女子の子と合コンがしたいとしつこかった。

　チャラい大学生チームのリーダー格は母親がアメリカ人だというジェイク。

　その右腕っぽいのがお笑い芸人志望で関西出身の田た崎ざき。

　そして頭が悪そうな喋り方で、すぐに自じ慢まん話ばなしばかりする大おお田た。

　テニスサークルに入っている、いかにも浮気しそうな顔の五ご味み。

　紗龍が連れてきたのは、二年生の石いし倉くら小さ百ゆ合りだ。柔道の黒帯で、何をやらせても平均以上の成績をあげる優等生。全距離で戦えるので、何が起きるかよくわからない作戦だと特に役に立つ。「きみ可か愛わいいね彼氏いるの？」「蓬栄女子ならきみもお嬢様なん？」という大学生の軽さに彼女もうんざりした表情だ。

　小百合の武器はＨＫ４１６アサルトライフルにダットサイト。

　紗龍は特殊作戦仕様ＳＯＰＭＯＤのＭ14ライフル。見み目め麗うるわしい大だい富ふ豪ごうのお嬢様である紗龍は、重さおよそ五キロのライフルを軽々と振り回す腕力の持ち主でもある。ふたりとも予備の武器は拳銃。大学生も似たような装備だ。広い場所での戦いは、フルオートで撃てるアサルトライフルがあるかないかで結果がまったく変わってしまう。




　この世界に不自然な膨ふくらみが生じることがある。

〈いるか人間〉たちはそれを〈地域コブ〉あるいは〈地球コブ〉と呼んでいる。

　人間の恐怖と死によって、コブは膨らんでいく。

　コブの破は裂れつが、人間社会に歪ゆがみや怪異をもたらす。

　何人かの知覚に優れた暗殺部員が〈精神波探信音メンタル・ビンガー〉を使った結果、この兜丘ニュータウンに〈地域コブ〉が育っていることがわかった。今回の威力偵察は、コブの大きさと敵の防御戦力を確かめることができれば成功だ。
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　広大な面積に対して人口が少ないので、時間帯によっては無人の街のようになる。団地の周辺は特にそうだ。いくら銃じゆう撃げき戦せんをしても、邪魔が入る心配はない。

　団地といえば普通は無機質な鉄筋コンクリートの四角い箱が並んでいる光景を想像するかもしれない。だがこの兜丘ニュータウンの団地は違う。

　ポストモダン建築。

　機能性・合理性を追求した近代建築への反動として流行したスタイル。

　ポストモダン建築の鍵かぎは、計算された遊ゆう戯ぎ性せいと迷宮性だ。

　中世ヨーロッパ都市とテーマパークを足して二で割ったような兜丘ニュータウンの団地、高層住宅群。建物の壁かべは圧倒的にパステルカラーが多く、ヘンゼルとグレーテルの童話に出てくるお菓か子しの家が混ざっていても違い和わ感かんはない。

　あちこちに、ピサの斜しや塔とうを思わせる展望台が建っている。

「…………」

　その展望台のひとつに、少女と男がいた。

　少女はくっきりとしたつり目。

　輝く金色のロングヘア。

　アメリカンハイスクール・スタイルの制服姿で、ノースリーブのブラウスから張り詰めた乳房がこぼれそうになっている。

　ローライズの超ミニスカートなので、下には水着をはいている。そんな露ろ出しゆつ度ど過か剰じような制服姿なのに、厳いかついホルスターにゴアテックスのブーツという組み合わせから彼女が兵士だとわかる。

　どう見てもこの季節には相応ふさわしくない服装だが、少女は寒さを気にしないようだ。

　少女の名は、大おお島しま珠しゆ羅ら。負い紐スリングで、銃剣バヨネツトつきのカスタムＡＫアサルトライフルをさげている。アルミ削り出しのハンドガードにＶＬＴＯＲ社製のストック。レシーバーとバレルも交こう換かんしてある。近代化ＡＫ47だ。
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　男は、メガネをかけていて太っている。おとなしそうな、優しい雰囲気の顔立ち。人気ハーレム系学園アニメの絵柄がプリントされたＴシャツを着て、デニムのジャケットにロングパンツといういかにもなファッション。バックパックを背負い、某有名アニメショップの紙袋を持っている。

　男の名は、樋ひ口ぐち柳りゆう太た郎ろう。

　バックパックのなかにはプラスチック爆弾と手しゆ榴りゆう弾だん。紙袋のなかには折りたたみ式のサブマシンガンが入っている。

　珠羅と柳太郎は並んで立ち、ふたりとも軍用の双眼鏡をのぞいている。そのレンズにデジタル補正後表示されるのは、高校生と大学生の暗殺者たちだ。このニュータウンに〈いるか人間狩り〉にやってきたのだろう。情じよう報ほう漏もれがあったなんて少しも考えていないに違いない。

　いきなり、珠羅は柳太郎のたっぷりとしたおなかの肉をつかんで揉んだ。ぶにぶにと。柳太郎は「あふぅ」とマヌケな声を漏らす。

「きましたね」ぶにぶにと揉み続ける。「相手は六人。全然いけそうですね」

「あぅう……ねぇ、珠羅ちゃん。それやめてくれるかな？」

　珠羅は小首をかしげて、

「……はい？」

「ぼくの、おなかの肉を揉むやつ」

「はっ！　あまりにも触り心地がいいのでつい……どうもすみませんです。柳太郎さん」

「いや、わかってくれれば……」

「本当に本当にすみませんです」

「あのさ」

「はい？」

「まだ揉んでる……」

「はっ！　もうやめたつもりだったんですが！」

　今度こそ珠羅は柳太郎のおなかから手を離した。

「お詫びに、罰として自分の乳首をライターで炙あぶっておきますね」

「や、やめてよ珠羅ちゃん！　そういうの！　気にしてないから！」

「柳太郎さんは優しいですね」




　三池紗龍と石倉小百合。大学生の暗殺部が四人――ジェイク、田崎、大田、五味。見た目や口調はチャラいがさすがは大学生で、周囲を警けい戒かいする動きに隙すきはない。

　深夜。郊外のニュータウン。驚おどろくほど人を見かけない。六車線の広い道路で、六人は念の為に狙そ撃げきを警戒しつつ、目立たない端を進んでいく。〈いるか人間〉は夜目が利きく。暗視装置なしでも、五〇〇メートル先の標的を撃ち抜ける。

「なんや、静か過ぎるなあ……」と田崎。

「〈地域コブ〉があるってのもガセなんじゃないッスかあー？」と大田。

「油ゆ断だんするなヨ」とジェイク。「〈精神波探信音メンタル・ビンガー〉の結果は当たりなんダ」

「…………」

　紗龍も「静か過ぎる」という意見には同意だ。いくら寂さびれたニュータウンとはいえ、酔っ払い一人見かけないのは何かがおかしい。一般市民に遭そう遇ぐうしたときに備えて、アサルトライフルをスポーツバッグや楽器ケースに隠しているが、その必要もなかったと感じる。

「さっきから五味ちゃん静かダネ」

　と言いながら、ジェイクが視線を動かした。

　返事はなかった。

　さっきまで五味が立っていたはずの場所には、誰もいなかった。

「……五味ちゃん？」

　危機を察して、他の五人はそれぞれアサルトライフルを取り出した。

（なんてこと……）

　紗龍は戦せん慄りつする。五味がいたのはたしかに最後尾だった。とはいえ、音もなくいつの間にか消されるなどということがありえるのだろうか……？

　とにかく、狙われている。遮しや蔽へい物ぶつをとって、不意打ちを食らわないように全員で違う方向を監視する。

　よく振った炭酸飲料の蓋ふたを開けたような音が連続でして、ジェイクの顔面に弾だん痕こんが生じ、射出口から肉と脳みそが弾け散った。どこからか撃たれた。敵の攻撃――サプレッサーつきのサブマシンガンだ。減音効果の高い亜音速弾を使っている。

　紗龍は、小百合の肩を叩いた。そして小声で言う。

「……逃げますわよ」

「え？」

「情報が漏れていました。そうとしか考えられない……待ち伏せです。ここにいたら皆殺しにされますわ」

　物陰で敵の影がちらついた。走りながら、しかし足音は立てずに紗龍たちを狙っている。再び、敵の射撃。大田が蜂はちの巣すになって倒れる。

「急いで！」

　弾丸をばらまきつつ、紗龍と小百合は撤てつ退たい開始。

　高速で動く人影は、紗龍に狙いを定め――。
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　零れい士じの家に鬼き一いちと晃こう生せいがやってきたので、改めて芽め未み海みのことを紹介した。鬼一たちはもちろん芽未海に何があったのかを知っている。〈かげもず〉の生みの親。〈いるか人間〉たちに調教されていた娘。その事情を知った上で、暗殺部のみなは「頭のなかに〈いるかの子ども〉がいないのならそれでいい」と言ってくれた。精神科医による入念なチェックの結果、彼女に洗脳の影響はもう残っていないことも確認済みだ。

　鬼一が部屋を見回して、

「零士くんが芽未海さんと付き合うようになって部屋がきれいになった」

　晃生がうなずき、

「可か愛わいい彼女ができると男は変わるな」

「にふふ」と褒ほめられた芽未海が照れ笑い。「可愛くなんてないですよう」

「美しい俺が珍めずらしく褒めるんだ」晃生が言った。「信用していい」

　本当に変なナルシシストだ、と零士は少し呆れる。

「部屋だけじゃない。零士くんもだいぶ明るくなった」と鬼一。

「そうですか？」零士にはピンとこない。鬼一はさらに言う。

「『愛情、恐怖、嘆たん賞しよう、尊敬などの魔術は、一人の人間を神に変えることができる』」

「それ、誰の言葉です？」

「ボーヴォワール」

　こういうのはいかにも鬼一部長との会話っぽい、と零士は思った。

「少年よ神話になれ」と鬼一。

「それは元ネタがわかります」と零士。

　宅配ピザと炭酸のジュースで夕食。

　それから、芽未海と晃生がゲームを始めた。ＸＢＯＸで、『ギアーズ・オブ・ウォー』の協力プレイをやっている。チェーンソーがうなり、銃声と爆発音が途と切ぎれない。

「上う手まいな芽未海ちゃん」

「難なん易い度どカジュアルだから楽勝だよぉ」

　少し夜風に当たりたくなって、零士はベランダに出た。ベランダ用のスリッパにはきかえる。零士はよく外に出るので、芽未海は特にそのことを気にしたりはしない。夜景を眺ながめていたら、鬼一もやってきた。

「ゲームの銃声は苦手なのかい？」

「そうでもないですよ。現実の銃声だって聞き慣れたくらいなんだから」

「じゃあ、ふと夜景が見たくなっただけ？」

「そうですね。正確には夜風が好きだから、かな」

「いいね。冷たい風は身を引き締める」

　こうしていると、零士は鬼一とゆっくり話をしたかったような気がしてきた。もうすぐ卒業してしまう先せん輩ぱい。正せい袈げ裟さ高校暗殺部のかなめ。思い出す。裕ゆ佳か梨りを失った直後の、鬼一との会話を。『俺が暗殺部に入ったのは高一のとき。それから今までに、裕佳梨さんを含めて、仲間の死を見るのは四人目だ』

　そして零士は訊ねた――失った仲間の中に、恋人や、好きな人はいましたか。

『いたよ。一年付き合った彼女が〈いるか人間〉に殺された』

　今の鬼一は、完全に立ち直っているように見える。芽未海と付き合うようになって、零士は変わったとみなは言う。零士自身にはその実感がない。一歩進んで、しかし気がついたらまた後退していて、堂々巡りみたいになっている。

「……部長は、もう人を好きにならないんですか？」

「つまらないことを気にするんだな」

「つまらなくはないですよ」

「俺は、なるべく恋愛しないように気をつけてる。そういう場合じゃないって」

「……失うのが怖いからですよね、正確には」

「それも当然あるだろう。恋人を殺されるなんて二度とごめんだ」

「いい感じの人はいるんじゃないですか」

「どうしてそう思う？」鬼一は微笑した。

「いるからこそ、今、ちょっと笑ったんじゃないですか」

「なかなかするどいな」微笑が苦笑に変わった。「……気になる女性はいるよ。でも、残念なことにその人も暗殺部なんだな。同じ悲しみは繰くり返かえしたくない」

「まさか、正袈裟高校の女子ですか？」

「違うよ。蓬ほう栄えい女子の人」

「へえ……」

「芽未海さんは零士くんにとって必要だ。よほどのことがない限り、もう事件に巻き込まれることもないだろう。ちゃんと安全な場所にいる。思い切り愛すればいい」

「……もちろん、そのつもりです」

「本当にそうかな」鬼一の探るような目つき。

　彼がああいう目をするときはたいてい心の内側を見み透すかされている、と零士は思う。

「人は変わっていくべきだよ、零士くん」

「よくわからないです」

「ゆっくりでいい。急激な変化は必ず悪影響を及ぼす。そういうものだ」

「……ぼくは変わってみせますよ」

「変わることができるよ、零士くんなら」

「ゆっくりと」

「そうだ。頭の回転や戦闘時の動作は速ければ速いほどいい。でも、まったくそうじゃない問題もある。成長において重要なのは方向だ。正しい方向に歩くものは、間違った方向に走るものよりも、早く目的地に着く」

　そう言って、鬼一は零士の肩をぽんと叩く。

「…………」

　高層マンションのベランダから見える夜景の輝きは、冷たい風に比べてほんわかと温かかった。窓から漏もれてくる光はすべて、そこで人の暮らしているしるしなのだ。そして目には見えないが、みなが連絡をとりあう電波が空中を飛び交っている。ブロードバンド回線でデータがやりとりされている。自分が孤独ではないと確認するために。自分の孤独から抜け出すために。




　正袈裟の少女剣けん豪ごう、輝てる佳か。デコ銃スナイパー、魅み杏あん。そしてエクストリームＣＱＣの千ち葉ば詩しい舞ま。前回の作戦以降、この三人でつるむことがなんとなく増えた。今日も一緒に映画を観に行くことになった。

　輝佳は詩舞のことを気に入ったらしく、いつもぴったりはりついている。詩舞は「まんざらでもない」といったふうに、子猫を愛めでるように輝佳の頭を撫なでている。魅杏が「タランティーノの新作だよ、うひょー！」と奇声をあげている。

　一番近くのシネコンでチケットを買って、始まるまで少し時間があるので喫きつ茶さ店てんで甘い飲み物を注文した。「詩舞ちゃんはとても強い。それはもうわかってる」パフェを食べながら、魅杏が詩舞に向かって言う。「でも、暗殺部の仲間としてやっていくには、もうちょっと仲良くなっていたほうがいい。あたしは、もっとあなたのことを知りたい」

「具体的には？」と詩舞。

「好きな映画ってある？」

「歴史ものとか、ファンタジーとか」

「一番好きなのは？」

「メル・ギブソンの『ブレイブハート』」

「タイトルは知ってるけど見たことないや。どんな映画？」

「一三世紀のスコットランドは、残ざん酷こくなイングランド王の支配下にあった。そこでは初夜権が行使されていた」

「初夜権？」

「結婚する花嫁は、なぜか領主とセックスしなきゃいけない。強制される」

「……ぅ……」輝佳が嫌そうな顔をした。

「ひでえ。それでどうなんの」と魅杏。

「妻を殺されたウィリアム・ウォレスは、スコットランド独立戦争を繰り広げる。彼は頭がよくて、勇猛で、誠実だった。指揮官としても優秀だった」

「勝つの？　独立戦争」

「いや」詩舞は頭を振り、「ウィリアム・ウォレスは味方であるはずのスコットランド貴族たちに見捨てられて、イングランド王につかまって、悲惨な拷ごう問もんの末に処刑される」

「なにそれ。ろくでもない」

「ろくでもないけど、ウィリアム・ウォレスがそうやって死んだのは歴史の話だからしかたがない」

「あ、本当にいたひとなのね」

「そう。本当にいたひと。戦争も処刑も、本当にあったこと」

「だからしかたがない」と魅杏。

　詩舞はうなずく。「……そういうこと」

「本当にいたひとじゃなくていいから、明るい映画が好きだな。あたしは」

「そういうの、すごくわかる。時間がたてば、本当にいたかどうかは関係ない」詩舞は続けて言う。「わたしたちは、メディアを通して遠くにいるひとや、過去のひとや、フィクションのキャラクターに感情移入できる。それなのに、身近にいる家族や友だちのことはまったく理解できないこともある。憧あこがれのロックスターが死んだときは泣いて、でも自分の親しん戚せきが死んだときはまったく泣けなかった女の子だっていると思う。わたしは、そういうのを全部含めて人間はすごいと思う」

「なるほど。詩舞ちゃんのものの考え方がちょっとわかってきたかもしれない。ほんのちょっとだけ、ね」

「……ぁ……ぅ……」上手く言葉を音にすることができない輝佳が、頰ほおを赤くして詩舞に熱っぽい視線を送っている。言葉にはならないなりに、輝佳は口を必死に動かして、何かを伝えようとしている。

「ふむふむ」と、魅杏が輝佳の言葉を翻ほん訳やくした。「テルは、『詩舞さんのそういうものの考え方、すごく好き』と言ってる。そして『言動だけじゃなくて、詩舞さんのすべてがすごく好きになりそう』とも」

　魅杏の言葉にそうそう、という感じでうなずく輝佳。

　詩舞は少し照れてしまう。「わたしも、輝佳さんみたいな女の子が好き」
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　――一年前。正袈裟高校、蓬栄女子高校合同作戦。

〈いるか人間〉が根ね城じろにしている田舎いなかの廃はい墟きよラブホテル。六階建てで、エレベーターはすべて停止中。従業員用階段を、鬼一、晃生、紗しや龍ろんの三人が進んでいく。暗いので、フラッシュライトを使う。時折奥から響ひびいてくる、この世のものとは思えない悲鳴――。紗龍は眉をひそめる。ここで、何が起きているのだ？




　紗龍たちは階段で一気に六階まであがって、探索しながら下りていく。逆に、非常階段のチームは二階から一階ずつ上がっていく。敵がどこかにたまっていたら、挟きよう撃げきできる。

「…………」紗龍は、緊きん張ちようで喉のどに渇きを覚えた。〈いるか人間〉と戦うのは初めてではないが、この建物からは何かひどく嫌なものを感じる。

「緊張してるんですか」と、銃を構えたまま先頭をいく鬼一が言った。

　紗龍が二番手、最後尾を守るのが晃生だ。

「別に……」紗龍は強がって答えた。いくら狩りの仲間とはいえ、初対面の相手に弱みを見せたくなかった。

「無理しなくていい。俺も緊張してるし」と鬼一。「この建物は何かが変です。今のところはっきりと根こん拠きよがあるわけじゃないけど……。しかも、あなたは違う学校の人間二人と一緒に行動している。緊張するほうが自然ですよ」

「そう……」紗龍は、よく気が回る男だな、と思った。鬼一の言葉で、肩から余計な力が少しだけ抜けた。

　そのとき、通路の奥の暗くら闇やみから足音が聞こえてきた。こちらにペタペタと無防備な足音が近づいてくる。緊迫感が高まって、それぞれ柱の陰に身を隠し、鬼一がフラッシュライトで足音の方向を照らす。

　暗闇の舞ぶ台たいに、スポットライトのように真っ白い光が当たって、そこに人影が浮かび上がった。ホームレスらしき、長い間洗濯していない衣服の中年男性だ。ひげが長く伸びていて、顔中にぶつぶつの吹き出物がある。そして、丸々と太っている。――ホームレスはお金がないはずなのに、どうして太っている人が多いのか、というのは紗龍の昔からの疑問だった。

　フラッシュライトの眩まぶしい光で照らされて、鬼一が「止まれ！　動くな！」と警けい告こくしても、その中年男性は歩みを止めない。ペタペタというやや間の抜けた足音は、彼が裸足だったからだ。さらに近づいてきて、中年男性のまぶたがホチキスでとめられていることがわかった。

　まぶたにびっしりとホチキスの針が刺さっているので、遠目には派は手でなラメマスカラのようにも見えた。あれでは、目を開けることはできない。

「ぁあ……」瞼まぶたをホチキスでとめられた中年男性が口を開けた。彼の舌は切り落とされていて、今も出血が続いていた。口の中は真っ赤で、ごぼごぼと血が溢あふれる。彼は、耳からも血を流している。細い針のようなものが深々と突き刺さっている。

　彼は視力も聴力も低下した状態で、微かすかな人の気配をたよりにこちらに近づいてきているのだ。

　助けてやりたいが、それは無理な相談だった。彼は自爆ベストを着せられていた。プラスチック爆弾と、起爆装置と、遠えん隔かく起き爆ばく用ようの携帯電話がセットになったベストだ。誰かが電話を鳴らすだけで爆破できる。

　――なにこれ？

　あまりに異常な光景に、紗龍は硬直してしまった。

「やばッ！」と鬼一が振り返って、紗龍をつかんで手近な部屋に飛び込んだ。ラブホテルの客室だ。ドアに鍵かぎがかかっていなくて助かった。紗龍の背後で、晃生が階段までダッシュで後退していった。

　鬼一は足で蹴けってドアを閉める。

　大きな爆発で建物が揺れる。
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　正袈裟高校の暗殺部に招集がかかった。部室に集まるなり、

「蓬栄女子がしくじった。大学生も一緒にだ」と鬼一が切り出した。「六人のチームで、大学生四人は恐らく死亡。三み池いけ紗龍は生死不明、石いし倉くら小さ百ゆ合りという女子生徒一人だけがなんとか逃亡に成功したそうだ」

「三池紗龍って……」零士はそう言われても誰だかよくわからない。

「六本木の龍……蓬栄女子高校暗殺部の、部長だな」と晃生。「何度か共同作戦で顔をあわせたことがある」

「〈いるか人間〉たちが千葉郊外の住宅地……兜かぶと丘おかニュータウンに潜ひそんでいる。そこで〈地域コブ〉を育てている……そんな情報をつかんだわけだ。そこでリーコン・チームが編成された」

　そう言った鬼一は眉み間けんにしわを寄せて苦い顔をしている。

　部長のこういう顔は珍めずらしい、と零士は思う。

　この世界の不自然な膨ふくらみ。〈地域コブ〉あるいは〈地球コブ〉。コブの破は裂れつが、人間社会に歪ゆがみや怪異をもたらす。それが破裂するとどうなるのか、零士はまだよく知らないが、とにかくまずいことが起きるらしい。

「コブの破裂を防ぐために、改めて大部隊を送り込むんですか？」零士は訊ねた。

「人数は増やしたくても警けい察さつや軍隊……大人たちは使えない」と晃生。「〈地域コブ〉が破裂したら、年をとった人間からかなり高い割合で餌え食じきになっていく。〈いるかの子ども〉が大量発生する。大学生もやや危ない。高校の暗殺部でどうにかするしかないが、暗殺部はどこも人手不足で困っている。限られた人数で、どうにかするしかない」

　こんなふうに、ずっと真ま面じ目めで、うぬぼれの言葉を口にする気配すらみせない晃生は珍しい。それがなぜかといえば、鬼一の様子がおかしいからだ。今、鬼一は明らかに落ち込んでいて、口数も少ない。それをさりげなく晃生がフォローしている。

「三池紗龍はまだ生きている可能性もある……」

　鬼一は、自分自身に言い聞かせるようにつぶやいた。

　ここにきてようやく零士も気づく。

　三池紗龍というひとは、鬼一にとって特別な人間なのだ。

「ぼくたちがやりますか」

　零士は話の先を促した。

　鬼一が弱々しくうなずき、

「……そうなるだろうね」

「都内が手薄になるから、地方から応おう援えんを呼ぶ。実は、もうそういうメールはあちこちに送ってある」晃生が言った。「問題はここからだ。応援とチームを組むか。それとも応援に留る守す番ばんを任せて俺たちだけで兜丘ニュータウンをやるか」

「〈いるか人間〉は防備を固めている」千葉詩舞はいつも通り、クールなものだ。「応援は必要ですよね」

「でも、チームワークを考えると、俺たちだけでやりたい」

　晃生が言うことももっともだ。

「しかし……」と、鬼一が険けわしい目をして言う。「地方からやってきたばかりの人間に留守番を任せても、上手くいかないだろう……」

「こういうのはどうだ。俺たちは二つに分かれる。応援も二つに分かれる」

　言いながら、晃生が指を二本立てた。

　魅杏は小首をかしげる。「つまり？」

「くじ引きをする。俺たちのうちの、二人は留守番。四人が兜丘ニュータウンに向かい、そこに応援の残り半分をくわえる」

「ありがちな編成だな」と鬼一。

「ありがちとか言うな。安定感があるんだ」と晃生。
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　一年前。田舎の廃墟ラブホテル。その六階。自爆ベストを巻かれ、目をホチキスで閉じられたホームレス。ちなみに舌も切り落とされていた。晃生は非常口まで後退。鬼一は紗龍をつかんで一番近い客室に飛び込んだ。

　飛び込んで床に倒れた姿し勢せいのまま、鬼一が足でドアを閉めたところで、廊ろう下かで自爆ベストが爆発し、建物が揺れた。すさまじい音だったので、耳鳴りがする。

　こめかみに、貫くような衝しよう撃げきがきた。爆風でスチールのドアが大きく歪むが、吹き飛びはしない。ラブホテルのドアは防音材が仕込まれていて、そこそこ頑がん丈じようなのだ。

「…………」

　一瞬の出来事に、紗龍は目を白黒させていた。間違いなく、生死の境目を渡った。鬼一の素早い反応がなかったら、紗龍は死んでいただろう。

　そして今、紗龍は鬼一の腕に抱かれている。筋肉がついた、引き締まった腕だ。倒れこんださい自然にそうなっただけだが、恋愛経験がなく男性に免めん疫えきがない紗龍はそれだけで顔を真っ赤にした。それにつられて、鬼一も照れる。

「あ、危なかったな……」

　鬼一はゆっくりと紗龍から手を離して、立ち上がった。

「そ、そうね……」

　ブラウスの襟えり元もとやスカートの裾すそが乱れていたので、直しながら紗龍も立ち上がる。

「さっきのは……〈いるか人間〉だったのかしら？」

「違いますね」鬼一がかぶりを振った。「普通のホームレスを〈いるか人間〉がとっつかまえて、目をホチキスで閉じて、舌を切り取り、耳に針を突き刺して、自爆ベストを着せた。いくらやつらが凶悪でも、〈いるかの子ども〉を住まわせた仲間にはそこまでしない」

「むごいことですわ……」

「だからこそ、俺たちが殺さなきゃいけないわけです」

「わ、わかってるわよ、それくらい！」

　紗龍はドアノブに向かって手を伸ばす。それを「ちょっと待って」と鬼一が制止した。

「なんですの？」

「爆発の種類によっては、向こうは火の海だ。そうなったらドアノブは過熱している。可能性は低いけど、用心したほうがいい」

「わ、わかってるって言ってるでしょ！　そんなの！」

「いや、それならいいんです……」

　鬼一は、手の甲でそっとドアに触れた。「よし」と確認してから、ドアノブに手をかける。熱くはないが、びくともしない。さっきの爆発でドアが歪んで、枠にがっちりと食い込んでいる。

　閉じ込められたようだ。

「……しまったな……銃で壊せるかどうか、試してみましょう」




　　　５




　――気を失っていた。

　思い出していた――夢を見ていた。一年前、鬼一と出会ったときの夢を。

　そして今、兜丘ニュータウンで威い力りよく偵てい察さつに失敗して――。そうだ、私は敵に――〈いるか人間〉につかまってしまったのだ。なんとか必死に戦って部員の小百合を逃がすことに成功したが、自分は何者かに背後から頭を思い切り殴なぐられて――。ライフルのストックが後頭部を強打し、瞼の裏で火花が散って――。




　三池紗龍は敵地で、捕ほ虜りよとして目を覚ました。――どこだろう？　ここは。暗殺部の入部テストを思い出す。拉ら致ち、監かん禁きん、拷問、そして選択と解放。テストが厳しいのは、こういうとき慌あわてない人間を選ぶためだ。

　紗龍は自分の体が好きだ。暗殺部の部長として、射しや撃げき、格闘技、筋トレ、ランニングで鍛きたえ抜ぬいている。世の中のダイエット本のほとんどは無意味だ。食べ物は油や砂糖の少ないものを選び、正しいやり方でトレーニングを行う。美しい体を作るには、シンプルに、ハードにやっていくしかない。

　紗龍の体にはぜい肉が少ない。トレーナーに「もうちょっと脂し肪ぼうがあったほうが戦闘には向いている」と言われるほど少ない。大胸筋が発達しているので、豊かなバストには張りがある。引き締まったおなかとおしり。――今は、白い肌を惜しげもなく人前にさらしている。紗龍は気絶している間に制服を脱がされて、下着姿だった。制服のリボンとソックスは残されているのが余計に屈くつ辱じよく的てきだった。

　紗龍は首輪をつけられ、「大」の字型の拘こう束そく具ぐに手足を縛り付けられていた。足を開いた状態で固定されているのが、たまらなく恥ずかしい。しかし、どんなに力を込めても、紗龍を拘束する強化プラスチックの輪っかはびくともしない。
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　窓がないから地下室だ、と紗龍は思ったが本当にそうかどうかはわからない。公民館が貸し出している会議室のような内ない装そうの広い部屋だ。そこに様々な器具――拘束具、三角木馬、ペンチ、メス、ノコギリ――が持ち込まれて、拷問部屋となっている。

　この部屋も、〈いるか人間〉さえ現れなければ、ごく普通の貸し会議室だったのかもしれない。どこかの老人会が歌会を開いたり、文化系の部活がミーティングを行ったり、暇ひまな誰かがＤＶＤやブルーレイの上映会をやる場所だったかもしれない。――しかし今はそうなってはいない。

　この部屋には拘束された紗龍の他に、少女と男がいた。

　つり目、金色ロングヘアで、制服姿の少女。

　メガネをかけていて太っている、アニメプリントＴシャツの男。

「……私は大おお島しま珠しゆ羅らともうします」

　妙に丁てい寧ねいな口調で少女が名乗った。

　これはまずい展開だ、と紗龍は思う。相手は顔を隠すつもりがないし、しかも名乗った。紗龍を生かして帰すつもりはない、ということだ。

「ぼくは樋ひ口ぐち柳りゆう太た郎ろうです。どうしてこんなことになっちゃったんでしょうね……」

　二人の口調を聞いて、紗龍は「おや？」と怪け訝げんな顔つきになった。この二人の気配は、今まで殺してきた〈いるか人間〉とは少し違った。ただものではないのは確かだが、非人間存在特有の異様さがない。

「ふふふ、気づいたようですね」

　珠羅と名乗った少女が言った。





    
    











　　　１




　応おう援えんはすぐに正せい袈げ裟さ高校にやってきた。

　日本全国からかき集めたというのに、その数はたったの六人。それでも、高校生の暗殺部は深刻な人手不足なので、「これで我が慢まんするしかない」と鬼き一いちが言う。鬼一は三み池いけ紗しや龍ろん行方不明の報を受けて以降ずっと落ち込んでいたが、兜かぶと丘おかニュータウンに乗り込む日取りが決まってからはいつも通りの落ち着きと鋭さを取り戻しつつあった。少なくとも、表面上はそう見えた。

　応援六人のうち、三人は留る守す番ばんに回ってもらう。異常事態が進行していても、都内の守りを手薄にするわけにはいかない。兜丘ニュータウンに向かう三人は、男子が二人、女子が一人という内訳だった。

「長は谷せ川がわ利とし久ひさ、高校二年。うどん県から来たよ！　よろしく」

「白しら石いし貴たか斗と、高校三年。北海道出身。よろしく頼む」

「犬いぬ童どう白しら瀬せ、高校一年。……出身地とか関係あんの？　千葉よ千葉。兜丘は地元ってわけじゃないけど……千葉で銃じゆう撃げき戦せんやんのに一人も出さないってわけにはいかないでしょ。何よちゃんと聞いてんの!?　言っておくけど、あたしの学校マジで忙しいんだかんね！」




　正袈裟高校の留守番はくじ引きではなく、ジャンケンで簡単に決めることになった。全員で一斉に出して、誰か二人だけが負けるまで繰くり返かえす。そして最終的に負けたのは――魅み杏あんと晃こう生せいだった。

「げえええっ、そんなあー」魅杏が悲鳴。「あたし留守番？」

　晃生は憂ゆう鬱うつそうに頭を抱えて、

「……魅杏はどうでもいいが、俺が留守番ってのは戦力ダウンとして致命的すぎるぞ。誰にも俺のかわりはできない」

「仕方ないだろ。余よ剰じよう戦力、予備兵力はないんだ」と鬼一。

「そんなの負け戦じゃないですか」零れい士じは思わずツッコんだ。

「そこを、知恵と勇気でなんとかするの」

　鬼一は苦笑気ぎ味みで、自分自身無茶なことを言っていると自覚している表情だった。

「まあとにかく、晃生と魅杏が残るんなら、都内で何が起きても大丈夫、こっちも安心して千葉に行ける」

「戦力ダウンとして致命的……」

　晃生は同じ言葉を繰り返した。

「逆に、晃生以外の誰に部長代理が務まるよ？」

　鬼一は彼の扱い方をよく心得ていた。

「まあ、それはそうか……」

　メンバーが決まった。兜丘ニュータウン調査任務。リーダーは鬼一。そして正袈裟高校からはさらに零士、輝てる佳か、詩しい舞ま。応援として、地方の暗殺部からやってきた長谷川利久、白石貴斗、犬童白瀬。合計七人。




　兜丘ニュータウン調査チームは、部室の射しや撃げき場じようで武ぶ装そうを点検する。

「長谷川さんは、どんな戦い方をするんですか？」

　零士は訊ねた。

「ぼくはねえ、爆発物が好きなんだな。グレネードランチャーとか、使う機会はあんまりないけど即席爆発装置ＩＥＤとかね」

　長谷川は朗ほがらかに答えた。

　ちょっとだけ太り気味で、たれ目で、ややのんきそうな風ふう貌ぼうの長谷川の口から「爆発物、グレネードランチャー、ＩＥＤ」という単語が出ると、零士はなんとも不ふ思し議ぎな感じがした。――そういえばさっき長谷川は、うどん県出身とか言ってたっけ。うどんと爆発物が好きな長谷川さん。ところで、うどん県ってどこだ？　四国なのは間違いないが、零士にとっては四国なんて外国みたいなものだ。

　長谷川の主武器はＦＮ２０００アサルトライフル。四〇ミリのグレネードランチャーつき。ＦＮ２０００は普通のアサルトライフルと違って、グレネードランチャーを装そう着ちやくすることを前提にデザインされている。だから、使いやすい。専用のレーザーレンジファインダーとコンピューター制御のシステムサイトが搭とう載さいされている。

　いくら防音がしっかりしていても、さすがに学校の敷しき地ち内ないでグレネードの試ためし撃うちはできない。

　白石は身長一九〇を超えていた。髪かみを銀色に染めていて、かなり派は手でだ。手足に競走馬のような筋肉がついている。

「俺は自分で言うのもナンだが……腕力には自信がある。地元じゃとにかく大量に弾丸をばらまいて、相手を釘くぎ付づけにしたり、相手の出で鼻ばなをくじく役目だ。こんな銃を持ってきた」

　そう言って、白石はスポーツバッグから愛用の武器を取り出す。

「ポーランドのファブリカ・ブロン・ルチニク・ラドム社が作った、Ｍ96ベリエル・アサルトライフルだ。口径は五・五六ミリ×四五。Ｃ‐マグの大容量ドラムマガジンをぶちこんでるから、一〇〇連発だ」

　カラシニコフを発展させたアサルトライフルを、さらに近代化改造したもの。厳いかついピカティニー・レールに、長さが調整可能なストック。レールにはダットサイトと折りたたみ式バイポッド（二脚）がつけてある。白石はバイポッドをつかんで、それをフォアグリップのかわりにしている。頼りになりそうな男だ。

　犬童白瀬は、いわゆるギャル系。髪の毛を明るい茶色に染めて、肌は日焼けサロンで作られたような人工的な雰ふん囲い気きの褐色だ。遊び人ふうだが、やはり彼女も暗殺部の一員であり、銃の扱いは手慣れたものだ。

「状況によってはまったく役に立たないかもしれないけど、アンチ・マテリアル・ライフルをつかうっていうか」

　犬童の武器はＫＢＰ・ＯＳＶ‐96ロングレンジ・スナイパーライフル。一二・七ミリ×一〇七という大型弾薬を使用。セミオートでボックスマガジンに五発。このライフルは巨大だがレシーバーのあたりで折りたたむことが可能で、携けい帯たい性せいに優すぐれている。




　サバイバルキットと非常用の戦闘糧りよう食しよく、予備の弾丸などをバックパックに詰める。兜丘ニュータウンには暗殺部を支し援えんする組織やスポンサーの息がかかった施設が警けい察さつ署しよくらいしか存在しないので、念の為に軍用の通信機も持ち込む。爆発物好きの長谷川は、Ｃ４爆薬と起き爆ばく装そう置ちなども持っていく。

　暗殺部がいつも仕事を依頼している運び屋――「ドライバー」の車だけでは足りないので、大学生の暗殺部を一人貸してもらう。

「どうも、今いま関ぜきです……」

　その大学生は、少し暗い雰囲気だった。

　ドライバーも今関もすでに二〇歳を過ぎており、もしも〈地域コブ〉が破は裂れつしたら、被害にあう危険性が高校生たちよりも圧倒的に高い。彼らは零士たちを兜丘ニュータウンに送り込んだら、一度街を離れて次の指示を待つ。
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　出発まで一時間だけ自由時間をもらったので、零士は大急ぎで芽め未み海みに会うことにした。旅たび支じ度たくのために帰宅して、そこに芽未海に来てもらった。キスをして、それから「遠くの親しん戚せきに不幸があったから東京を離れる。一週間くらいで帰ってくると思う」と言った。零士は「我ながら雑な説明だな……」と思ったが、芽未海は「大変だね。お悔くやみ申し上げます」と納なつ得とくしてくれた。

　付き合っているのに、噓うそをつくなんてひどい話だ。こんないびつな状態は早めに終わらせるべきだ、と零士は思う。

　いつか暗殺部のことを話す日がくるのだろうか。

　――いや、話していいものなのだろうか？　もちろん、鬼一たちは十中八九「駄だ目めだ」と言う。それは機き密みつ保ほ持じであり、芽未海のためでもある。

　北きた島じまと、彼の会社に関わっていた人間がまとめて行方不明になったことを、芽未海はどこまで不ふ審しんに思っているのだろうか？

　芽未海が暗殺部の部員でなくてよかった。

　――でも、零士がマヌケなことをすれば、また彼女が巻き込まれる可能性はある。

「えっちなことしたいな」

　潤うるんだ瞳で、頰ほおを赤くして、芽未海がそう言った。

「ごめんね。飛行機のチケットとっちゃった。あんまり時間がない」

　時間がないのは本当だ。

「じゃあ、その……早くすむ方のやつで」と、恥ずかしそうに芽未海。

「……うん」

　そう言われたら、断るのは難しい。

　芽未海が零士の前にひざまずく。

　彼女には、こういう積極的なところがあった。

　芽未海自身はもういっさい覚えていないが、彼女には〈いるか人間〉に性的な調教をされていた時期がある。圧あつ縮しゆく言語という、特殊な洗脳技法を併用した強力な調教だった。

　彼女と性的な行為に及ぶと、零士はどうしてもそのことを思い出してしまい、複雑な気分になる。悪いことをしているわけではないのに、なぜか零士が罪の意識にさいなまれる。それでも身体は彼女を求めてしまう。芽未海の指と唇くちびるに導みちびかれて、零士のペニスは固く、若々しく勃ぼつ起きしている。

　芽未海とこうしているのに、急に裕ゆ佳か梨りの裸体を思い出してしまって、零士は自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいった。――ぼくは最低だ。ろくでもないイメージを振り払う。芽未海が与えてくれる快感に身も心も任せる。

　ソファにゆったりと座っている零士の股間に、芽未海が顔を埋めた。

「……っ」

　零士は、その行為に励はげむ彼女の髪の毛を優しく撫なでる。

　女の子の口のなかに「自分」がいるというのは、妙な気分だった。それはついさっきまで排尿の器官にすぎなかったのに、芽未海の口の中で固くなると別の何かに変わる。自分と他者とをつなぐ肉の絆きずなだ。

「ん……」

　芽未海は自分でスカートをめくった。紐ひものようなセクシーな下着が見えて、豊かなおしりが揺れていた。芽未海は自分の感じるところを指でいじりながら、さらに熱心に唇と舌を使った。あまりの興こう奮ふんに、零士は大きく息を吐いた。芽未海の鼻息が荒かった。快感が高まり、零士は爆発した。その気配を直前に察した芽未海は、あーんと口を開けて、舌を伸ばして精液の逬ほとばしりを受け止めた。

　この瞬間は幸せなはずなのに、どこか苦い。どこまでいっても、完全には裕佳梨のことを意識から締め出すことができない。締め出す、という発想が間違っているのか？　芽未海にも、死んでしまった裕佳梨にも負おい目めを感じる。何をすれば、どうすれば、芽未海にほんとうの意味で心を開くことができるのだろうか。
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「順序は違うんだよ。まず俺の友人が〈いるか人間〉に殺されて、その報ほう復ふくのために暗殺部に入って、そのあと両親を〈いるか人間〉に殺された、わりとまずい連れん鎖さに巻き込まれちゃったんだな」

　鬼一は、零士に対して自分の過去をそんなふうに説明したことがある。




　恐らく、死ぬまで忘れられないであろう光景がある。

　三人の〈いるか人間〉が、鬼一の幼なじみを殺した直後の光景。学校が終わって友達の家に遊びに行ったら、そこが殺人の現場になっていた。――いや、あの状況に「殺人」という言葉は相応ふさわしくない。あの連中は、幼なじみの少年を「解体」していた。

〈いるか人間〉たちは奇妙なほど無感情な目で、唇だけは笑みの形になっていた。そいつらはそれぞれ、包ほう丁ちようや工作用カッターや糸ノコギリやボルトカッターといった、日曜大工用品店で簡単に手に入る道具を使っていた。

　幼よう稚ち園えんの頃から一緒に遊んでいた親友が、およそ二〇個ほどのパーツにバラされていた。そこで鬼一は、生まれて初めて人間の生首を見た。映画や漫画やゲームで見るのと違って、生首からはなぜかリアリティが感じられなかった。

　親友の生首。

　知っている人間の顔が、置物のようになっている。

　それはまるでニセモノとしか思えなかった。夢のなかで何を見ても、まったく現実感を伴ともなわない感覚に似ていた。

　とにかく、幼なじみの親友は〈いるか人間〉に殺された。これが最初で最後の生首なら良かったが、そうはならなかった。鬼一はこれから暗殺部に入って、山ほど残ざん虐ぎやくな死体を見る運命だった。

　バラバラの親友を見た鬼一が腰を抜かしていたところに、暗殺部がやってきた。




　親友を失った瞬間、鬼一のなかですべてが変わった。

　生まれ変わった。

　前向きな変化ではなく、強制的に変えられてしまったというのが正しい。

　世の中を、親友を殺される以前と同じように見ることができなくなった。もろい心を守っていた薄皮が破れてしまった。そのかわりに、鬼一は分厚い殻からを身につける必要が出てきた。暗殺部に入って訓練を受けて、それから狩りに出るようになって――〈いるか人間〉を山ほど殺した。

　ある日、情じよう報ほう漏もれが起きた。スポンサーである大企業の大人の誰かが、脳を〈いるかの子ども〉にやられてしまったのかもしれない。とにかく鬼一の住所が〈いるか人間〉にばれて、今度は両親を失うことになってしまった。学校から帰るとちょうど救急車やパトカーも駆けつけてきたところで、両親は全裸で、足首に縄なわをかけられてベランダから逆さ吊りにされていた。

　より安全な住所への引っ越し作業を進めている最中の出来事だった。両親の死因は、「熱傷」だった。拘こう束そくされてから浴よく槽そうに放り込まれて、沸ふつ騰とうした熱湯をゆっくりと全身にかけられて、火傷やけどで死んでいったのだ。

　両親の死体には、ぷっくりと腫はれた火ぶくれが、ボツボツと無数に広がっていた。それから両親はベランダでさらしものにされた。〈いるか人間〉らしい、想像を絶する苦痛を伴う、残ざん酷こくな殺し方だ。

　そういえば、深ふか作さく零士の両親も危ないところだった。彼のときは、間に合った。しかし、いつも間に合うとは限らない。

　誰もが幸運とは限らない。

　鬼一がまとった見えない殻に、ヒビが入った。若さも手伝って、鬼一は同じ暗殺部の女子と愛し合った。誰かとそうしていなければ、両親の死に責任を感じるあまり自傷行為に走りそうだった。崖がけから飛び降りないように、誰かに抱きしめていて欲しかった。

　彼女と付き合って、鬼一は童どう貞ていではなくなった。ふたりとも暗殺部で体は鍛きたえていたので、セックスは長く、激しかった。初めて奥まで感じた女性の肉体は特別だった。短い期間に、ありとあらゆる恋人同士の行為を試した。

　熱く燃え上がったぶん、彼女を失ったときはショックだった。死が、ドラマチックなものであるとは限らない。鬼一の昔の恋人は、激しい銃撃戦のなかでいつの間にか死体になっていた。殺した〈いるか人間〉がどいつだったのかもわからないほど、混乱した現場だった。作戦遂すい行こう中ちゆうに死亡。それで終わり。

　頭が半分吹き飛んだ彼女の死体を抱きしめて、鬼一は、

「ああ……うあ……」

　と言葉にならないうめき声をあげ続けることしかできなかった。




　鬼一は、表面的には昔よりも明るくなった。〈いるか人間〉を殺す仕事に全意識を集中して、意識して後悔や悲ひ嘆たんを奥の奥に封じ込めた。そして、人を愛さないように心がけた。仲間は大事にするが、恋人は作らない。三池紗龍からの好意には気づいていたが、決してそれに応えたりはしない。

（紗龍とは距きよ離りをとる。そうしておかないと、いざというときに今度こそ俺は壊れてしまう）

　――そう思っていた。

　――間違っていた。

　付き合っていようがいまいが、一度気になったらずっと気になるのだ。中ちゆう途と半はん端ぱが一番よくなかった。完全に縁えんを切るか、もっと積極的に一緒に行動する機会を増やしていくか、どちらかを選択するべきだった。今、鬼一が抱えている苦悩は、選択を先延ばしにした結果だ。自分の責任だ。

　深夜の正袈裟高校前、校門の近くに「ドライバー」と今関の車が待たい機きしている。そこが集合場所だ。

　道具を詰めたバックパックを背せ負おい、武装を満まん載さいしたスポーツバッグを脇に抱え、鬼一は集合場所に向かった。運転手たちは車のなかで休んでいて、他の部員はまだ一人も来ていない。鬼一が一番乗りだった。今日は私服で、レザーのジャケットを着込んでいる。

　鬼一は今関のＳＵＶの荷台に荷物を放り込んで、ジャケットのポケットから読みかけの文庫本を取り出した。カミュの『最初の人間』。車のそばで本を読んで、約束の時間になるのを待つ。――それから一〇分後。

「よう」

　次にやってきたのは、晃生だった。

　鬼一は本にしおりを挟はさんでポケットにしまう。

「お前は留守番だろ」

「見送りにきたんだよ。それくらいいいだろ」

「ってことは魅杏もくるのか」

「仲間が激戦地っぽいとこに行くんだ。俺みたいなナイスガイはもちろんのこと、魅杏だって気になるのが当然」

「大げさだな……」

　鬼一は晃生の命を助けたことがある。それも、暗殺部に入る前の話だ。小学生なのに本物の暴走族とトラブルを起こした晃生を、鬼一が救い出した。警察が間に合いそうになかったので、暴走族が停めていたバイクのガソリンタンクの口を開けて、そこにハンカチを突っ込んでから火をつけた。バイクが炎上して暴走族が混乱している間に、リンチで半はん死し半はん生しようになっていた晃生を担かついでその場を離れた。そのときのことを思い出すと、鬼一は少し不ふ思し議ぎな気分になる。――あの当時の俺は、ガソリンが燃え上がるのに巻き込まれたらどうするつもりだったんだろうか？

　鬼一が暗殺部に入ったことを知ったら、それが当然のことであるかのように晃生も厳しい入部テストを受けた。




　約束の時間の五分前には、全員がそろっていた。鬼一、零士、輝佳、詩舞。応援の長谷川利久、白石貴斗、犬童白瀬。兜丘ニュータウン調査チーム。そして、見送りのためにやってきた留守番の晃生と魅杏。

「じゃあ、行きますか」

「ちょう頑がん張ばって……ぜったいに無事に帰ってきてね」

「俺がいないなんて本当に心配だ」

「大丈夫ですよ。今まで上う手まくやってきたのと同じ」

「今回は応援が三人もいるし」

「あたしたちチョー強いっすからー。むしろ楽しみっていうかー」

「ぼくは爆破できればなんでもいいんで……」

「それちょっと危ないですよ。なんだかな」

「気を抜くなよ。三池紗龍は凄すご腕うでだ。それがどうにもならなかったんなら、敵はかなりの強敵だろう。帰還に成功した生き残りの話を聞く限り、紗龍たちは待ち伏せをくらっている。上のほうで情報漏れがあったのは間違いないから、スポンサー……大人たちからの援えん助じよは最低限しか使えない」

「しかも、危ない〈地域コブ〉があるっていう時間制限つき」

「嬉うれしくて泣きたくなる」

「『ドライバー』が急げって顔してる」

「いよいよだな。出発だ」

「マジで。絶対に戻ってこいよ。死体袋なんて受け取らないからな」
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「わたしたちは人間です。ただ、今までの人生であまり人間扱いされなかったので、自分の判断で〈いるか人間〉の味方をしているのです」

　少女――大おお島しま珠しゆ羅ら。

　男――樋ひ口ぐち柳りゆう太た郎ろう。

　三池紗龍は下着姿で拘束されている。どこかの公民館のような建物の、地下会議室を改装した拷ごう問もん部屋だ。「大」の字型の拘束具は、力をこめてもびくともしない。

「さっさと殺しなさい。暗殺部の人間は、若くても拷問では何も話しませんよ」

　紗龍は毅き然ぜんと言い放った。

「もちろんです。あなたから引き出せそうなもので、こちらが知りたい情報なんて特にありませんし……」

　珠羅が、何を考えているのかわからない、ぼんやりとした口調で言った。

「生かしておくのは、いたぶったら楽しそうだからです。私たちの仕事は、人間を苦しめたり悲しませたりすることなので……」

「〈いるか人間〉ではないんでしょう？」

「はい。でも、その手伝いをしているのです」

「……なんのために？」

「生命哲学的自殺のためです」

「それは？」

「簡単にいえば、人間が嫌いだから、ということでしょうか」

「自殺がしたいのなら一人で死になさい」

「そういうことではないんですよ。頭悪いですね。それは私の主義に反するんです。私が死んでも人間の世界は変わらない。その事実を受け入れ難いので、わざわざこんなことをしているんです」

「生命哲学的に許せない？」

「そうです。やっと伝わったみたいですね。現代の、生命をめぐる哲学的な問題について。具体的な解決方法として、私は〈いるか人間〉の活動を支持している」

　こんな人間がいるなんて、紗龍は想像すらしたことがなかった。彼女らは「人間」だから、暗殺部の〈精神波探信音メンタル・ビンガー〉にも引っかからない。〈いるか人間〉からすれば便利な存在だろう。

「あなたみたいな……たぶんわたくしと同世代なのに……なぜそんなふうに考えるの？」

「色々です。たとえば、そこにいる柳太郎さん」

「あ」

　男のほうは油ゆ断だんしていた。すっかり気を抜いて聞き役に回っていたら、急に話を振られて驚おどろいている。

「柳太郎さんは、小学生のころからずっといじめられてきた。ですよね？」

「あんまりその話はしたくないなあ」と、柳太郎は苦笑い。「まあ、そんな感じかな。否定はしないけど……」

「どんな内容のいじめでしたか？」

「話したくないのに……でも、一言で表現するなら、あれは『いじめ』じゃなかった。『犯罪』だったと思う。社会人同士なら警察沙ざ汰たになるかもしれないことが、なぜか学校内なら許されちゃう。子どもの頃に刻まれた心の傷は、一生治らないこともある。

　――学校の廊下で全裸にされたり、カバンのなかに入れておいたライトノベルを燃やされたりとかさ、そういうのはずっと忘れられない。やったほうは簡単に忘れちゃう。

　――だから、珠羅ちゃんに誘われたときは、よしやるぞって思ったよ。銃があれば人を殺せる。〈いるか人間〉の力を借りれば、証しよう拠こ隠いん滅めつも楽ちんだ。そのぶん、人間の暗殺部と戦うっていう余計なことがついてきたけど、そういうものだよね。全部が全部楽ちんってことはありえない」

　一度その気になって喋しやべりだすと、柳太郎は止まらないタイプだった。やや早口だ。

「暗殺部のあなた。すごいキレイだよね。家もお金持ちでしょ？　身につけてるアクセサリーや、髪の手入れ具合でわかるよ。お金持ちで美人だと、なかなかいじめられたりはしない。だから、ぼくみたいな人間が何を味わってきたかは絶対に理解できないよ。『いじめていい人間』に設定されちゃうとね、教師にもどうにもならない。基本的な人権がもう維い持じされないんだ。

　――たまに、いじめられた末に自殺しちゃう生徒が出てくる。そうなると世間で広く議論が行われるようになるけど、すべてなんの意味もない。まったく意味が無い。ゼロだよ。有名人がいじめを非難して、知識人が学校教育を非難して――でも、何も変わらない。構造として確立しているものは、そう簡単には変化しない。悪化はしていく。こういうのが社会学的な問題ではなくて、生物学的な問題だった場合、〈いるか人間〉に肩入れする人間が出てくるのはある意味当然と言える。これだけみんな憎み合ったり他人をバカにしたり、世の中に対して不満を抱えているのに、誰も殺さないほうが不自然なんだよ。〈いるか〉の世界はとてもシンプルだ。それが素す晴ばらしい」

「……あなたはいじめられてきた」

　紗龍は確認するように言った。

　柳太郎はうなずく。「ああ」

「それなのに、わたくしを楽しみのために拷問するの？」

「これは復ふく讐しゆうみたいなものだから。申し訳ないと思うけど、やらせてもらう。ぼくも男だし、お金持ちの美人のお嬢じよう様さまを前にして性欲は高まっている。こういうとき遠えん慮りよしないのは〈いるか〉の流りゆう儀ぎだ」

「あなたを〈いるか人間〉に渡さないだけ情けがあると思ってほしいですね」

　珠羅が言う。

「私たちはあなたをたっぷりレイプして、それからバラバラにして殺すだけです。本物の〈いるか人間〉みたいに、何時間――下へ手たをしたら数日――もかけてゆっくり殺したりしません」

　珠羅はポケットから薬品のチューブを取り出して、それを紗龍に見せつける。

「〈いるかの子ども〉が分泌するホルモンを使った化学薬品です。簡単にいえば、エロい漫画とかによく登場する媚び薬やくです。すごく強力ですよ。あなたみたいにウブそうな人は、すぐにメロメロになっちゃうと思います。あまりに強力なので、人によっては発狂することもあるほどなんですよ」
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　――また、一年前の思い出。

　鬼き一いちと紗しや龍ろんは、廃はい墟きよラブホテルの客室に閉じ込められた。とりあえず二人は室内を見て回って、まさかとは思うが敵が潜ひそんでいないことを確認した。

「窓から他の階にいけるかな？」と鬼一が調べたが、ラブホテルの客室にはそもそも窓がすくなく、しかも体が通らないほど小さい。ベランダがあるわけでもないし、ハシゴがかかっているはずもない。やはり、出入口は一箇所だけだ。

「ドアを撃うってみよう」

　鬼一はアサルトライフルをスリングで脇に回して、拳けん銃じゆうを構えた。ドアの蝶ちよう番つがいやノブのあたりに四五口径を叩きこむ。

「こんなもんか……」

　それから鬼一はドアに体当たりをした。大きな音がして、ドアが少しだけ動いて、しかしそれだけで終わった。

「扉が歪ゆがんでるだけじゃない……崩くずれた天井板か何かが向こう側をふさいでる。小さめの爆発で吹っ飛ばすしかなさそうですね」

「たとえば……手しゆ榴りゆう弾だんですか？」

「ですね」と鬼一は自分のポウチやベルトを探る。何も見つからないので「ん？」という顔になる。「どっかで落としたな……そっちは？」

「最初から持ってきていませんわ」と紗龍。

「晃こう生せいが手榴弾を持ってきてる」

　鬼一は携帯電話を取り出し、通話ボタンを押す。

「…………」

　しばらく待ってみても、相手は電話に出てくれない。そのかわりに、部屋の外から激しい銃声が聞こえた。暗殺部の仲間たちと〈いるか人間〉が撃ち合っている。――電話に出る余裕がないか、それとも本格的な戦闘が始まったので〈いるか人間〉が妨害電波でも出し始めたのか。

「あのかた、ご無事なんでしょうか……」

「殺したって死なないやつってのがいるとすれば、それは晃生ですよ。焦あせっても仕方がない。外の銃じゆう撃げき戦せんが落ち着くまで、少し待ちましょう……」




　長い間使われていなかったラブホテルの客室だ。

　シャワールームはガラス張りで、変わったデザインの椅い子すが置いてある。まともな椅子がなかったので、仕方なく鬼一と紗龍はボロボロのベッドに並んで腰掛けた。ここがそういう目的の部屋だと思いだして、紗龍は急に顔を真っ赤にした。

「女子高のお嬢じよう様さまが、どうして暗殺部なんかに？」

　沈黙を避さけるためだけに、鬼一は訊ねた。

「わたくしに銃は似合いませんか？」

「質問に質問を返さないでくださいよ。もちろん、そういう意味じゃないです。ただ単に、興味あるから訊いただけで……」

「みんなに理由がある。理由があって、暗殺部に入る」と、無ぶ愛あい想そうに紗龍。

「それはそうなんですけどね……」鬼一は少し困ったように自分の髪かみの毛を掻かいた。「つまり、あなたはそういうことは話したくない、と」

「理解していただけたようで、なによりですわ」




　部屋の外では散発的に銃声が鳴なり響ひびく。内心、紗龍は不安で仕方がない――味方は大丈夫なのだろうか？

「俺はこういう気まずい感じ苦手なんですよね」

　鬼一がまた口を開いた。

「気まずいですか？」紗龍は肩をすくめてみせる。「わたくしは平気です」

「どうせそんなに長くはならない。すぐに敵か味方が来る。話題はそっちが選んでいいから。何か話の種をお願いしますよ」

「笑える話をするような気分じゃない」

「笑えなくていいですよ。普通の話で」

「じゃあ……」紗龍は少し考えてから言う。「好きな動物の話とか」

「それでいいです」

「わたくしはネコが好きです。でも血統書つきではなく、そのあたりで見かけるような和ネコが好き」

「ネコのどういうところが特に好き？」

「手触り。鳴き声。あと、どこか何もかもどうでもよさそうな態度」

　鬼一はうなずく。「なるほど」

「あなたは？」

　儀ぎ礼れい的てきに、紗龍は訊ねた。

「俺は……ピンタゾウガメかな」

「ぞ……ゾウガメ？」意外な返答に、紗龍は目を丸くした。「亀ではなく、ゾウガメというのは珍めずらしいですわね」

「そうですか？」

「ゾウガメが好きになった理由があるとか」

「みんな理由がある」

「む……」皮肉っぽく自分の言葉を返されて、紗龍は憮ぶ然ぜんとした。

「ロンサム・ジョージ」と鬼一。

「はい？」

「生まれ変わったらロンサム・ジョージになりたいな」

「……なんですの、それ」

「最後の一匹になっちゃったピンタゾウガメのジョージ」

「最後の一匹」

「二〇一二年、六月二四日。その日、ロンサム・ジョージは死んだ。人間がなんとか種しゆを存続させようとしたが、本人は気にせず、孤独ロンサムなまま死んでいった」




　ガラパゴス諸島で最後のピンタゾウガメ「孤独なロンサムジョージ」。

「彼」は、自分が最後の一人だと知っていたのだろうか？　人間は「彼」を近い種類のゾウガメと交配させてジョージを「孤独」ではなくそうとしたが、結局うまくいかなかった。彼にとっては、人間の思おも惑わくなんてどうでもよかったのだ。




「人類最後の一人、ってのを想像したことがありますか？」

　鬼一は淡々と語り続ける。

「……いつのころからかはわからない。なぜか俺は、よく自分がそうなったときのことを考えるようになった。どんな大都市にも人がいない。理由はわからないが、とにかく延々と死体の山が続いている」

　言われて、紗龍は想像する。この世界から、自分以外の誰もがいなくなってしまった光景を。こどものころよく観みていた『ドラえもん』の道具を思い出す。どくさいスイッチのエピソード。静せい寂じやくに包まれた街で、一人だけではしゃぐのび太の姿に、幼いなりに恐怖を覚えた。

　――結局、あの道具は独裁者をこらしめるためのものだった、というオチがつく。

　そのオチが用意されていなかったとしたら？
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「滅びの風景です」と鬼一。「そんなことばかり考えていたら、人類最後の一人になった自分、という夢をよく見るようになった。死体も、どこかに逃げ出そうとしてそのまま放置された車両もすごくリアルで、俺は目が覚めるまでそれが夢だと気がつかない」

「……それで？」

　いつの間にか紗龍の体が鬼一に向いていた。会話を楽しみ始めたのか、やや前のめり気ぎ味みになっている。

　鬼一は微かすかに笑って、

「……最初はとてもヤバいと思う。どこまで歩いても、どんなに声を嗄からして叫んでもなんの反応もない。本当に誰もいない。街はどこまでも静かで、どこか遠くで原子炉の非常用電源が停止している。誰かが燃やした死体もあれば、犬やネコが食べている死体もある。臭いはひどいものだけど、人間の鼻はすぐに慣れる。

　――やがて俺は解放感を味わう。

　どんな人類も経験したことのない、途と方ほうもない解放感だ。その夢のなかで俺は、地球上で唯一の知的生命体。誰も俺のことを見ていないし、俺も誰も見なくていい。誰かのことを気にする必要もない。戦争、貧困、宗教……すべての問題は消え去ってしまった。地上から善も悪も愛も涙もすべてが消えた。俺が死んだら、人類文明は終しゆう焉えんを迎える。文字も歴史も、データも電波もなんの意味もなくなる。そこには俺がいるだけなんだ。

　夜になったら、俺はまだ残っている電気を駆く使しして映画を観る。ブルーレイでもＤＶＤでもなんでもいい。映画のなかには、たくさんの人間が映る。それを観て俺は、懐なつかしさと寂しさで胸がいっぱいになるんだ」

「…………」

　紗龍は、ごくり、とつばを飲み込んだ。

　――少し、怖かった。

　鬼一の言っていることが理解できなくて怖くなったのではない。

　あまりにもわかりすぎて怖くなったのだ。

「その発想はずいぶん〈いるか人間〉的じゃない？」

　紗龍は、あえて彼に同調しなかった。

「そうかもしれない」と鬼一。

「でも、そうではない？」と紗龍。

「ええ、もちろん。そうであっては困る。〈いるか人間〉は自分たちが滅ぶことまで望んでいるわけじゃない。人間を殺したいだけだ。俺は『人間』は誰も殺したくない。想像力の飛ひ躍やくの結果として、人類の最後を夢に見るだけです」

「実際にはそんなことは起きない可能性のほうが高い」

「だから、ロンサム・ジョージに思いを馳はせる」

「ピンタゾウガメ最後の一匹」




　一年後に振り返ってみると――こんな会話で恋に落ちてしまうなんて、自分の感受性はいったいどうなっているんだ、と紗龍は不ふ思し議ぎに思う。

　このあとすぐに携帯電話で仲間から連絡が来た。こちら晃生だ連絡が遅れてすまない、あのあと現れた敵が多くてちょっと手こずった。どこにいるんだケガはしてないのか。こちら鬼一。ケガはしてないし敵もいない。六階の客室にいる。閉じ込められている。手榴弾か何かで吹っ飛ばしてほしい。

　晃生が慎しん重ちように手榴弾を仕掛けて障害物を破壊し、鬼一と紗龍は作戦に復帰した。

〈いるか人間〉たちはこのラブホテルを拠きよ点てんにして、人間爆弾作りを行っていた。適当に捕まえてきたホームレスやチンピラのまぶたをホチキスで閉じて、舌も切り取ってから自爆ベストを着せて街に放つ計画だ。今回の作戦で、それを阻そ止しできたのは大きな成果だった。

　大きな成果は、もうひとつあった。――〈地域コブ〉だ。

　地下にあった破裂寸前のコブを、途中で「ふさぐ」ことに成功したのだ。

「監視チームのほうから連絡」携帯を耳と肩で挟はさんだ姿し勢せいで、晃生が言った。「一人、逃がしちまったそうだ」

「人間爆弾のせいで混乱した作戦になった。一人くらいは仕方がない」と鬼一。

「そいつが、『小さな箱』を持っていた、とかなんとか」

「箱？」鬼一は顔をしかめる。「嫌な感じだな。コブにはタネがあるって噂うわさもある……」
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　紗龍は女性器と乳首に〈いるかの子ども〉のホルモンを使った媚び薬やくを塗ぬられた。拘こう束そくされたまま、紗龍は身をよじった。しょせんはアダルトな漫画やゲームの小道具ではないかと甘く見ていたが、その効果は強烈だった。珠しゆ羅らが言っていた「下へ手たをすれば発狂する」という言葉の意味を理解した。理解したときにはもう手遅れだ。

　性的に興こう奮ふんするというよりも、その感覚は「痒かゆみ」に近かった。今までの人生でもっともひどかった虫刺されを、さらに何倍も強くしたような痒み。そこに手を伸ばしてかきむしらないと頭がおかしくなりそうになる。

　敏感になった場所をなんとかしたいのに、拘束されているからどうにもならない。少しでもこすり合わせて楽になろうと太ももをもぞもぞと動かす。膝ひざがガクガクと震える。もどかしさのあまり、紗龍の目から涙がこぼれ落ちた。――浅ましい。こんな姿を敵に見物されているなんて。

　大量の汗がわいてくる。額ひたいから流れ落ちてきたものが目にしみる。神経をむきだしにされているような気分だ。痒みと強制的な性的興奮がセットになって、異常な「熱さ」として紗龍の脳には認識される。

　手を動かしたい、手を動かしたい、手を動かしたい、手を動かしたい……！

「大」の字型の拘束具はびくともしない。手首足首に巻かれた分厚いレザーのベルトがぎちぎちと耳みみ障ざわりな音を立てる。




　人間の心は、硬い殻からを幾層もまとっている。

　そうやって、柔らかい部分を守っている。

　欲望や焦しよう燥そう感かんは、心の殻を強力な酸みたいに腐ふ食しよくしていく。殻に穴が開いて、ぽつんとさらに奥の層に落ちて、また溶かして――。

　その酸のしずくが、やがて「柔らかい」部分に落ちる。

　理性が溶けて、いつもの自分ではいられなくなる。




　この「熱さ」をどうにかしてくれるのなら、相手が〈いるか人間〉だろうがその手下だろうがなんでも構わないという気分になってくる。

　――いや、ダメだ。それではいけない。

　少しでも気を強くもつために、紗龍は自分の下した唇くちびるをきつく嚙かんだ。小さな穴が開いて血のかたまりが生じる。目の前の敵――珠羅と柳りゆう太た郎ろう――は、紗龍が屈くつ服ぷくし、哀願してくるのを待っているのだ。紗龍の心を折って、レイプを楽しんだら、あとは用済み。あとは殺すだけ。

　――生き残るのだ。

　少しでも時間を稼かせいで、助けが来るのを待つ。生きている限り、望みは捨てない。殺されたらそこまで。二度と自分の手で「やり返す」ことはできない。自じ暴ぼう自じ棄きになるのはまだ早い。もしかしたら、本当にもしかしたら――鬼一がやってくるかもしれない。最高のタイミングで、まるで紗龍だけのヒーローみたいに。
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　二台の車で移動し、高速道路を降りて兜かぶと丘おかニュータウンへ。夕方に出発して、到着したときにはすっかり夜になっていた。

　インターチェンジの周辺には、大型ショッピングモールや大手パチンコ店、自動車販売店、ホームセンターなどが並んでいた。インターチェンジから駅前までが、このニュータウンの繁はん華か街がいだ。

　寂さびれたニュータウンで人口は激げき減げんしているそうなのに、コンビニや駐車場にはそこそこの人数の若者がたむろしている。漫画は読むが本は読まない、テレビは見るが映画は観ない、最大の娯ご楽らくは無内容のおしゃべりとギャンブル……そういう連中。

　繁華街はすぐに終わって、あとは延々と住宅地が広がっている。この街から、サラリーマンが毎朝およそ一時間半かけて都心の会社に向かう。満員電車に揺られて長時間通勤する辛さは、零れい士じたちにはまだよくわからない。

　中世ヨーロッパ都市を思わせる兜丘ニュータウンの住宅地。あちこちに、ピサの斜しや塔とうを思わせる展望台が建っている。ポストモダン建築。模も造ぞうレンガの建物と歩道。フラワースポットは手入れが足りず荒れている。

　暗殺部、調査チームの七人が車を降りた。

　岡おか本もと鬼一、深ふか作さく零士、石いし井い輝てる佳か、千ち葉ば詩しい舞ま。

　長は谷せ川がわ利とし久ひさ、白しら石いし貴たか斗と、犬いぬ童どう白しら瀬せ。

　人目につかない場所で荷物をおろし、銃器をチェックする。今の段階でアサルトライフルやショットガンを堂々と持ち歩くわけにはいかないが、ジャケットの下で拳銃はいつでも抜けるようにしておく。車は、すぐに走り去っていく。

「次は拠点に移動……ですよね」と零士。

「ああ」と鬼一。「閉へい鎖さされた中学校がある。そこを使う」

「閉鎖されたって、すごいですよね。そんなに田舎いなかじゃないのに」

「歪んだ場所からは、まず子どもが消える。そして疲れた大人と老人ばかりになる……つまり、この街は死にかけている」

　バブル経済崩ほう壊かいのツケを結局払うことができないまま、この街は勢いを失った。どんどん人口が減へっていって、誰もこんな街で子どもを育てたいとは思わなくなる。そうなればあとは悪あく循じゆん環かんに歯止めがきかない。

　七人はそれぞれ違う方向を警けい戒かいしながら、歩き出す。

　この街のどこかに〈いるか人間〉の一大拠点がある。待ち伏せをくらわないように気をつけねばならない。

　地図で見れば、兜丘ニュータウンは川と高速道路と広大な森林公園に囲まれた三角形になっている。北、東、西にそれぞれ頂点がある。東西に三角形の底辺が走っている。その中学校は、北の頂点に近い。




　テーマパークのようなニュータウンの風景に溶け込むように、その中学校も外観が工夫されていた。校舎は三階建てで、壁はすべて赤い軽量のレンガタイル張り。紺色の切きり妻づま屋や根ねにはダミーの煙えん突とつがついている。

　チームは二階の部屋を中心に使う。一年生と二年生の教室が四クラスぶん並んでいたので、男性陣（鬼一、零士、長谷川、白石）は二年Ａ組に、女性陣（輝佳、詩舞、犬童）は二年Ｂ組に入る。とりあえず、不必要な机と椅子をまとめて後ろにやってしまう。

「閉鎖されたにしてはキレイですね」

　広い教室を見回してから、零士が言った。

「建物を再利用できるように、定期的に清せい掃そうが入ってたそうだ」と鬼一。

「三み池いけ紗龍のチームもここを使ってたんですか」

「彼女たちは、となり町のホテルに宿泊してた。そして待ち伏せを食らった。どこから情報が漏れたのかは知らないが、同じ失敗を繰くり返かえすわけにはいかない。俺たちがここを使うことを知ってる人間はほとんどいない」

　まずは守りを固めることから始めた。チームは、全部で四台のノートパソコンを持ち込んでいる。それから中学校の各所に監かん視しカメラを設置し、その映像をパソコンのモニタで確認できるようにしておく。カメラには動体検知機能がついているので、何か動くものが視界に入り込んできたら自動で警けい告こく音おんが鳴る。

　電気はつけない。そもそもこの建物には電気が来ていない。灯りはキャンプ用の電池ランタンと懐かい中ちゆう電でん灯とうで間に合わせる。その光が外に漏れないように、常にカーテンは閉めきっておくし、照明機器の周囲には幕を巡らせておく。

　長谷川と白石が、コンパクトなクーラーボックスにペットボトルの飲み物を入れて持ってきていた。零士は「もらいますね」と断ってから、ミネラルウォーターを取り出して口をつける。

「この街に入ってからずっと嫌な感じがする……空気が変に湿っていて、からみついてくるみたいだ」白石が言った。力ちから自じ慢まんらしいが、発言内容は繊せん細さいだった。「それに、寒すぎるし、時間のことを考こう慮りよしても静かすぎる」

「ここはいわば〈いるかのまち〉だ」鬼一は険けわしい目つきだった。「何が起きてもおかしくはないし、時間の余裕もあまりない」




　二年Ｂ組、輝佳、詩舞、犬童の教室。

「…………」輝佳は日本刀を抜いて、刃に汚れがないか確かめている。鍔つばと刀身の間に隙すき間まができていないか、柄つかが緩ゆるんでいないか、念入りに確かめている。

　刀の、柄に覆おおわれている部分を「茎なかご」という。生き物を斬ると、そこに血がたまることがある。きちんと手入れをして、油を塗っておかないと、しつこい錆さびがこびりつく。輝佳は自分の刀を芸術品のように扱う。

　その刀。一一代目兼かね定さだの作。刃渡り八四センチ。朱しゆ漆うるし塗ぬりの鞘さやに、小型の実戦的な鍔という会あい津づ拵ごしらえ。Ｌ字型のフックがついていて、ベルトに引っ掛けることができる。

「そのこ、喋しやべれないの？」

　犬童が詩舞に向かって訊ねた。

「ええと」詩舞は何か答えようとしたが、思いつかなかった。

「……っ……ぁ……」と、輝佳がいつもの言葉にならない声。

「なに言ってんのか全然わかんない」

「ちょっと口くち下べ手たなんだよ」と詩舞。

「……ぅ……ん……」

「これが『ちょっと』？」

　犬童が肩をすくめた。

　詩舞は微かに眉み間けんにしわを寄せて、

「腕は最高なんだ。あんまり気にしないで」

「でもね……」犬童は疑いの視線を輝佳に向けている。「正せい袈げ裟さの少女剣けん豪ごう。天下無双の居い合あい抜ぬき。そりゃ確かに噂は聞いたことあるけど……メインウェポンが日本刀ってのは本当に大丈夫なの？」

「…………」

　輝佳は無言で、鞘に収まったままの刀で、教室内にあった椅子のひとつを指し示した。

「はい？」犬童の視線がその椅子に向く。

　輝佳は床に直接座ったまま、居合の要領で刀を抜き、一閃させる。

　高速の刃が、写真のフラッシュのように輝く。

　ひゅっ。

　――という鋭い音のあと、いつの間にか刀は元の鞘に収まっていて、輝佳が「ふっ」と息を吹きかけると脚を切られた椅子が崩れ落ちた。

　犬童は大きく笑ってパチパチと拍はく手しゆする。

「なるほど。ちょうスゲー。斬るトコが全然見えなかった！」




　この中学校に電気はきていなかったが、水道やトイレはまだ使える状態だった。睡眠時は寝袋を使用。交替制で、男女ひとりずつ見張りを立てる。

　女子たちも二年Ａ組に移動した。みな、腹が減っていた。車で移動する途と中ちゆうで買ったコンビニ弁当を袋から出して蓋ふたを開ける。

　安っぽいコンビニ弁当はだいぶ冷たくなっていた。それでも、状況のおかげでそこそこ美う味まく感じる。場合によっては、これが最後の「まともなメシ」になる可能性もあった。ここは「敵地」だ。目立つ行動は避ける。ここを拠点だと敵に知られないようにするのが重要だ。

「ここからの戦略は？」

　食べながら、零士は訊ねた。

「俺たちは調査チームだ」

　正袈裟の部長である鬼一が、このチームでもリーダーを務める。

「ここから〈精神波探信音メンタル・ビンガー〉を打つ。いきなり敵の本拠地を見つけることはできないだろうが、場所を変えながらさらに打ち続けて、どんどん絞りこんでいく。そういう意味ではいつもとやっていることは変わりない。

　もう、ここは兜丘ニュータウンだ。ここまで近づけば、〈地域コブ〉ほど大きなものはもう見逃さない。〈コブ〉は敵にとって強みであり、弱みでもある。やつらがある程度育った〈コブ〉から離れることはないからだ。〈いるか人間〉を見つけたら、あとはガンガン仕掛けていく」

「そして、まだ命があるなら三池紗龍を助け出す」と詩舞。

「そういうことだ」
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「日本の〈いるか人間〉の『脂あぶら』信しん仰こうは深刻な問題だよ。そこから脱却しない限り、海外の〈いるか人間〉の舌を納なつ得とくさせることはできない」

「さすがは引ひき崎ざきさんですね」

「〈いるか人間〉は快楽追求体だ。なるべく少ない労力で、なるべく多くの快楽を。〈いるかによる人間料理術〉とは、人間を快楽提供体に変換するためのより効率のいい手順ということになる」

　去年行われた〈世界いるか学会〉は大成功に終わった。世界中の〈いるか人間〉の大物たちが、日本側の催もよおし物ものと料理を絶賛して帰っていった。学会の成否はいつも「人間料理」にかかっている。

　総料理長を務めた引崎龍りよう馬まがほっと一安心したのも束の間、千葉の兜丘ニュータウンで〈地域コブ〉が育っているのがわかって、今度はその警けい備び隊たい長ちようをやることになった。休む間もなく、だ。右腕と頼りにしている山やま美み夜や魅みを連れて行く。

「それにしてもまったく、人使いが荒いぜ……」

　引崎はぼやく。

「でも、引崎さん。それだけ信頼されてるんですよ」

「信頼ねえ……」

「それに、この兜丘ニュータウンの〈コブのタネ〉は、引崎さんがまいたものだって聞いてます。始まりが引崎さんだったんなら、締めも引崎さんが、という」

「そういやそうだったな……ラブホの地下で採取したタネだった」

「例の人間爆弾工場ですね」

「暗殺部の襲しゆう撃げきでひどい修しゆ羅ら場ばだったよ」

「そこからタネを無事に運び出した引崎さんはさすがです」

「どうだかな……」と、引崎は自じ嘲ちようする。「いいよいいよ。とにかく守ればいいんでしょ。ここのコブを」

「そういうことです」

「俺は究極の人間料理メニューを探している。それだけでもかなり忙しいんだけどな」

「噓うそばっかり。競けい馬ばや競きよう艇ていはしょっちゅうやってるじゃないですか」

「なんだ。バレてたのか」

「お金が欲しいんですか？」

「違うよ。暇ひまつぶし」

「暇つぶしなら、適当に人間を痛めつけたり、殺したりすればいいじゃないですか」

「殺人は楽しいんだけどさ、やりすぎると飽きちゃうだろ。他の〈いるか人間〉たちは楽しみすぎるんだよ。自分の生活に『あえて退たい屈くつを持ち込む』ということができない。愚おろかとしか言いようがないね」

「……そういうものなんでしょうか」

「そうだよ。『退屈』を楽しむことによって、本来の『楽しみ』がその『楽しさ』をさらに増すんだ。日常生活のディテールを鮮明にしていくことで、非日常的なイベントは強調される。記憶力と学習が必要だ」

「本当に、たまに引崎さんは〈いるか人間〉っぽくないことを言いますね」

「変わり者ってことなのかな……俺にもよくわからないよ」




　兜丘ニュータウンで〈地域コブ〉が育っている場所を、そのまま活動拠点にした。

　引崎と山美は、自動販売機や喫きつ煙えんコーナーがある休きゆう憩けい所じよに降りていった。休憩所には、大おお島しま珠羅と樋ひ口ぐち柳太郎がいた。

　珠羅は両手でカルピスウォーターの缶を持って、子どものようにごくごくと飲んでいる。柳太郎はドクターペッパーだ。

「例の捕ほ虜りよの少女はどうですか？」

　山美が話しかけた。

　珠羅がぷはっと缶から口を離してから、答える。

「媚薬を塗って放置してます。何時間かすれば、すっかり準備が整うと思います」

「とても楽しそうだ」と引崎。

「楽しいです。でも、殺しほど楽しくはないかもです」

「本当に変わった人間だ」

　引崎は感心して言った。珠羅と柳太郎が〈いるか人間〉ではないのが、引崎や山美には不思議でならない。

「……まあ、これほど役に立ってくれるのなら、人間でも大歓迎なわけだが」

「何かありましたか？」と柳太郎。

「人間たちが再び部隊を送り込んできたようだ。しかし、詳しいことはわからない。今回は情報がないから、待ち伏せをかけるのは難しいだろう」

「ぐふふ」と珠羅が笑い、

「こちらも、同じ手を何度も使うわけにはいきませんです」
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　――クリスマスも年末年始もつまらなかった。

　兜かぶと丘おかニュータウンの高校に通う森もり田た康こう介すけは、日々の退たい屈くつに押し潰されそうになっている。

　毎朝長い時間をかけて東京に通勤するサラリーマンの父とは、もう何年もちゃんと話したことがないような気がする。休日になっても父は、釣りに行くか、パチンコに行くか、家でゴロゴロしているかで、子どものころからまともに遊んでもらったことがない。康介は海外旅行の経験がないし、そもそも家族でディズニーランドに行ったことすらない。

　母は専業主婦で、近所の奥さんたちとの長話が一番の趣味だ。テレビドラマの感想やそこにいない誰かの悪口でいつも盛り上がっている。ダイエット本や新しいトレーニング器具を買ってきては、痩やせる前に飽きて物置に詰め込んでいく。

　康介は漫画とアニメと小説が好きだ。小説はライトノベルが中心だが、海外の翻ほん訳やく物ものや純文学系もそこそこたしなむ。純文学系という言い方も曖あい昧まいで、高たか橋はし源げん一いち郎ろうや阿あ部べ和かず重しげは純文であっているんだろうか？　よくわからない。

　高校のクラスは生徒数がどんどん減へっているうえに、バカばっかりだ。やつらときたら話題はいつもワンパターンで、昨晩どこで遊んだか（コンビニの前でたむろ、カラオケボックス、ゲームセンターといったところ）、ネットで拾ってきたどうでもいい噂うわさ話ばなし、お笑い芸人にファッション、そしてセックスのほのめかし。アニメの話が出ることもないではないが、たいていは「にわか」臭がきつすぎて康介には耐えられない。バカどもに話を合わせる気がないせいか、康介に彼女ができる気配もない。

　――郊外の生活は退屈だ。

　せっかく大きなショッピングモールがあるのに、映画館は入っていない。康介はもちろん車を持っていないので、移動手段は自転車と電車が中心であり、どこに出かけるにしても不便極まりない（康介は運動が苦手で疲れやすく、自転車があまり好きではないし）。しかも、近所には本屋がない。駅前のツタヤとネット通販が康介の命いのち綱づなだ。運送会社のみなさんいつも本当にありがとうございます。

　この兜丘ニュータウンで、康介は自分より年下を見たことがない。

　ネットの掲示板に入いり浸びたると、仲間がいるような錯さつ覚かくを味わうことができる。自分と似たような境きよう遇ぐうのやつら。何か書き込むと反応がある。もちろんそれは常に楽しい反応ばかりではないが（煽あおりや論ろん破ぱ厨ちゆうにはうんざりする）、学校にいるよりは何倍も充実している。

　――でも、錯覚は錯覚にすぎない。

　匿とく名めいの相手には年賀状を送ることもできない。クリスマスケーキを一緒に食べることもできない。




　どんなに読書が好きでも、それだけではどうしても刺し激げきが足りない。かといって、この街には何も期待できない。

　ある日、康介は一時間電車に揺られて、都内の映画館まで出かけていった。とても楽しみにしているアニメシリーズの最新作が公開されるのだ。人混みが苦手な康介は、行きの電車のなかですでに気分が悪くなっていたが、それでも楽しみにしてきた劇場版アニメのために我が慢まんした。劇場につくと、これから始まる回は満員で、しかたなく康介は二時間、近くの喫きつ茶さ店てんで時間を潰すことになった。

　――せっかくわざわざここまで来たのだから。退屈な兜丘ニュータウンから離れたのだから。

　やっとのことで座席をとって、康介は新作の劇場版アニメを観みた。

　――それは、信じられないほど期待はずれの内容だった。

　まったく面白くなかった。

　今日一日の苦労はなんだったのだろう？　急に自分の生活そのものが嫌になってきて、帰りの電車で康介は思わず涙をこぼしてしまった。こんなはずじゃなかったのに。とても素す敵てきな一日になるはずだったのに。僕は、生きていく力をもらいたかったんだ。
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　中学校で輝てる佳かが〈精神波探信音メンタル・ビンガー〉を使った。その結果を、グーグルマップに記録していく。兜丘ニュータウンの三角形。東西に走る「底辺」のあたりに、気配を感知したという。これから移動して、反応があった場所に近づいてからもう一度〈精神波探信音〉を打つ。敵の位置が確定するまで、同じことを繰くり返かえす予定だ。

「ドライバー」と今いま関ぜきが、兜丘ニュータウンまで車で一〇分という場所に待たい機きしているので、電話をかけて呼んだ。目的地まで運んでもらう。移動中の車内で、窓から外を眺ながめながら零れい士じはつぶやく。

「……退屈そうな街だ」

「まあ、そりゃ都内にくらべりゃな」鬼き一いちが言った。

　零士と鬼一が乗っているのは「ドライバー」が運転する車の後部座席だ。他には長は谷せ川がわと白しら石いしがいる。

　この街を退屈だと評したものの、暗殺部に入る前の自分の生活は真っ暗だったことを零士は思い出す。兜丘ニュータウンが憂ゆう鬱うつな街であることは間違いないが、だからといって都内の生活がバラ色かといえばそんなこともない。零士はいつも背が低いことを気にしていた。過か剰じようなコンプレックスが引き起こす悪あく循じゆん環かんに陥おちいっていた。結局は、出会いが重要なのだ。その結果、どんなに苦しい目にあおうと、悲しい目にあおうと。




　兜丘ニュータウンの南側に広がる森林公園。

　その駐車場に、ドライバーと今関が車を停めた。今度は、犬いぬ童どうが〈精神波探信音メンタル・ビンガー〉を打つ。車のなかでノートパソコンを広げて、このあたりの地図を表示する。地図を頭に叩きこんで、まぶたを閉じる。視界が真っ暗になったところに、さっきの地図を思い浮かべる。

　浮かべた地図の上に、水をはる。水没した街を、上空から見下ろす感じ。

　次に〈いるか人間〉のことを考える。〈いるか人間〉のことを考えながら、水の街に石を投げ込む。すると、波は紋もんが立つ。その波紋は、〈いるか人間〉に触れると跳はね返かえる。

〈いるか人間〉の存在を知っていて、彼らの正体を直接見たことがないと〈精神波探信音〉は使えない。これで、敵の大まかな位置をつかむことができる。輝佳や犬童はこれを得意としているので、コンディションが良く、さらに敵が範囲内にさえいれば、誤差はほんの数メートルだ。ただし尋じん常じようではない集中力を必要とするため、一日に何度も使えるわけではない。

　輝佳が先につかんだ情報があるので、犬童はずいぶんやりやすくなっていた。範囲はすでに限られている。

「マジヤバイ」

〈精神波探信音〉を終えた犬童が言った。

「ちょー近くにいるっぽい」

「近く？」と、隣にいる千ち葉ば詩しい舞ま。

「うろついてる感じ。向こうも、パトロールしてるのかも」

　チームの七人は車を降りた。

「探せば、すぐに見つけられるっていうかー」

　犬童が言った。

　早朝だ。ただでさえ住宅街は閑かん散さんとしているので、この時間なら人目を気にする必要もなさそうだ。

「移動してるということは、本ほん拠きよ地ちを発見できたわけじゃないんだ……」

　詩舞が、なかば独り言のようにつぶやいた。

「見つけよう」鬼一が断固とした口調で言った。「いけそうだったら尾び行こうして、敵の本拠地を突き止める。無理そうだったら、とりあえず敵を少しでも減らしておく」




〈いるか人間〉たちはパトロールではなく、虐ぎやく殺さつ行為のために行動していた。〈いるか人間〉の数は七人。鬼一たちが発見したとき、敵は小さなアパートを襲しゆう撃げき中ちゆうだった。出入口や窓をしっかり固めてから、サプレッサーに亜音速弾の拳けん銃じゆうで、一人も逃さない勢いで殺しまくっている。

　まず鬼一、零士、詩舞が先行し、物陰から様子をうかがう。

「どうします？」零士は迷った。「このまま放っておいて尾行するか。今からでも助けに入るか。何人かは救えるはずです」

　泳がせたほうが得なのは間違いない。

　しかし、一般市民を見殺しにするのは後味が悪い。

　こういうときこそ、鬼一の決断が必要だ。

「…………」珍めずらしく、鬼一も迷っていた。三み池いけ紗しや龍ろんのせいだ、と零士は直感する。自分が見知らぬ人間よりも紗龍を優先した、という結果が残るのも嫌だし、敵の拠点を見つけられずに後手後手に回るのも嫌なのだ。

「仕方がない。泳がせよう」

　鬼一はさすがだ、と零士は思った。迷った時間がとても短かった。それに、実は零士も同じ意見だった。アパートの住民は多く見積もっても八人ほど。すでにそのうちの六人は殺されている。今から助けに入っても、間に合わない可能性のほうがはるかに高い。感情的に、ではない。鬼一は合理的な判断をした。「人の命を天てん秤びんにかけた」と非難されることも恐れず、ベストの選択をした。
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「きたな……！」

〈いるか人間〉の美食家、引ひき崎ざき龍りよう馬まは破裂を感じて思わず声をあげた。

　この地域に蓄ちく積せきされてきた「理り不ふ尽じんな死」と「苦痛」が臨界点を突破した。何もしていないのに勝手に勃ぼつ起きしてくる。触れてもいないのに射精しそうだ。脳がジンジン痺しびれてくるような快感が走る。

「〈地域コブ〉の破は裂れつだ……！」

「すごい！」山やま美みも興こう奮ふんしている。セックスを求めるメスの顔になっている。「放射と拡散を体で感じます……こんなの久しぶりですよ！」

「さっき送り込んだ攻撃部隊が、きっちり自分の仕事を果たしたみたいだな」

「〈るつぼ〉がどうなっているか楽しみです」

「あとでそっちも確認しておかないとな」

「へえ……」

　大おお島しま珠しゆ羅らと樋ひ口ぐち柳りゆう太た郎ろうは、〈いるか人間〉たちと違って表情に変化はない。

「少し彼らの様子を見てきますです」珠羅が言った。

「彼ら？」と、山美が首をかしげる。

「攻撃部隊です。今、〈いるか人間〉は破裂の影響でイキまくりで、だいぶ隙すきだらけでしょうから。一応、迎えに行ってきますです」

「ぼくもいくよぅ」と柳太郎。
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　零士でさえも何かを感じた。恐ろしくおぞましい何かが広がっていく。見えない毒のようなものを感じる。悪お寒かんが皮ひ膚ふ、細胞を侵食してくる。

　殺さつ戮りく劇げきの舞ぶ台たいとなったアパートの向かい側で、曲がり角を利用して身を隠して、〈いるか人間〉たちに気づかれないように暗殺部の七人が集まっていた。

　このチームで一番感受性が強く、繊せん細さいな神経をもつ輝佳がその場で倒れた。気絶したのだ。千葉詩舞が慌あわてて輝佳を抱いて支えた。次に敏びん感かんな犬童が顔面蒼白になって、胃の中身をぶちまけた。

「〈地域コブ〉が破裂したんだ」

　鬼一が苦虫を嚙かみ潰つぶした表情で言った。

　それが恐るべき事態であることは、これが初めての「破裂」経験となる零士にも容易に想像がついた。空気が変わってしまった。

　鬼一が携帯電話をかけた。相手は「ドライバー」と今関だ。暗殺部の規定によって、〈地域コブ〉が破裂したら「大人たち」は急いで避ひ難なんしなければいけない。年をとればとるほど、コブから溢あふれだす悪意の影響を受けやすくなる。

「……これで帰りはタクシーか電車だな」

　と、連絡を終えた鬼一が言った。

〈いるか人間〉たちは住民を皆殺しにしたあと、アパートの前に並んで恍こう惚こつとした表情だ。何人かはよだれを垂れ流している。

「これからどうしましょう」零士は訊ねた。

「くそ……」と、舌打ちする鬼一から自責の念が滲にじみだす。

〈地域コブ〉の破裂は、このチームのリーダーの責任ということになるのだろうか。そう考えている部員がいてもおかしくはない。――しかし、それは少なくとも零士ではない。タイミングがいい、悪い、という話は、人間の能力ではどうにもならないものだ。

「〈地域コブ〉が破裂したから、さらに応おう援えんがいる……」と、必死に頭を働かせている口調で鬼一が言った。事態は急激に動き出した。ヘコんでいる暇ひまはない。「もう留る守す番ばんとかなんとか言ってる場合じゃない。晃こう生せいや魅み杏あんにも来てもらう。応援を待ちながら、出来る限り〈いるか人間〉を殺す。……とりあえずは、尾行だ。敵は興奮状態で冷静さを欠いている。敵の拠点をつかめば、コブの処理が少しは楽になる」

　敵が隙だらけなのは本当だった。〈いるか人間〉たちは酔っぱらいのように頼りない足取りで帰き途とにつく。こんなに尾行が簡単な相手もいないように思えた。

　輝佳と犬童は置いていく。二人の世話係に長谷川を残して、鬼一、零士、詩舞、白石の四人で敵を追いかける。




　コブの破裂について、零士は考える。

　基本的には、暗殺部はそれを防ぐために戦ってきた。しかし、なにぶん零士にとっては初めてのことだ。何が、どこまでひどいことになるのか――そもそも具体的には何が起きるのか？　何度か質問しようとして、そのたびに零士は途と中ちゆうでやめた。聞くのが少しだけ怖かった。

　絶対に飛び降りないといけない崖がけが目の前にあるとする。その崖の高さを質問しても意味がない。どんな高さだろうと結局飛び降りるのだから。

「なあ……質問なんだが」

　尾行しつつ、白石が小声で訊ねた。

「泳がせずに助けに入ってたら、コブの破裂は防げたんじゃないのか？」

〈いるか人間〉のコブは死と苦痛、そして絶望によって膨ふくらむ。

「ほんの数人で破裂するまで膨らんでいたんじゃ、どうにもならなかった」

　鬼一は即答した。

「しかし――」

　白石がさらに何か言いかけた。

　そのときだ。

　寂さびれたニュータウンの早朝。どうということはない十字路で、尾行組の四人は今までとはまったく違うタイプの敵と遭そう遇ぐうした。

　大男の白石は力ちから自じ慢まんで、スポーツバッグに分隊支援の機き関かん銃じゆうを入れて持ち歩いていたが、残念ながらそれを使うことはできずに喉のどを突かれて死んだ。

　尾行することに夢中になって、かんじんの自分たちが隙だらけになっていたのだ。

　十字路で、横合いから襲撃された。

　金色のロングヘアに露ろ出しゆつ過か剰じよう気ぎ味みな服装の美しい少女が、銃剣で白石の喉を突き刺し、それから真横に刃を引いて動脈を切きり裂さいた。のどぼとけのあたりにぱっくりと傷口が開いて、気管から泡が噴いて、血管から鮮血が噴き出す。

　白石は、自分の血で溺おぼれるように、口から血のかたまりを吐き出した。

　もっとも素早く対応したのは千葉詩舞だった。

「……ッ！」

　全盛期のジョン・ウェインやクリント・イーストウッドを思わせる、西部劇のような抜ぬき撃うちで、グロックから弾丸をフルオートでばらまく。バラララッ！　と派は手でな銃声。拳銃でのフルオートはコントロールが難しいが、詩舞は思い切り肘ひじを曲げた独特の構えで反動を吸収する。

　白石を殺した少女は、とっさに白石の体を抱えて盾たてのかわりにする。

「やりますですね」と、金髪の少女。

　血まみれになった白石を抱えたまま後退していく少女。鬼一と零士も拳銃を抜く。

　少女が後退していくと、少し離れた場所に太った男が立っていた。男はにっこり笑ってどこかに携帯電話をかけている。

　それを見て、嫌な予感がしたのだろう。鬼一が慌あわてて周囲を見回した。十字路の角に、一台のミニバンが停まっている。

「自動車爆弾ＶＢＩＥＤ……！」

　ミニバンが爆発した。携帯電話での遠えん隔かく起き爆ばくだ。

　轟ごう音おんと衝しよう撃げき。

　熱風とともに飛散する大量の破片。住宅地の一角が完全に吹き飛ぶ。





    
    











　兜かぶと丘おかニュータウンにも警けい察さつ署しよがある。

　名前は何のひねりもなく「兜丘ニュータウン署」という。

　警察署としての施設は充実しているほうだろう。留りゆう置ち場じよう、道場、講堂、取調室、パトロールカー駐車場、拳けん銃じゆう保管庫、死体安置所、射しや撃げき場じよう。さらに警察官向けの独どく身しん寮りようが併設されている。

　この日の朝、警察署にはおよそ六〇人、独身寮には一〇〇人近い男女がいた。署長の渡わた辺なべ警けい視しも朝早いうちに出勤し、屋おく上じようでゴルフの練習をしていた。午前八時半には、各種手続きの受付のために各課の窓口で警察事務職員が業務を開始する。




　警けい務む課かの仕事は地味なものだ。各種受付、住民からの一般的な相談への対応、留置場の管理、人事・厚生事務、庶務一般――刑事課のような派手さはないが、警務の事務職員がいなければ警察業務は成り立たない。

　警務課事務職員の葛くず城しろ優ゆ香かは、警察署や交番の工事監理、建物維持を担当している。四〇代にして独身。警察官といえば職場結婚が圧倒的多数をしめるが、葛城はそういう機会にも恵まれなかった。しかしまだまだ諦あきらめるわけにもいかない。

　家に帰れば、ペットの猫が待っている。アメリカンショートヘアの血統書つきで、野生からは遠い完全に愛あい玩がん用ようの猫だ。その猫「レオさま」が現時点での葛城の生きがいであり、癒いやしでもある。まだ朝なのに、頭のなかではすでに帰宅して猫と遊ぶときのことを考えている。

　警務課の大部屋で、葛城が、この兜丘ニュータウンにある交番を減らすプランに関わる書類を整理していると、ゴルフクラブを持った渡辺署長がやってきた。署長のゴルフ好きは有名だ――とはいえ、仕事場にクラブを持ってくるなんて珍めずらしい光景だ。




　渡辺署長は〈地域コブ〉の破は裂れつに影響を受けていた。コブから溢あふれでた毒電波による〈いるかの子ども〉の大量発生。ウジ虫のようにいつの間にか発生して、寄生虫のように脳の奥深くに住み着く。〈いるかの子ども〉はじわじわと人体を侵食して、やがて行動のすべてをコントロールする。




　渡辺署長は頭が少し禿はげている、お腹がビールでぽっこりと膨ふくらんでいる中年男性で、まるで「冴さえない警察署長を体現したかのような人」と署員は噂うわさしている。有能な人間ではなかったかもしれないが、少なくとも凶暴な人間ではなかった。そんな渡辺署長がニコニコと笑って、葛城に近寄ってきて、ゴルフクラブを水平に振った。

　何がなんだかわからないうちに、葛城はゴルフクラブ――一番ウッド――のヘッドで顎あごを打ち抜かれた。骨が砕けて血が溢れて、激痛とともに口を閉じることができなくなった。ダメージで意識が朦もう朧ろうとして、葛城は尻しり餅もちをついた。

「ヘイヘーイ、ピッチャーびびってるー」

　と、渡辺署長が言った。ゴルフクラブを持っているのに、なぜか本人は野球をやっているつもりのようだ。

　葛城の口から、だらぁ、とよだれっぽい血が垂れた。彼女の後頭部に、ゴルフクラブのヘッドが打ちおろされた。――私が殺されたら、あのおとなしいアメリカンショートヘアの家猫はどうなってしまうのだろう？　どうか餓が死しだけはしませんように。
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　日本の警察官が使う拳銃といえばニューナンブＭ60だった。しかし近年は、スミス・アンド・ウェッソンのＭ37エアウェイトという拳銃に交換が進んでいる。Ｍ37エアウェイトはフレームがアルミ製で、ニューナンブよりも軽量なのが特徴だ。

　今日は非番のはずの警察官三人が同時に拳銃保管庫に入って、拳銃と弾丸を持ちだした。警察の拳銃は、必ず弾倉が空からの状態で保管される。警察官たちは、拳銃のラッチを押してシリンダーを開放し、三八口径スペシャル弾丸五発を装そう塡てんする。

　実弾をこめた拳銃で武装した三人は、ひとりが正面玄げん関かん、もうひとりが非常口に陣取り、最後の一人が遊ゆう撃げきに回った。遊撃――つまり、状況に応じて署内を適当に動きまわるということだ。

　すでに署内は地じ獄ごく絵え図ずとなっていた。

　会計課の職員が、同どう僚りようにボールペンを突き刺した。生活安全課の防犯活動担当が、少年事件担当の首を工作用カッターで掻かっ切きった。独身寮に、地域課のパトカーが突っ込んで三人が下した敷じきになった。――今回の「コブの破裂」では、たまたま影響を受けやすい場所にこの警察署が建っていたのだ。

　刑事課の警察官たちは、Ｍ37エアウェイトではなくＳＩＧの２３０ＪＰで武装した。三二口径ＡＣＰ弾八発が装塡できるこの拳銃は、主に刑事や機動隊員（銃器対策部隊など）に支給されている。刑事たちは持てるだけ予備弾倉を持って、普通の人間が目に入ったら射殺する。
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　零れい士じが、少し前に鬼き一いちとこんな話をした。

「ちょっと質問なんですけど」

「はいはい？」

　正せい袈げ裟さ高校の暗殺部の部室だ。

「〈いるか人間〉との戦いで多くの人間が死んでいくじゃないですか。いくら暗殺部のスポンサーは報ほう道どう管かん制せいがしけるとはいえ、ごまかすのにも限界がありますよね。でも、ぼくたちの戦いが表に出ることはない。どうなってるんです？」

「たとえば、巻き込まれた人間は事故死で偽ぎ装そうされることが多い」

「何百人も死ぬことがあると思うんですが……」

「事故と事件を『散らす』んだよ。戦争中の不発弾が見つかった、土ど砂しや崩くずれが起きた……なんでもいいからでっち上げて、とりあえず悲ひ惨さんな現場を閉へい鎖さする。そのあと、内容を考えていく。行方不明ということにしておいて、あとから『水難事故でお亡くなりになりました』とかさ。バスが崖がけから落ちた、ホテルで火事があった……どうしてもってときは、飛行機事故だ。

　昔〈地域コブ〉が破裂したせいで、一万人近くが死んだ戦いがあった。隠いん蔽ぺいするために、およそ二〇〇の事件が捏ねつ造ぞうされた。時期をずらしながら、まるで死体を『小出し』にするように……。ひどい話とは思うが、世の中に広がるパニックのことを考慮すれば、これはどうしようもない」




　――これから兜丘ニュータウンで大量の人間が死ぬ。しかし、彼らの死因が正確に発表されることはない。彼ら、彼女らの死は隠蔽され、偽装される。どんなに大量に人間が死んでも、この社会に操そう作さ不可能な情報など存在しない。パソコンでの検索に引っかからないというだけでも、一般民衆の目をあざむくのには十分だ。
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　――何かの糸が切れたみたいだった。




　退たい屈くつな日々に押し潰されそうで、すっかり涙もろくなっている高校生の森もり田た康こう介すけ。

　毎朝長い時間をかけて東京に通勤するサラリーマンの父。

　専業主婦で、近所の奥さんたちとの長話が一番の趣味の母。

　康介は、深夜アニメをリアルタイムで観ていたせいで寝不足だった。レコーダーで録画予約したし、学校があるのはわかっていたのに、先週の「引き」がすごく良かったので我が慢まんできなかった。作画も物語も最高だった。今週も気になるところで終わっていた。主人公が死んでしまったように見えたけど、これからどうなるんだろう……。

　康介が自分の部屋を出て、朝ごはんを食べようとリビングに足を運んだら、そこで両親がセックスしていた。

「……？」康介は声を出すことすらできなかった。あまりにも突然だった。

　両親がセックスするのはわかる。そうしなければ自分は生まれなかったわけだし。

　――だが、その行為をリビングでやるというのは明らかに異常だ。異常という言葉が適当かどうかもわからない。異常よりも異常な何か。――ちょっと待ってくれ。明らかに運動不足の体をした母が、半裸でテーブルの上に寝転がって足を開いている。そこに、同じく半裸の父がたるんだ尻をむき出しにして、動物のように腰を振っている。――そんな光景を見せつけられた息子――康介は、その場で吐いた。

「やめろよ！　何を考えてんだ！　ふざけんなよ！」

　胃の中を空っぽにしてから、手の甲で口のまわりを拭ぬぐいつつ、康介は怒ど鳴なった。しかし、両親にはまったく聞こえていないようだった。あるいは、聞こえていて無視しているのか。とにかく両親はセックスをやめない。下品によだれをまき散らしている。

　康介は外に出た。このまま家にいたら頭がおかしくなりそうだった。




　チンピラたちが、駐車場で女性を押さえつけていた。ＯＬ風の女性は手足をつかまれて、服を乱暴に破られている。男たちが女性の足を強ごう引いんに開かせて、そこに別の男が勃ぼつ起きしたペニスを突きこんだ。康介は悪夢を見ているのかと思った――まだ朝早いのに、こんなに人通りが多い場所で、レイプ？　ありえない。警けい察さつはなにをやっているんだ？

　レイプの実行中、さらに別の男が女性の頭にコンクリートのブロックを叩きつけた。額ひたいが割れて頭ず蓋がい骨こつがむき出しになって、被害者の女性はピクピクと痙けい攣れんする。痙攣する彼女を、構わず男たちは犯し続ける。

　――なんなんだ。なんなんだ。

　路上で、野良犬のように交尾する男女がいる。

　セックスやレイプだけではない。暴力や殺人の嵐が吹き荒れている。

　兜かぶと丘おかニュータウンは、滅ほろびかけの街だ。人口は少なくなっていたが、それでも朝は都心を目指してバスや電車に乗り込んでいくサラリーマンの姿が目立った。そんなサラリーマンたちが、今日は折りたたみ傘で殴なぐり合あい、首を絞しめ合あい、ようするに殺し合っている。

　信じられないことに、遠くでパトカーが老人を追いかけて轢ひき殺ころしていた。あちこちで銃声が鳴なり響ひびいている。

　――銃声？

　たしかに康介は本物の銃声なんて一度も聞いたことはなかったが、花火の爆発やタイヤの破は裂れつ音おんとは明らかに違うものだとすぐにわかる。康介は戦せん慄りつした――間違いない、警察署でも何か起きている。

　――そうだ。

　自宅でも警察署でも。

　この街のすべてで何かが起きている。

　決して逃げ切れないという感覚。

　とてつもなく邪悪な軍隊に包囲されてしまった感覚。

　どうする、どうする、どうする？

　康介は必死に頭を働かせるが、何も思いつかない。思考を整理しようとしたら、悲ひ惨さんな光景を目もく撃げきしたショックに邪じや魔まをされる。とてもではないが、冷静に分析できるような状況ではない。何よりも、自分の命の心配をしなければいけない。原始時代に戻ってしまったかのように、たくさんの男女が欲望や暴力衝動を解放している。法律も常識もかなぐり捨てて――。

「――ッ！」

　爆発音が聞こえて、鼓こ膜まくが少し痛くなった。地面の震動も届いた。やや離れた場所から伝わってきた衝しよう撃げき波はを感じて、康介は「ぶるっ」と震えた。悪夢のなかで何かから逃げているときみたいに、膝ひざに力が入らない。恐怖によってまず最初に力を失うのは足腰だ。その場に座り込んで泣なき喚わめいたら楽そうだったが、そうすると死ぬだけ――殺されるだけなので、ふらつきながらも一歩ずつ前に進んでいく。

　爆発音はすぐ近くだった。

　――これ、戦争なのか？　急に始まっちゃったのか。
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　自動車爆弾。Ｖ・Ｂ・Ｉ・Ｅ・Ｄ。即席爆発装置ＩＥＤを、車両に設置したもののことを、そう呼ぶ。

　輝てる佳か、犬いぬ童どう、長は谷せ川がわとは別行動で、鬼き一いち、零れい士じ、詩しい舞ま、白しら石いしの四人は敵を追いかけた。そして早朝、寂れたニュータウンの十字路で、白石は喉のどを切きり裂さかれた。ぶくぶくと鮮血に溺おぼれながら白石は死んだ。敵は、金色ロングヘアの美しい少女と太った男。今までの〈いるか人間〉とは違うタイプ。何かがおかしい。

　鬼一が「自動車爆弾ＶＢＩＥＤ……！」と呻うめくように言った直後、ミニバンが爆発した。




　火薬の燃焼する速度は音速を超えないが、起き爆ばくによって生じる衝撃波（爆ばく轟ごう波は）は違う。その衝撃波の速度を爆轟速度といい、ＴＮＴで秒速七〇〇〇メートル、ＲＤＸで八五〇〇メートル。とてもではないが、逃げようと思って逃げられるものではない。起爆する直前に反応しなければ間に合わないわけだ。

　衝撃波と爆発ガスの急激な膨ぼう張ちようによって、いわゆる「爆発」という現象になる。




　鬼一が気づくのが早かったおかげで、零士は爆発の前になんとか伏せることができた。それができていなかったら、確実に死んでいただろう。熱風とともに飛散する大量の破片が、零士の頭上を通り過ぎていく。住宅地の一角が完全に吹き飛ぶ。

　暗殺部の部員は作戦中、高機能ノイズカット耳栓をつけていることが多い。鼓膜にダメージを与えそうな大きな音はカットするが、日常生活の音は普通に通すという特殊な耳栓だ。今回も、それが役に立った。耳栓のおかげで鼓膜が破れずにすんだ。

　さすがに、伏せただけでは爆発の威い力りよくを完全にやり過ごすことができず、零士は強風に吹き飛ばされたビニール袋のように地面の上を転がった。零士は体を丸めて、両手で自分の後頭部を守る。

　轟音と衝撃のあと、零士は煤ばい煙えんで灰色に染まった。

　耳栓があったのに、キィイーンという耳鳴りがして頭が痛い。高いところから落ちたあとのように全身が痛い。それでもとにかく死なずにすんでよかったと思いながら、零士はゆっくりと立ち上がる。

「……あぁ……」

　周囲を見回す。爆発したミニバンの近くにあった建物は完全に瓦が礫れきになっていた。車がいくつもひっくり返り、爆風で割れたガラスの破片が地面を埋め尽くす勢いで散らばっている。敵はいないようだが、鬼一と詩舞の姿も見当たらない。――仲間が消し炭、肉片になったとは考えたくないが――。

「くそ……」

　零士は知っている。人は簡単に死ぬのだ。なんの前触れもなく、伏線もなく、死亡フラグを立てなくても人は死んでいくのだ。




　焦あせる零士の目の前を、燃える人間が横切った。

「あ……」

　悪夢のワンシーンみたいなスローモーションで。誰かに火をつけられた老人が、必死に走って、道路の真ん中で転んで、そのまま動かなくなった。焼やけ焦こげたその死体を、スピード違反のタクシーが踏みつぶした。そのタクシーはバスに突っ込んでいって、爆発炎上する。

〈地域コブ〉の破は裂れつ――。

　目の前で起きている惨さん状じようが、コブの影響によるものだということは明らかだった。

　呆然と立ち尽くす零士の目の前に、今度は救急車が止まる。治ち療りよう活動が始まるのかと思ったら、降りてきた救急隊員たちが零士に襲おそいかかってきた。救急隊員たちはみな、「ピーポーピーポーピーポー！」と金切り声をあげている。

　コブが破裂後の〈いるか人間〉たちは、普段相手にしている〈いるか人間〉たちとは何かが違った。とにかく「生まれたて」で、やたら「数が多い」のだ。

　零士はホルスターから拳けん銃じゆうを抜いて、救急隊員たちを撃うった。
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　怖かったが、何が爆発したのかには興味があった。康介は爆発音のほうに近づいていった。それは単純に「興味」という言葉だけでは足りないかもしれない。危険よりも、今何が起きているのか少しでも情報を集めるほうが重要だと直感した。

　すると――。

　康介は、一人の少女を見つけた。

　プリンみたいな色の髪かみをした、長身の少女。完全に意識を失っている。爆発音の発生源からはだいぶ離れているように感じる。――爆風で、ここまで吹き飛ばされてきたのだ。彼女の体には、遠くから一緒に飛んできたらしい瓦礫がかかっている。

「…………」

　少女が身をよじった。かなりのケガをしているが、出血はそれほどでもない。命に別状はないだろう。まるでアニメの第一話みたいな展開だ、と康介は思った。よく見れば、少女はジャケットの下にショルダーホルスターを装そう着ちやくしていた。しかし、中身は空っぽだ。――拳銃が入っていたのか？　手に持っていたけど、爆発に巻き込まれた際に落としてしまったとか？

　少女の近くに、スポーツバッグも落ちていた。状況から考えて、彼女の持ち物だろうと判断する。中を確かめてみると、どう見ても本物っぽいアサルトライフルと予備の弾薬がぎっしり詰まっていた。ＢＢ弾ではない、実弾だ。

　この少女は戦っている。――誰と？

　康介は大きな問題に直面した。両親がおかしくなってしまった。街のなかで大勢がおかしくなっている。この少女はまともだろうか？　それとも武装したまともじゃない人間なのだろうか？

　日本で銃器を持ち歩いている人間なんて、まともじゃない可能性のほうが高い。しかしそれは「平和な日本」「常識的な日常の生活」での可能性だ。「平和ではない日本」「非日常の世界」では可能性の査定方法が逆転する。

　どこまでいっても、この状況で推測を重ねても確実な正解なんて出てこない。少女の顔を見る。とても整った顔立ち。ただ可か愛わいいというだけではない。「顔」からはその美び醜しゆうにかかわらず、ある程度それまでどんな人生を歩んできたかが伝わってくる。康介は、この少女は「大丈夫だ」と感じた。

　――さて、助けるとして、どうする？

　常識的に考えれば病院だが、今の街の様子を見ていると、救急車が来てくれるとは思えない。暴力やレイプが白昼堂々行われているのに、パトカーは犯罪を無視して、それどころか老人を轢き殺していた。

　自宅に連れて行く――いや、だめだ。あそこはナシだ。両親が今頃どうなっているか、想像するだけで吐き気がして、涙が出てくる。

　そして、康介は――。

「そうだ……」

　自分の高校が比較的近所であることを思い出した。




　なぜ「高校なら大丈夫かもしれない」と思いついたのかはわからない。とにかく兜丘高校は、街の惨状からは想像もつかないほど静かだった。

　康介は武器が満まん載さいのスポーツバッグを左肩にさげ、右肩で少女を担かついで移動した。康介が声をかけると、少女は半分だけ覚かく醒せいした。彼女はケガをして、ぼんやりしていて、足元もおぼつかないが、康介が肩を貸せばなんとか歩くことができた。

　体育館に、「まとも」な人々が避ひ難なんして立てこもっているようだったが、康介はそこに行くつもりはなかった。助けた少女は明らかにただものではないし、事情を簡かん潔けつに説明することは不可能だ。そもそも、康介自身、事情が把は握あくできていない。少女の正体もわからない。

　保健室に入った。保健教きよう諭ゆはいない。

　康介はスポーツバッグを床に置いて、少女をベッドに寝かせた。映画や小説だと、まずは服を脱がせてケガの具合を確かめることが多い。しかし自分には医学知識もないし、相手は年頃の女の子なので脱がせるのはやりすぎだと康介は判断。とりあえず、目で見える範囲の傷をどうにかする。

　保健室の薬棚には鍵かぎがかかっていた。康介は保健教諭のデスクを探すが、鍵は見つからない。非常時なので、康介は椅い子すを使って棚の鍵を壊した。消毒薬と包ほう帯たい、鎮ちん痛つう剤ざいなどを取り出す。少女はミニスカートをはいていて、健康的な肉感に溢あふれた太ももがむき出しだった。その太ももには鉤かぎで引っ掛けたような切り傷が開いていた。

「……！」

　そこから血が流れ出しているのに、康介はほんの一瞬だけ彼女の脚線美に魅了されてしまった。頭を左右に振って煩ぼん悩のうを振り払って、傷口に消毒薬のスプレーを吹きつける。すると彼女はその痛みに「ん……！」と喘あえいで、それがまた色っぽかった。いかんいかん、と康介は自分を叱しかりつける。そんな場合じゃないんだ。




　康介は少女の傷を消毒し、貼り付けるタイプの止血包帯を当てた。それから一番近い自動販売機に走って行って、スポーツドリンクを買ってくる。急いで保健室に戻って、彼女の口に鎮痛剤を含ませたあと、買ってきたドリンクを飲ませる。かなりの出血だったから、水分の補ほ給きゆうは大事なはずだった。それに、スポーツドリンクは人間の血液に成分が近いという話を本で読んだことがある。

　康介の治療がどの程度役に立ったのかはわからない。が――。

「……ここは、学校の保健室？」

　少女は完全に覚醒し、ベッドの上で上体を起こした。

「……きみは？」

「も、森田康介……高校生」

「私も高校生。千ち葉ば詩舞……どうなってるのか、少し説明してもらえますか？」
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　鬼一は、敵の自動車爆弾に気づくのが一番早かった。さらに、幸運も重なった。ほんの数メートルという場所に、大型トラックが停まっていたのだ。鬼一がトラックの陰に飛び込んだ直後に、ミニバンが爆発。トラックの窓ガラスは粉々に砕け散ったが、他の軽自動車と違って車体がひっくり返るようなことはなかった。

　鬼一は、ほとんど無傷で爆発をやり過ごすことができた。

　爆心地を中心にひどいことになっている。鬼一は見回す――零士や詩舞の姿が見当たらない。――あの爆発だ。何十メートルも吹き飛ばされた可能性もある。死んでしまった、とは考えたくない。仲間のことは気になって気になって仕方ないが、今、敵を追つい跡せきすることができるのは鬼一だけだ。心を鬼にして、さっきの二人を追いかける。




　白石を殺した金髪少女と、携帯電話で自動車爆弾を起爆した太った男。凄すご腕うでなのは間違いない。――が、さすがにあの爆発を無傷で切り抜けた人間がいるとは、思いつきもしなかったろう。

　鬼一が追いついたとき、二人は油ゆ断だんしているとまではいかなくとも、少なくとも警けい戒かいはしていなかった。焦あせらずに、慎しん重ちように尾び行こうしていく。

〈地域コブ〉が破裂し、街は大混乱に陥おちいっている。

　この混乱も、尾行には都つ合ごうがよかった。悲鳴や怒ど声せいが飛び交い、警察官まで銃を撃ちまくっているので、ちょっとやそっとのことでは気づかれない。気をつけないといけないのは、自分がその混乱に巻き込まれないようにすることだ。尾行中に、コブの影響で生まれたばかりの〈いるか人間〉に絡まれたら、どうにもならない。尾行しながら戦闘するとして、サプレッサーつき亜音速弾でどこまでごまかせるか……という鬼一の心配は杞き憂ゆうに終わった。

　兜丘ニュータウン最大の団地――高層住宅街の中心に、地域活性化センターという施設があった。

　鬼一たち暗殺部のメンバーは、この街の主要な施設については一応下調べをしておいた。

　地域活性化センターは地上五階地下二階という七層構造。最下層の地下二階はすべて駐車場になっている。

　その施設は、人間関係が希き薄はくになりがちなニュータウンの、コミュニケーションを補完する場所になるはずだった。地域活性化センターにはいくつもの大きな貸し会議室があり、公共浴場があり、ちょっとしたトレーニングルームやゲームコーナーがあり、喫きつ茶さ店てんや小さな図書館も入っていた。

　センターの外観は、団地の建物と同じポストモダン風。装そう飾しよくと過か剰じようのデザイン。表面は擬ぎ似じクリスタルで陽光を反射して輝く。尖とがった三角形をいくつも組み合わせて、歪いびつな階段のようになっている。

　中世ヨーロッパ風の街並みに囲まれた地域活性化センターは、幻想的な宮殿のようにも見えた。幻想的で、しかしどこか恐ろしい。鬼一は、童話の『雪の女王』を思い出した。雪の女王が暮らす宮殿を現代的にしたら、このセンターになるのかもしれない。

　二人の敵が、センターに入っていった。

「なるほど、な……」

　鬼一はつかんだと確信した。輝佳や犬童の〈精神波探信音メンタル・ビンガー〉の結果からも外れてはいない。あそこが、あのセンターこそが、この兜丘ニュータウンにおける〈いるか人間〉たちの拠きよ点てんだ。破裂したコブも十中八九そこにある。




〈いるか人間〉たちは強きよう靭じんなかわりに、戦略や作戦がなっていないことが多い。しかしこれほどの拠点となると、一ひと筋すじ縄なわではいかなかった。建物のあちこちに、ちゃんと見張りが立っている。――どうする？

　鬼一は物陰で携帯電話を使った。まずは、長谷川だ。

「岡おか本もと鬼一だ」小声で話す。

『長谷川です。よかった。爆発音がしてから、深ふか作さく零士くん以外と連絡がつかなくて』

「零士は生きてるのか」

　まだ詩舞のことは心配だったが、いいニュースがようやくひとつ。

『無事です。今から合流します。相手が爆発物を使うとわかっていれば、ぼくがついていけばよかった……！』

　そういえば、長谷川は爆発物が得意だと言っていた。あの状況だと、彼がいても結果は変わらなかったと思うが。

「それより本題だ。〈いるか人間〉の拠点を見つけた。団地の中心、地域活性化センターだ。破裂したコブもここにあると思う」

『わ、わかりました。ぼくたちも深作くんと合流したらすぐにそっちに向かいます。少し待っていてくださいね』

「待てない」

『――え？』

「もう、この電話をしている間にも、まずい事態が進行している。一秒、二秒の遅れで取り返しのつかないことになるかもしれない。俺が、単独で突入する」

『む、無茶です。やめたほうが……』

「いいんだよ。仕方がない。俺は今まで何度も後悔してきた。ひどい後悔もある。ああしておけばよかった、こうしておけばよかった……もう、これ以上増やしたくないんだ。背負った荷物が増えすぎると、押し潰される」

　鬼一は電話を切った。
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　大おお島しま珠しゆ羅らと樋ひ口ぐち柳りゆう太た郎ろうは、三み池いけ紗しや龍ろんを拷ごう問もんする地下室に戻った。

　三池紗龍は知的で育ちのよさそうな少女だった。今では過去形だ。〈いるか〉の薬は、人間の欲望を解放し、拡大する。

　下着姿で、制服のリボンとソックスだけは残されている紗龍。女性器と乳首に〈いるかの子ども〉のホルモンを使った媚び薬やくを塗ぬられて、そのまましばらく放置されていた。彼女はもう目の焦点が合っていなかった。全身から汗を流し、口を大きく開けて、よだれをこぼして、舌を伸ばしてゼイゼイと喘ぎ、「あ……あぅ……」と意味不明な声をあげて、必死に身をくねらせている。

「仕上がっているみたいだ」と柳太郎。

「お、ね、がい……」

　紗龍は息も絶え絶えに口を開いた。

「なんとかして……おくが、くるしい……なにかいれて……」

　珠羅と柳太郎はジャンケンをした。勝ったのは柳太郎。

「じゃあ、ぼくがおさきに」

「エロいですね、柳太郎さんは」

「そんな……自分だって好きなくせに」

　柳太郎はズボンのファスナーをさげて、そこから自分のペニスを取り出した。最初は五割程度の勃たちかただったが、薬で悶もだえる紗龍を見ているうちに力強く反り返る。

「人間なんて大した生き物じゃない」

　柳太郎は言う。

「どうせ普段から憎み合ったり奪うばい合あったりしてるんだ。強者は弱者をいたぶり、権力者は自分の利益のことしか考えない。それを中ちゆう途と半はん端ぱに隠そうとするのが気持ち悪いんだ。〈いるか人間〉の世界は違う。欲望がむき出しになるんだ。殺したくなったら殺すし、犯したくなったら犯す。我が慢まんしない。何もかも解放していく。

　憎しみを抑える、ストレスに耐える、欲望を我慢するなんてあまりにもかわいそうだ。無人島に漂ひよう流りゆうした一人の男がいるとする。彼は、絶対に他人に『迷めい惑わく』をかけることができない。善悪というのは相対的な概がい念ねんだからだ。なぜ世のなかには『嫌な人』がいるのか？　それは『良い人』の存在があるからだ。『良い人』の存在あるいはイメージがあってはじめて、人間は『嫌な人』を認識できる。〈いるか人間〉の世界はそこを一元的に単純化する」

「どうへもいい……」紗龍はとうとう舌が上う手まく回らなくなってきている。「なんでもひひはら……おかひて……」

「ああ、はい。よしよし。これ、あげるね」
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　鬼一はスポーツバッグの口を開けた。ホルスターの拳銃を収めて、バッグから取り出したアサルトライフルを構える。

　ＨＫ４１６のショートバレル・タイプ。

　サプレッサーを取り付けて、減げん装そう弾だんのマガジンを装そう塡てんしておく。ナイフ、予備弾薬、応急処置キットも持っていく。

　他に使えるものをバッグに入れておいただろうか。

　あさってみると、パチンコがあった。

　スリングショットともいう、ゴムの力で弾を飛ばす武器だ。外見は子どものオモチャといったところだが、軍用の強力なパチンコには殺傷力がある。軍用パチンコの弾は秒速一五〇メートル。直径七センチほどの鋼鉄球を使って、有効射程は一〇〇メートルほどだ。銃と違って、大きな音も出ない。サプレッサーをつけた状態のアサルトライフルでも、静音性という点ではとてもパチンコにはかなわない。

　見張りを殺すのにちょうどよさそうだったので、パチンコも腰のベルトにぶらさげていく。

　物陰から、鬼一は地域活性化センターを観察した。正面玄げん関かんと裏口には、それぞれ四人ずつ見張りがいる。他にも、一階の窓や大型機器の搬はん入にゆう口ぐちなど、入りやすそうな場所にはやはり見張りがいる。単独突入すると決めたが、別に自殺したいわけではない。それに、人質を助けるまでは――三池紗龍がまだ生きているとして――大騒ぎにはしたくない。

　ひと通り調べた結果、地下駐車場の入口が一番潜せん入にゆうしやすそうだった。そこにも見張りはいたが数は一人だし、他の見張りから見えにくい場所だというのも都合がいい。

　鬼一は物陰を慎重に進んでいって、センターの敷しき地ち内ないに入った。身を低くして、ときには匍ほ匐ふく前進で地下駐車場の入口に近づいていく。

　地下駐車場の入口の前には、ごく普通の屋外駐車場が広がっていた。何台も車が停まっていたので、身を隠すのに使える。

　鬼一は車の陰から軍用パチンコを構えて、硬いゴムに鋼鉄球をセットし、全力で引き絞った。十分にゴムが張り詰めてから、狙いを定めて、指を離す。

「！」

　解放された鋼鉄球はゴムの勢いで銃弾のように飛翔し、地下駐車場入口の見張りの顔面に炸さく裂れつ。

　グシャッ、という音がして、〈いるか人間〉の右目の真下に鋼鉄球がめりこんだ。骨が陥かん没ぼつして、顔全体がぐにゃりと歪む。

　鬼一は倒れた〈いるか人間〉の見張りに駆け寄った。見張りはまだ生きていたので、大声をあげないうちにとどめを刺した。頭部と喉を何度も踏ふみつけたのだ。

「…………」

　鬼一はもう一度周囲を見回し、防犯カメラが近くにないことを確認してから、地下駐車場の入口から建物のなかへ。
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　兜かぶと丘おか高校の保健室で。

　森もり田た康こう介すけの前で、千ち葉ば詩しい舞まと名乗った少女がベッドに腰掛けている。彼女に巻かれている包ほう帯たいは、康介の手によるものだ。状況を簡単に説明したら、詩舞は「ありがとうございます」と頭を下げた。

　詩舞はスポーツバッグを確かめた。予備の拳けん銃じゆうを引っ張りだしてホルスターに。それからアサルトライフルを、壊れていないか入念にチェックする。

　思い出したように詩舞は自分の服のポケットを探った。携帯電話を取り出す。小さなライトが点てん滅めつしていて、着信があったことを示している。

「はい。千葉詩舞です、はい……」

　詩舞は電話をかける。康介はそれが終わるのをぼんやり待つ。

「わかりました。地域活性化センターですね……はい。私も大丈夫です。いけます」

　詩舞が、電話の相手に向かって言った。

　いや、大丈夫じゃないだろう、と康介は思う。

　応急処置はしたが、素しろう人との手によるものだ。詩舞は、病院に行けば針で縫ぬうようなケガをしている。輸血も必要かもしれない――いや、たぶんしたほうがいい。いけます、ってどこに行くつもりなんだ？　地域活性化センター？　そこに何がある？

　詩舞が電話を切って再びポケットに片付けた。

「お世せ話わになりました。私はいかねばなりません」

「や、え、その……」康介は女の子との会話に慣れていない。「や、やめたほうがいいと思いますけど……傷口が開いちゃいますよ……」

「心配してくれてありがとうございます」

　詩舞は立ち上がった。直後にやはり傷が痛むらしく、彼女は微かすかに顔をしかめる。

「この街で、何かが起きているんですよね」康介は訊ねた。

「そうですね」

「俺の両親はおかしくなってしまった。街のあちこちで人が死んでいる」

「…………」

「お、教えてください。あなたは、本当は敵なんですか？　味方なんですか？」

「……『まともな人間』にとって敵か味方かという話なら、私は味方です」

　康介はじっと詩舞を見つめた。噓うそを言っているようには見えなかった。

「じゃあ、外に出るのは危ないですよ」

「知ってます。だからこそ、いかねば」

「……その『いかねばならない』っていうのは……もしかして、いま、この街で起きていることをどうにかするために何かしにいく、ってことじゃないですか？」

「そんな感じで、だいたい」と詩舞。

「だいたいあってる？」

「そうですね」

「俺もいきます。手伝います」

　そう言ってから、康介は自分自身の言葉に驚おどろいた。そんな思い切ったことを言うつもりなんてほんの少しもなかったのだ。

「それは無茶です。あまりにも無む謀ぼうだ」詩舞は微笑した。

「そのケガで、女の子が、危ないところにいくほうが無謀ですよ」と康介。

「あ。私はけっこう強いので……本当に……」

「そうなの……？」

「空手もやってるし、銃も使える」

「でも……」

「死んじゃいますよ。わりとマジで」

「――っ」

　詩舞の冷たい一言で、康介は動けなくなった。彼女の口調は軽かったが、奥底に本物の死の気配が漂ただよっていた。

　――彼女は、死について何か知っている。命のやり取りに関わる、本質的な何かを。




[image: ]





　詩舞は、片足をやや引きずるようにして歩き、保健室から出ていった。康介はそれを呆然と見送ってしまった。




「あ……」康介は自分の頭をかきむしった。――もっと強くひきとめるべきだったのか？　それとも、断られても強ごう引いんについていくとか。ケガをした女の子が戦いに向かっていくのに、ここで自分は身を隠しているだけなんて――。

「なんだこれ……だめだろ、これは……俺も行かなきゃ……」

　康介は、慌あわてて詩舞を追いかけた。廊ろう下かを走る。詩舞はケガをしているからすぐに追いつけるだろうと思っていたら、階段のあたりでこの学校の教師と出くわした。その教師が降りてきて、康介の前に立ちふさがったのだ。メガネをかけ、痩やせている物理の教師。ひょろいくせにキレると甲かん高だかい声で吠えるものだから、生徒たちの間では「チワワ先生」というあだ名で呼ばれていた。

「せ、先生……？」

　チワワ先生は血まみれだった。しかも、誰か知らない人の生首を右手につかんで持ち歩いていた。先生もおかしくなっているのだと、ひと目でわかった。

　その生首は男性のもので、両目を固く閉じているのに、口は大きく開けている不ふ思し議ぎな表情だった。首の切断面はギザギザで荒っぽく、ろくな道具を使っていないとわかる。血が抜けているので生首の肌は青白い。

「相撲すもうで決めようよ」

　チワワ先生が淡々とした口調で言った。

「は、い？」

「相撲で決めようよ。どっちが正義で、どっちが悪か」

　チワワ先生は生首を康介に放り投げてきた。バスケットボールとボウリングボールの中間のような重量感があった。それがぶつかった瞬間、康介は腰が抜けそうになった。膝ひざがあまりにも震えるせいで、急いで逃げるタイミングを逃した。

「相撲しようよ。相撲しようよ」

　チワワ先生が突っ込んできた。細い見た目からは想像もつかない腕力で、康介を床に押し倒す。背中を強打して、康介の呼吸が一瞬止まった。

「やめ、やめ……！」

　これは相撲じゃねえだろ、と康介は思うが、いまのチワワ先生にそう言っても通じるはずがなかった。

「くそ！」

　康介は、高校生になってから本気のケンカをしたことがない。肉体的な暴力沙ざ汰たは苦手としてきた。――しかし、もうそんなことを言っている場合ではない。「争いはなるべく避さける」なんていう常識が通用する事態ではない。

　チワワ先生がのしかかってきた。馬乗りになろうとしている。

　康介は、下からチワワ先生の顔面を思い切り蹴けった。メガネが吹き飛んで、割れたレンズの一部がチワワ先生の顔に突き刺さった。

「相撲……すもう……スモ」

　康介も必死だった。チワワ先生はネクタイを締しめていたので、それをつかんで全力で引っ張った。首が絞しまり、バランスが崩くずれて、チワワ先生の体が前のめりになる。

　そのまま康介はネクタイで振り回すようにして、チワワ先生の体をひっくり返した。逆に、康介が馬乗りになった。

「ちょっと待って。俺を殺すな」

「はあ!?」

「じゃあ、わかった。相撲で決めよう。相撲で」

「相撲、スモウってうるせえよ！」

　拳こぶしで殴なぐることには抵抗があったので、康介はあたりを見回した。手の届く距きよ離りに、掃そう除じ用具を入れる棚がある。ブラシをつかんで、チワワ先生の顔を殴る。

「スモウじゃなんも決まんねえよ！」

　ブラシはすぐに先端が折れてしまった。折れたブラシの柄えが尖とがっていたので、それをチワワ先生のどこかに突き刺そうとして――。

　康介は、ためらってしまった。

　人気のある先生ではなかったが、悪い人ではなかったのだ。兜丘ニュータウンにあるような寂さびれた学校で、不良の生徒にからかわれながら授業をして、かわいそうな人だった。

　ためらったところで、康介は突き飛ばされた。

「あーでる解なんだ！　アルキニコッタエン、ハエバダダ那須！　えんくるさいとしにょらふえんと、ぼっぼばえだ！」

　意味不明の雄お叫たけびをあげながら、チワワ先生が立ち上がった。

　康介は心の底からためらったことを後悔した。チワワ先生はもう、以前のチワワ先生とは別の存在だ。存在、という言葉も少し違うかもしれない。

　別の生き物――。

　そう考えたほうが、しっくりくる。

　チワワ先生も掃除用具の棚に手を伸ばして、バケツをつかんで、投げた。それが康介の顔に当たる。康介が思わず目を閉じてしまった隙すきに、チワワ先生が近づいてきた。

　チワワ先生の強烈な右フックが、康介の頰ほおを打ち抜く。

　殴られた瞬間、康介の思考が飛んだ。脳に空白のようなものが生じて、しかしほんの一秒もしないうちに「戻って」くることができた。

　チワワ先生が迫ってくる。

　ダメージでぼんやりしたまま、康介は「なんとなく」さっきのブラシの柄を突き出した。そこに、たまたまチワワ先生が突っ込んできたような格好だ。柄の、折れて尖った部分が、チワワ先生の喉のどに突き刺さった。

「ぶふっ」

　血と一緒に、チワワ先生の口から息がこぼれた。

　どうと倒れたチワワ先生は、喉に深々と棒が突き刺さっているのに、まだジタバタしている。それが死にかけのゴキブリのようで気持ち悪くて、恐怖のあまり康介は「完全に殺しておかないと」と思った。

　康介は一度保健室に戻って椅い子すを持ってきて、それでチワワ先生の頭部をメッタ打ちにした。何度も何度も、頭ず蓋がい骨こつが割れて中身が見えるまで叩いた。頭部がぐしゃぐしゃになると、そこからゼリー状の奇妙な物体が這はい出だしてきた。いるかに似ている。半透明のそれは、標準的な菓か子しパンくらいの大きさで、うっすらと青色で、いるかのような口をしていて、ひれもついている。

　これも気持ち悪かったので、椅子の脚で完全に潰した。ああ、やっぱり、本当に頭に何かとりついていたんだ。もう人間じゃなかったんだ。




　チワワ先生を殺してしまった。

　――仕方がなかった。やらなければ、こちらがやられた。正当防衛だ。

　康介は、体の震えが止まらない。トイレに入って手を洗った。そこの鏡に映った自分の姿は血まみれで、殴られた場所が赤黒く腫はれ上あがっていて、とても自分とは思えなかった。血と水が混ざり合って、排水口で小さな渦うずを巻く。手が十分にきれいになったところで、顔も洗う。

　どう考えても正当防衛でも、やっぱり罪に問われることになりました、なんてこともあり得るのだろうか？　チワワ先生の家族は納なつ得とく出来ないだろうし。なにより康介自身が、いま起きていることにまったくリアリティを感じられない。

　授業を受けていたのに、康介はこの先生の本名を覚えていなかった。――今日、生まれて初めてこの手で殺したのがチワワ先生です。本名は知りません。やらないとやられると思って。

　詩舞の言っていた通りだ。――死んじゃいますよ。わりとマジで。

　彼女をこれ以上追いかければ、さらに危険は増していく。間違いなく。

　――俺はここで一人殺したんだ。これで十分じゃないか。
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　鬼き一いちは建物に忍び込むことに成功した。

　単独潜入したからには、目的はひとつだ。生存者の奪だつ還かん。

　三み池いけ紗しや龍ろんはまだ生きている――鬼一のなかには、なぜかそんな確信めいたものがあった。根こん拠きよはない。殺されていると考えるほうが自然だ。もしかしたらいまの鬼一は、ただの願望にすぎないものを直感と勘かん違ちがいして暴走しているだけなのかもしれない。

　まあそれでもいいさ、と鬼一は胸のうちでつぶやく。――どんなに低くても、上う手まくいく可能性を信じてみたくなるのが人間らしさってもんじゃないのか。不条理で、非合理的なくらいでちょうどいいんだ。愚おろかでくだらなくて、それでも貴いもののために。

　さて、大事なのはここからだ。わずかな希望にかけて、三池紗龍が生きているとして、どこに監かん禁きんされているだろうか？

　こういうときは、「もし自分がやるとしたら」で考えていく。自分が敵を捕らえた〈いるか人間〉だったとして、どこに隠しておくか。

　暗殺部でも、人を監禁することは多い。たいてい、地下室を使う。地下には窓がないのでそこから捕ほ虜りよに逃げられる可能性が存在しないし、無関係な人間に目もく撃げきされるリスクも大幅に減らせる。それか、上層階だ。窓が高い場所にあればやはり逃げにくい。

　現在位置は地下二階、駐車場。人を監禁できそうな部屋はない。鬼一は、次は地下一階、そして最上階という順番で探していくことにした。どちらにもいなかったら、あとはそのときまた考える。




　地下一階に上がるための非常階段踊り場に、〈いるか人間〉の見張りがいた。革ジャンの男が、つまらなそうにサブマシンガンを構えている。ここでまた軍用パチンコの出番となった。鬼一が放った鋼鉄球が、革ジャン男の喉仏にめり込む。

「！」

　鬼一は軍用パチンコを捨てて、かわりにナイフを鞘さやから抜き、敵に向かって一気に間合いを詰めた。敵は喉が潰れて悲鳴をあげることができない。大きな音を立てられないように、鬼一は素早くナイフの刃を閃ひらめかせ、敵の右腕の筋とサブマシンガンのスリングを切断した。上腕筋をざっくりといく。そうすると、サブマシンガンをあっさりと奪うばうことができる。さらに鬼一はナイフで攻撃。膝の裏を斬って動けないようにしてから、慎しん重ちように狙いを定めて眉み間けんにひと刺し。完全に殺す。

「……ふぅ……」

　鬼一は地下一階に到達。せっかくここまできたのだ――より静かに、より慎重に。忍び足で進んでいくと、鬼一の耳に獣が吠えるような声が聞こえた。――誰かの悲鳴、いや、これはよがり声か？　その声は『集会室２』という部屋からだった。

　集会室のドアに、鍵かぎはかかっていなかった。なかにいる人間に気づかれないように、細心の注意を払いつつ鬼一はドアを少しだけ開けてなかをのぞく。

　三池紗龍がいた。

　四つん這いで、バックから犯されていた。




　集会室は拷問部屋に改かい装そうされていた。紗龍は裸で、しかし制服のリボンとソックスだけは残されている。後ろ手に、プラスチック製の手て錠じようで拘こう束そくされているが、その表情は明らかに犯されることを喜んでいる。〈いるか人間〉に何かされたのだ。催さい眠みん術じゆつか、薬品か、あるいは電気ショックか――。そうでなければ、あんな顔をするわけがない。

　犯しているのは、さっきの太った男だ。背後から激しく腰を打ち込んでいる。信じられないことに、紗龍も自ら腰を振ってそれに応えている。荒々しいセックスに励はげむ二人に、金髪の少女がうらやむような視線を送っている。

　鬼一は顔をくしゃくしゃにした。胸が張り裂けそうな光景だった。

　――なんなんだ。こんなものを見るために、俺は危険を冒して忍び込んできたのか？

　心が折れる寸前で、鬼一は自分自身を叱しつ咤たした。

　――落ち込んでいる場合じゃない。三池紗龍が生きていたんだから喜ぶべきだ。

　太った男と金髪の少女。あの二人は凄すご腕うでだ。ナイフやパチンコでは殺しきれない。鬼一はサプレッサーつきのアサルトライフルを構え直す。

　そのとき、建物の外で銃声がした。「――ッ！」少女が、真剣な表情になって武器に手をやった。男は慌あわてて紗龍から離れて、ズボンのファスナーをあげる。紗龍はオモチャをとりあげられた子どものような顔で「やめないで」と哀願する。

　さらに、爆発音が轟とどろいた。建物全体がズシン、と揺れる。男と少女は顔を見合わせる。

　ここはやりすごそうと思って、鬼一はドアから離れて、集会室の隣――給湯室に身を隠した。奇き襲しゆうをかけるよりも、紗龍を救出することを優先したのだ。――外で銃声？　零れい士じたちの攻こう撃げきが始まったのか。

　男と少女が、武装して集会室から飛び出していった。これで、なかに残っているのは紗龍だけのはずだ。またとない機会がやってきた。鬼一は零士にメールを送った。

『地域活性化センターの地下一階で三池紗龍を発見。生存。攻撃はそのまま続けて』

「…………」

　二人の背中が完全に見えなくなってから、鬼一は集会室に入った。
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　零士は、輝てる佳かたちと合流した。すでに、鬼一が単独突入したことはわかっている。街は悲ひ惨さんなことになった。まるで、戦争で蹂じゆう躙りんされている最中のようだ。もう、武器を隠しておく必要はない。暗殺部の高校生たちは、堂々とライフルを構えて市街地を疾しつ駆くする。移動中に、千葉詩舞からも電話がかかってきた。同じ場所を目指す、という。〈いるか人間〉たちの、兜丘ニュータウンにおける拠きよ点てん――地域活性化センター。

「あそこか……」

　鬼一が単独で先行。詩舞はやや遅れ気ぎ味み。

　いまセンターの前にいるのは、零士、輝佳、そして長は谷せ川がわと犬いぬ童どう。

「コブは破は裂れつしちゃったけど……」と零士。「上手くやれば、ここで被害を食い止めることができる？」

「破裂の種類にもよるとか」と長谷川。「『穴』タイプの破裂はふさぐことが可能。『空間』タイプの破裂は、封ふう鎖さして自然に元通りになるのを待つしかない……」

　敵の数が思っていたよりも多い。さすがに守りが堅い。じっくり探せばどこか手薄なところがあるのだろうが（たとえば、鬼一が忍び込むときに使った場所）、その時間がもったいない。これ以上被害が拡大していくのを黙って見ているわけにはいかない。

　暗殺部の力で、破裂したコブの影響を抑えるのだ。

「さて、どう攻めるか……」零士はつぶやいた。

「ねえ」犬童が顔をしかめる。「それ、あたしたちに質問してんの？」

「え？」

「ぼくたちは増ぞう援えんだからさ」と長谷川。「この作戦は正せい袈げ裟さ高校の『仕切り』だよ」

　ああ、そうか、と零士は反省した。

　すっかり部長に質問する癖くせがついていた。悪い癖だ。まるで一人では何も決められないみたいでカッコ悪い。

「……わかりました」零士は考えながら話す。「ええと、部長は、ぼくたちとタイミングを合わせるつもりがない。こっちはこっちのタイミングで仕掛けることにしましょう」

　一刻も早く、この惨状をどうにかしたい。

「グレネードで」そう言って、長谷川はＦＮ２０００のランチャーに、大きな樹の実のようなグレネード弾を装そう塡てんした。

「なかに部長がいるのに？」

「主に屋おく外がいの敵を狙います。そうすれば、鬼一さんが巻き込まれる可能性は低い」

「わかった。でも、爆発物で殺すのは屋外の敵だけ。気をつけて」

「任せてくださいな」

「あたしはさぁー、狙そ撃げき位置についとくねー」犬童が言った。そして、折りたたんでいたＫＢＰ・ＯＳＶ‐96ロングレンジ・スナイパーライフルを長く伸ばす。

「テル、いけるか」と、零士は少女剣けん豪ごうの肩を軽く叩く。

「……ぉぅ……！」輝佳は親指を「ぐっ！」と立てる。




　犬童がダッシュで狙撃位置（無人に近い団地住居棟の高層階）につき、零士や長谷川も武器の安全装置を解除した。攻撃の口火を切ったのは、長谷川のグレネードランチャーだ。敵の見張りがたまっている場所に撃うちこんで、爆風と破片で一気に吹き飛ばす。

　犬童による狙撃も行われた。距離は三〇〇メートルほど。使っているライフルの性能を考こう慮りよすると楽な距離だろう。一二・七ミリ×一〇七大型弾薬の威い力りよくは、零士も知っている。人体に炸さく裂れつすれば、小さな爆弾のような威力を発揮する。

　二発目のグレネード。肉片になって飛び散る〈いるか人間〉。犬童の狙撃。やっぱり肉片になって飛び散る〈いるか人間〉。大量の血が、何かの冗じよう談だんのようにバシャッと周囲に降り注ぐ。

　長谷川が三発目のグレネード弾を撃ったところで、零士が「よし、爆発はこんなもんでいいでしょう」と言った。長谷川は「そうですか……」と、まだまだグレネードを撃ちたそうな不満げな顔だったが、反論してきたりはしなかった。

　携帯電話が鬼一からのメールを受信して、零士はほっと一安心した。しかし、その文面で、「無事」ではなく「生存」という言葉を使っていることが少し気になった。

　零士は地域活性化センターに踏み込んでいく。
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　――二〇一二年、六月。ガラパゴスゾウガメの亜種、ピンタゾウガメが絶ぜつ滅めつした。

　その日、孤独なロンサムジョージが死んだ。




　集会室に入った鬼一は、さっそくナイフで紗龍の拘束を解といた。しかし彼女は会話が通じる状態ではなかった。鬼一のことを鬼一だと認識できないほど、精神的な混乱に陥おちいっていた。鬼一が何度も「俺だ！　正袈裟高校の岡おか本もと鬼一だ！　しっかりしろ！」と怒ど鳴なりつけて、平手打ちしても、紗龍は「もっとセックス、もっといれて」と繰くり返かえすばかりだった。裸で欲情した紗龍にしがみつかれて、鬼一は困り果てる。――困るというか、泣きたい気分だ。正気に戻るのか？　ずっとこのままだったりしたら……。

「ん……！」

　鬼一は、紗龍に強ごう引いんにキスされた。紗龍の舌が、絡みついてくる。美しい少女との情熱的なキス。でも、ちっとも嬉うれしくない。気持ちがいいのは否定しないが、このキスはあまりにも苦い。

　紗龍はズボンの上から鬼一の股間を撫なでた。状況が状況なので反応しないだろうと鬼一は思っていたが、身体は正反対の結果を示した。そんな気分ではないのに、男性器は勃ぼつ起きしてしまった。鬼一は心底男の体というものが情けなくなった。ベルを聞いただけでヨダレを垂らすパブロフの犬みたいに悲しい。

　もうどうでもいいや、と鬼一は自じ暴ぼう自じ棄きな気分になってきた。武器を床に置いて、ズボンをおろしてペニスを取り出す。それを見て潤うるんだ瞳を輝かせる紗龍。なんのためらいもなく、しゃぶりついてくる。

　こんな無防備な状態で敵が戻ってきたら、あっという間に殺されるだろう。でも、それならそれでいいと鬼一には思えた。もともと、あまり理性的とは言えない決断をして単独で先行したのだ。

　暗殺部に入って以降、常に「いつ死んでもおかしくない」という覚悟は決めている。その覚悟は、ふとした拍子に自殺願望に変化してしまう。自殺願望――あるいはその手前のひどく投げやりな感じ。

　――なんだろう、これは。

　鬼一は思い出す。少し前の紗龍を。

　隅田川を下っていく、宇宙船をイメージした外観の水上バス――東京都観光汽船の「ホタルナ」の船上。

　普段の紗龍には、幼い頃から様々な稽けい古こ事ごとをこなし、勉学に励み、大量の本を読んできた女性のみが放つ風格があった。

「ところで、鬼一さん……」

「はい？」

「たまにはこう……部活の話だけでなく、私生活の話とかもしてみたくないですか？」

「私生活ですか。たとえば？」

「れ、恋愛とか」

　そう言った紗龍は無表情を装よそおっていたが、肌は耳たぶまで真っ赤に染まっていた。

「そういうの、今はあんまり興味ないんですよね」

　遠くを見ながら、鬼一は微笑ほほえんで言う。

「自分ルールというか。『暗殺部を卒業するまで恋愛禁止』みたいな」

　鬼一は鈍どん感かんを装っていた。

　ある種の動物が、神経、痛覚を鈍にぶくすることによって生き延びるように。




　鬼一は、紗龍の頭をつかんで自分の体から引き離した。

「んあッ！　そ、そんな……!?」

　大事なものを取り上げられた子どものような顔をする紗龍。

　――紗龍はやつらによって傷つけられた。

　それによって鬼一が自暴自棄になって――それでいいのか？

　全部自分のせいだ。

　もちろん、一番悪いのは〈いるか人間〉の連中だ。それでも、こんなことになって、結果的にこれほど鬼一が後悔しているのは自分のせいだ。自分を守るための自分ルールのせいで、紗龍との関係を棚上げにしようとして――だからこそ、今この状況でわけがわからなくなってしまって。

　鬼一の手は、がっちりと紗龍の頭部を固定している。紗龍はその手を引ひき剝はがそうとするが、腕力が違う。びくともしない。

　そこで、鬼一は改めて紗龍にキスをした。

「……っ！」

　――自暴自棄に流されるのではなく、自分の意志として。

　鬼一は紗龍を押し倒した。
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　部長からのメール――地下一階で紗龍発見。

　零士はＳＩＧのアサルトライフルを撃ちまくって、わらわら出てくる〈いるか人間〉を次々と射殺していく。

　一階の受付ロビーで、たちまち激戦になった。屋内の〈いるか人間〉はどうやら精せい鋭えいが多いようで、ポリカーボネイト製のシールドを持ったものや、すでに魚顔化しているものもいる。〈いるか人間〉が人間の姿を捨てて、身体の潜せん在ざい能力を限界まで解放するのが魚顔化だ。そうすると顔の形が変わり、筋肉も倍以上に膨ふくらむが、もう二度と人間を装うことはできない。

　さらに、ロビーのデスクやソファがひっくり返されて、簡単なバリケードまで構築されている。

　掩えん蔽ぺい物ぶつをとった零士たちが激しい銃撃戦を展開していると、体のあちこちに包帯を巻いた千葉詩舞がやってきた。「どうですかね……」まるで通りがかりの人間が野や次じ馬うま気味に首を突っ込んできた、という軽い感じで。

「かなり厳しい！」とライフルの弾倉を交こう換かんしながら零士。「ってか、けっこうケガしてるな。大丈夫か？」

「大丈夫だから、きました」

　そう言って、詩舞もアサルトライフルを連射する。

「グレネードかＣ４でふっ飛ばしたいんですけど……」長谷川が提案した。

「屋内で爆発はちょっと待って」零士はそう言った直後に少し考えて、続ける。「いや、いけるな。しっかりした建物みたいだし。テル。長谷川さんがグレネードを撃つ。爆風が収まっても、しばらくは煙やホコリで視界が悪い。そこでテルが突っ込んで接近戦だ。いける？」

「……ん……！」輝佳は日本刀の柄つかを「ぐっ！」と強く握って意志を示す。

「よし」と、零士は長谷川を指さす。

　長谷川がグレネードランチャーのトリガーを引いた。高性能炸さく薬やく榴りゆう弾だんがポンッと飛び出して、敵のど真ん中で爆発する。榴弾外皮は、三〇〇以上の破片となって、直径一〇メートルほどの殺傷範囲を形成する。爆発とともに白い煙がたちこめる。

　爆風と破片の飛散が一段落しても、屋内の煙はなかなか晴れない。その機に乗じて、日本刀を抜いた輝佳が突っ込んだ。

　疾風のように走って、敵のバリケードを踏み台にして跳び上がり、空中で身をひねって勢いをつけて刃を振り下ろす。

「！」

　魚顔化した〈いるか人間〉の頭部に、輝佳の日本刀が食い込む。「ざぶッ」という奇妙な音とともに、頭が縦に割れて、頸けい椎ついまで露ろ出しゆつする。

　輝佳は、敵が倒れるよりも早く、もう次の敵に肉迫している。ポリカーボネイト製のシールドを構えた〈いるか人間〉。「っ……！」輝佳はそのシールドに、その小さな体からは想像もできないほど強烈な蹴りを打ち込み、相手のバランスを崩くずす。

　崩したところで、輝佳は刀を下段で払って、敵の右足を切断。輝佳は走りながら、「ついで」といったふうに倒した敵の頭を刺して、また別の敵へ。




　零士たちは、とりあえず受付ロビーを制圧した。輝佳の得点が圧倒的に多い。〈いるか人間〉の死体が一五体ほど転がっている。これだけ殺しても、まだ敵があちこちで動いている気配がする。一階の他の部屋、そして上の階からも、激しい足音が近づいてくる。

「時間がない」零士は言った。「部長のことも心配だ」

「別行動でいきましょう」と詩舞が提案した。「一階をクリアしてください。私は、ここで二階からの敵を食い止めます」

　零士はその提案について考える。はたしてそれが妥だ当とうな作戦かどうか。基本的には、戦力は分散するべきではない。しかしここで詩舞が階段に陣取って上階からの敵を警けい戒かいしてくれるなら、主力は背後をあまり気にせずに探索と制圧に集中できる。そうやって一階をクリアし、地下一階で鬼一と合流し、それから二階へ――という流れでいければ理想的な気がする。

「それでいこう。詩舞は階段を警戒。誰か残したほうがいい？」

「いいや、一人で大丈夫」

「詩舞は大丈夫ばっかりだな」

「本当に大丈夫なんですって。他に言いようがない」
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　――みだらな夢をずっとみていた。




「……あ……？」

　薬の効果が薄れてきて――。

　だんだんと意識がはっきりしてきて、体中の粘ねばついた感じから、紗龍はみだらな夢が夢でなかったことに気づく。知らない男に犯されたのは間違いないが、強力な薬で意識が混乱していたので、いまはなんとなく現実感がない。いずれこの記憶はトラウマ化して、日常のどうということはない瞬間に急に鮮明によみがえってきて、長い間紗龍を苦しめることになるのかもしれない。

　これから味わうであろう苦しみへの不安はさておき、重要なのは、岡本鬼一に肩を抱かれていることだった。

　紗龍は、いつの間にか男物のジャケットを着せられていた。鬼一がやってくれたのだろう。そのジャケットからは、ほんのりガンオイルのいい匂いがした。

　紗龍は鬼一とセックスをした。はっきりと覚えているわけではないが、彼は強引に迫られて、仕方なく相手をしてくれたのだ。彼に恋をしていた一人の女として、あまりにも恥ずかしくて、情けなくて、胸が張り裂けそうになった。

「起きたか」と鬼一が言った。静かに微笑んでいる。

「うん……」

「なんだか思い出すな。昔の共同作戦を」

「作戦？」

「〈いるか人間〉のホテルを強きよう襲しゆうして、部屋に閉じ込められたときのこと」

「ああ……」

　紗龍にとっては大切な思い出だ。

　部屋には二人きりで、上のほうからは銃声が聞こえてくる。ああ、なるほど、と紗龍は思った。あのときの状況に似ている。

「昔、ロンサム・ジョージの話をしただろ？」

「覚えていますわ……本当に孤独に死んでいった亀の話」

「実は、あの話には『オチ』がついたんだ」

「オチ？」

　透明な笑顔のまま、鬼一は続けて言う。「ロンサム・ジョージが死んだあとも、彼に関する研究は進んだ。何ヶ月か過ぎたある日、『彼』の仲間がまだ生き残っている可能性が明らかになったんだ。アメリカにある大学の研究チームが、ガラパゴス諸島の各地でゾウガメの調査を実施した結果、ピンタゾウガメのＤＮＡを受け継いでいる個体を見つけたんだ」

「…………」

「ピンタゾウガメは、食用として人間に乱らん獲かくされて個体数を減らした。非常食として船に積まれて、必要がなくなったら海に投げ捨てられた。そして滅ほろぶとなったら、人間たちは大騒ぎした。

　ＤＮＡ分析調査で、ピンタゾウガメの、特に子どもの純血種が生存している可能性がとても高いとわかった。あくまで生物学的な話ではあるけれども、ジョージは決して一人ではなかったのかもしれない」

「……その話の教訓は？」

「生き物が本当の意味で孤独になるのは難しい、ってこと。孤独にも難なん易い度どがあるんだ」

　なんとなく、紗龍は励まされているような気がした。

　ようやく気づいた。岡本鬼一はひどく不ぶ器き用ような男なのだ。

「……一緒にやっていこう、紗龍さん」

　そう言って、鬼一は紗龍をより強く抱き寄せた。彼の優しい体温を感じて、紗龍の双そう眸ぼうから自然と涙が溢れる。

「はい……」
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　大おお島しま珠しゆ羅らの母親はＡＶ女優だった。

　コンドームに不備があって、ついうっかり生まれてきたのが珠羅だ。

　当時、そこそこ人気があった母が、なぜ「堕おろす」という選択をしなかったのかは、珠羅にはよくわからない。母はよく、「あんたのせいで引退するしかなかった。バカなことをした」と言った。じゃあ産まなければよかったのに、と珠羅は思う。何度訊いても、堕だ胎たいしなかった理由については教えてくれない。

　芸能界には、すべてがそうというわけではないが、ろくでもない人間がいる。先せん輩ぱい芸人や局のお偉えらいさんのご機き嫌げんを取るために、女性を「貢みつぎ物もの」のように使う。ろくでなしのプロデューサーからすれば、ＡＶ女優なんていい「コマ」だ。「人気ＡＶ女優とセックス」という餌えさを用意しておけば、たいていの取引・交渉は上う手まくいく。

　珠羅の母も、ずいぶんひどいことに巻き込まれたという。

　仕事だと割り切っていても、人間扱いされないことは辛いときもあったという。

　珠羅には父はいない。未婚の母に育てられた。母の人気ＡＶ女優という過去は、そう簡単に消せるものではない。どんなに遠くに引っ越しても、いつの間にか噂うわさが広がって、娘である珠羅にも「人間扱いされない」とはどういうことか理解できた。

　中学生のとき、珠羅は教師にレイプされかけた。「ＡＶ女優の娘なんだから、そういうことが好きで好きでたまらないんだろう」と言われた。親しん戚せきのおじさんに、「きみたち母娘は、その気になればすぐに大金を稼かせぐことができるからいいよな」とも言われた。




　――人間扱いされない人間に、人間の法律を適用するのは公平なのでしょうか？

　モノや動物のように扱われているのに、犯罪が露ろ見けんしたときだけ「人間扱いされる」のはとても不公平なことではないでしょうか？

　珠羅は、そういうふうにものを考えるようになった。

　人間を人間扱いしない人間は山ほどいる。誰だって思いつくはずだ。日常生活で覚えた屈くつ辱じよくの瞬間を。店で、学校で、会社で――。「Ａさんは大切だけど、Ｂさんはそうでもないよね」というたぐいの。

　バカに話は通じない。バカは自分が「ひどいことをした」と自覚することができない。だから銃はいいものだ。暴力はよいことだ。

　地域活性化センターの一階に、引ひき崎ざきと山やま美み、珠羅と柳りゆう太た郎ろうが集まる。

「……どうして人間のためにあんなに必死になれるんでしょう。不ふ思し議ぎです」

「こっちからすると、君たち二人もかなり不思議なんだけどな」

「私たちがいるので戦力的には劣おとってはいませんが、敵は爆発物を多数用意してるのが厄やつ介かいっぽいですね」

「こういうとき、防御側は面めん倒どうだなあ……。ブービートラップがグレネードで吹っ飛ばされちゃう……」

「邪じや魔まはさせないですよ。まだ、私たちにはやりたいことがたくさんあるんです」
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　しくじったなあー、と千ち葉ば詩しい舞まは思った。

　ケガのせいで上う手まく足が動かないので、別行動を提案したのだ。

　探索は零れい士じたちに任せて、階段の近くに陣取って、やってくる敵を迎げい撃げきしているほうが、運動量は少なくてすむ……と考えたのだが。そう甘くはなかった。上の階から、〈いるか人間〉が雪崩なだれのように押し寄せてくる。どんなに少なく見積もっても、二〇人はいる。さすがは〈地域コブ〉の破は裂れつ直後だ。敵は、戦力を増強していた。

　一人で戦っていて何が不便かといえば、弾倉交こう換かんの余裕がなくなることだ。アサルトライフルの弾倉が空からになって、しかし次の敵がもう間近に迫ってきていたので、ホルスターからグロックを抜いて撃うつ。詩舞のグロックはフルオートでも撃てるが、この場合は弾薬がもったいないので単発を選択する。

　魚顔化した〈いるか人間〉が、階段を飛び降りてきた。魚顔化した状態だと耐久力が上がっているので、単発の拳銃で倒すのは難むずかしい。しかし、そのかわり知能も大幅に低下しているので、武器を使ってくることはほとんどない。

「く……！」

　魚顔〈いるか人間〉に間合いを詰められて、詩舞は腹を殴なぐられた。バットのフルスイングを食らったかのように、詩舞の体が宙に浮く。

「！」

　ただでさえ万全な体調ではなかったので、詩舞は倒れる際に上手く受け身をとることができなかった。頭と背中を打って、目がくらむ。肋ろつ骨こつを何本か折られてしまったので呼吸が苦しい。

　あ、これは〈生命躍動剤エラン・ヴイタール〉の出番か、と詩舞は思った。このままでは殺されてしまう。一年に一錠じよう配られるかどうかという貴き重ちような薬だが、どんなケガも一瞬で治り、特殊な「副作用」が発動し、不利な状況でも一発で逆転できる。この薬のことを考えるたびに、詩舞はシューティングゲームの無敵ボムを連想する。

　詩舞は〈生命躍動剤エラン・ヴイタール〉をペンダント状のケースに入れて持ち歩いている。そこに手を伸ばそうとしたら、上から魚顔〈いるか人間〉に踏ふみつけられて動きを封じられた。ぐいぐいと体重がかかってきて、その圧迫感に詩舞は気が遠くなる。

　そのとき――。

　アサルトライフルの銃声が鳴り響いた。ライフル弾が次々と着弾して魚顔〈いるか人間〉がよろめいて詩舞から離れる。自由を得た詩舞は、グロックの前面に装そう着ちやくしたスパイクで魚顔〈いるか人間〉を殴り、その口に銃口を突っ込んで引き金を絞しぼる。

　詩舞は、零士たちのチームの誰かが戻ってきたのかと思ったが、振り返った先に立っていたのは――森もり田た康こう介すけだった。爆弾で吹っ飛ばされて、詩舞が気絶していたところを助けてくれた、兜かぶと丘おか高校の生徒だ。

　康介は、コンパクトなカラシニコフ――ＡＫＳ74Ｕアサルトカービンで武装していた。外に倒れていた〈いるか人間〉の死体から奪うばってきたものだろう。

「危険なのに。どうしてやってきたんですか？」

　叱しかるわけではなく、単純に疑問だったので詩舞は訊ねた。

「なんでだろう……」と康介。自分でもよくわかっていないようだった。「理由は色々……」

「いや、そりゃ色々でしょうけど……」

　詩舞は不思議そうな顔をしつつ、手は銃の弾倉を交換している。

「ほら、森田さん。撃って撃って」

「はい、はい」

　康介はしょせんは素しろ人うとなので、持ってきたライフルの弾倉が空になると、スムーズに弾倉交換を行うことができない。まだ魚顔化していない〈いるか人間〉が銃を撃ってきたら、康介は怯えて物陰で震え出す。初めての銃じゆう撃げき戦せんだから仕方がない。まだまだ上の階から敵がやってくる。詩舞はやっぱり〈生命躍動剤〉かなと思ってペンダント状のケースを握り締める。

「飲む必要ないぜお嬢じようさんたちなぜならそこに白馬の王子様がやってきた」

「おまたせー、遅れちゃった？　めんごめんご」

　そんな声とともに、今度こそ本物の増援がやってきた。

　小お沢ざわ晃こう生せいと、原はら田だ魅み杏あん。
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「やっぱ俺様がいないとな。主役が留る守す番ばんじゃしまらないっての。みんなでこのグレートな小沢晃生を讃たたえる歌でも合唱するとよい」

「合唱？　あたしがアニソンでも歌えばいいのかな？」

「俺を讃える歌だっつーの。ちゃんと話を聞いてたのか!?」

「ごめん。晃生さんの話は半分以上聞き流す癖くせがついてて」

　留守番を別の学校の暗殺部に任せて、東京都内の守りが薄くなるのは覚悟の上で、鬼一が呼び寄せたのだ。晃生と魅杏が撃ちまくって、今度こそ詩舞は一息つくことができた。

「こいつは？」と、ライフルを撃ちながら晃生が康介に一瞬だけ目をやった。

「今日一日で、二度も助けられた」と詩舞。

「へえ」魅杏が少し笑った。「じゃあ、恋に落ちちゃった？」

「そんな単純なものじゃないですよ。失礼だなー」

　詩舞は茶化されたような気がして唇くちびるを尖とがらせる。
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　零士たちは地域活性化センターの一階を探索・制圧していく。

　進んでいくうちに、特に〈いるか人間〉たちの抵抗が激しいエリアにぶつかった。ダンスやバレエの発表にも使える、センターの多目的ホールに向こうが立てこもっているような状況だ。

　多目的ホールの広さは三〇〇平方メートル近く。バリケードやパーティションによって、ホールとその周辺の通路は迷路のようになっている。

「なんでもいいから吹き飛ばしたいですぞ」長は谷せ川がわが楽しそうに言った。「こんなに派は手でな作戦は滅めつ多たにない」

　暗殺部の活動では銃弾が飛とび交かう。が、基本的には隠おん密みつ作戦だ。爆発物の使用は制限されていることが多い。それだけに、爆発マニアの長谷川としてはこういう機会に思い残すことのないようやれるだけやっておきたいのだ。零士としては、ストレス解消目的の爆破はちょっと困る。建物が崩くずれて仲間が押し潰されたりしたら嫌なので、屋おく内ないでの爆発はできる限り控えめにしてほしい。




「零士たちの攻こう撃げきが始まって助かったよ」

　地下から、鬼き一いちが三み池いけ紗しや龍ろんを連れて上がってきた。

「部長！」

「悪かった」

　紗龍は鬼一のジャケットを羽は織おっていて、その下は下着姿だった。それだけで何をされたのかなんとなく零士は察して、とりあえず彼女に命があることを喜び、あとは余計なことをあまり考えないように意識した。

「気をつけてほしい二人組がいますわ……」紗龍が口を開いた。汗で髪かみの毛けが頰ほおにはりつき、顔色も悪く、疲れ果てた表情だった。「名前は……たしか……大島珠羅と、樋ひ口ぐち柳太郎。彼らは……人間なの」

「人間？」零士は思わず訊ね返した。

「人間なのに、〈いるか人間〉に協力している。だから〈精神波探信音メンタル・ビンガー〉にも引っかからない。〈いるか人間〉独特の異様な気配を放つこともない」

「了解しました。覚えておきます」

　零士の携帯に犬いぬ童どうからの着信があった。

「もしもし？」

『こっち、狙そ撃げき中ちゆうの犬童ですけどぉー』

「何かあった？」

『窓から、敵が四人。逃げ出したっていうか』

「逃げた!?」

『何発か撃って足止めしてるけど、遮しや蔽へい物ぶつが多くて仕し留とめ切きれないカンジ。追うならすぐじゃなきゃ間に合わないと思うけど、あとはそっちの判断に任せるね』

　通話終了。零士は鬼一に向かって言う。

「ここから逃げた敵がいるそうです。せっかくの拠きよ点てんを放ほう棄きするのか……」

「『タネ』を持ちだしたのかも」と鬼一。

「タネ……？」

「〈地域コブ〉のタネだよ。〈コブのタネ〉は、破裂したコブから作るらしい。詳しいことはまだよくわかっていないが、〈いるか人間〉たちがそれを小さな箱に入れて持ち運んでいるとか……それっぽい目もく撃げき例れいが何件かある。現物を押さえた例はないが」

「じゃあ、追いかけたほうがいい？」

「そうなる」

「ぼくとテルでいきます。部長、この建物の制圧、お願いしてもいいですか」

　零士が咄とつ嗟さに輝てる佳かを指名したのは、単純に彼女が頼りになるからだ。

「二人でいけるか？」

「いざってときは〈生命躍動剤エラン・ヴイタール〉を使います」

「よし。じゃあいってこい、だ」

　零士と輝佳は地域活性化センターを飛び出した。電話で犬童から敵が逃げた方向を聞いていた。零士はアサルトライフルを抱えて、輝佳は抜き身の刀を肩に担かついで、全速力で追いかける。

　逃げた〈いるか人間〉たちは団地に逃げ込んだそうだ。コブが破裂して暴力の嵐が吹き荒れて、本当の意味でゴーストタウン化した団地へと――。
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〈いるか人間〉である引崎龍りよう馬まと山美夜や魅みは、人間でありながらこちらの味方をしてくれる大島珠羅と樋口柳太郎を連れて、地域活性化センターから脱出した。仲間を捨石にして拠点を放棄するのは屈辱的だったが、引崎には〈コブのタネ〉を絶やさないという義務がある。

　タネがなければ〈地域コブ〉も〈地球コブ〉も生まれない。そして〈コブのタネ〉は、破裂する直前のコブか破裂した直後のコブからしか採取することができない。採取可能な数はせいぜい一日に一個。人間たちに襲しゆう撃げきされるリスクを考えると、恐ろしく貴重なものだと言っていいだろう。今回だって、採取したのは一個だけだった。二個目を用意しているところで、もう時間切れだった。

〈コブのタネ〉――黒いスーツのポケットに入れた小さな箱だ。アルミホイルで包まれていて、見た目は小学生の工作のように安っぽい。その中では、「小さなもの」がうごめいている。

　引崎たち四人が外に出たら、狙撃された。

　大口径の、ロングレンジ・スナイパーライフルだ。

　センターを囲む雑木林のおかげで頭を吹き飛ばされずにすんだが、いきなり足止めされてしまった。なんとか遮蔽物をとりながら移動して、高層住宅街に足を踏み入れる。

　模も造ぞうレンガの建物。まるで中世の城じよう郭かく都市。

　すべての建物が小さな城のようで、最低でも一〇階建てを超えている。

　狙撃手の視界から逃れるために、四人は建物のひとつに入った。




　――ゴーストタウンとなった団地を武装して走っていると、ファンタジックな建物のデザインも相まって、ここが巨大な映画のセットに思えてくる。

　建物に入る敵の姿を、零士と輝佳はその目で確認した。

「追いついたぜ、テル」

「……ぉぅ……！」

　敵の数は四人。黒いスーツ姿でオールバックの髪型をした整った顔立ちの中年男と、レディススーツ姿で栗色の髪をした若い女性。そして高校生らしき金髪の少女と、太り気ぎ味みでアニメキャラプリントのＴシャツを着た青年――なるほど、紗龍が言っていた通り人間が二人混じっている。顔を見れば――というか、気配でなんとなくわかる。少女が大島珠羅、青年が樋口柳太郎だったか。

　敵を追って、零士と輝佳も団地の建物のなかに踏み込む。




　――追いつかれた！

　引崎は思わず舌打ちしそうになった。追手の数は――たったの二人？　いや、数が少なくとも安心はできない。二人だけで追ってきたということは、それだけ腕に覚えがあるのだ。それに、暗殺部の高校生はあの厄介な〈生命躍動剤エラン・ヴイタール〉を飲めるはずだから、こちらがどんなに有利に戦いを進めていても、一発で逆転される危険性が常に存在している。

「珠羅、柳太郎！　ここで足止めを頼んでもいいか!?」と引崎。

「もちろんです。どうぞここは任せてくださいです」と珠羅。

「助かる！」

　引崎と山美は階段で上へ。珠羅と柳太郎は一階の通路にとどまって、追手を迎撃する。
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　――敵が二手にわかれた!?

　零士は瞬時の決断を迫られる。スーツ姿の〈いるか人間〉たちが階段を使って、その味方をする謎なぞの人間二人――珠羅と柳太郎――が足止め役として残った。零士と輝佳で戦力を集中して足止め役を潰して、それから〈いるか人間〉を追うか。それとも――。

「テル、上を頼む！」

「ん……！」

「僕はあの人間二人を片付ける」

　零士はピンを抜いて、最後の手しゆ榴りゆう弾だんを投げた。これで珠羅と柳太郎とやらを殺せればラッキー、そうならなくとも、目くらましになれば十分だ。爆発が起きて、煙で視界が悪化し、輝佳がそれを利用して無事階段にたどり着く。タタタッ、と軽やかな足音を残して、輝佳は上に逃げた〈いるか人間〉を追う。

　――さて。

「今ので終わってたらラッキー、なんだけど……」

　そう簡単にはいかなかった。

　輝佳が上にいった直後に、零士は激しい銃撃を受けた。

　この団地の建物は外観だけではなく内ない装そうも独特で、観葉植物や模造レンガ製のベンチが置かれた休きゆう憩けい所じよなどがあり、身を隠す場所には困らなかった。そのおかげで、零士は弾を浴びずにすむ。

「甘く見られたものですね……！」

　金髪の少女――珠羅が言った。

「すぐに後悔させてやるです」




　引崎と山美は、一気に屋や根ねの上まで出た。

　敵の狙撃手の位置は、銃声と着弾位置でだいたいつかんでいた（向こうもそれほど隠れる気が無さそうだった）。狙撃手がいるのは、地域活性化センターから三〇〇メートルほど離れた建物の七階か八階。今いる建物の屋根はそこよりもずっと高い位置にあるので、もう撃たれる心配がない。

　兜丘ニュータウンの団地は、中心部から外に向かって放射状に広がり、外側にいくほどなだらかな丘のように建物が低くなっている。つまり引崎と山美は、屋根から次の建物の屋根へとジャンプし、追手を引き離すつもりだった。

　引崎たちは、魚顔化変身しなくとも潜せん在ざい能力をフルに発はつ揮きできるタイプの〈いるか人間〉だった。建物と建物の間かん隔かくは狭せまく、せいぜい五メートル。引崎と山美なら、飛び損ねるような距きよ離りではない。

　ところが――。

「――ッ！」

　暗殺部の追手は予想よりもずっと早く姿を現した。日本刀を構えた少女。見た目とは裏腹に、凄すさまじい殺気を放っている。

　――珍めずらしい、珠羅と柳太郎がしくじったのか？　単純にこの少女が凄腕なのか？

　引崎はショットガンで、山美はカービンタイプのアサルトライフルで武装している。二人は振り返って、発砲した。――が、そこにはもう誰もいなかった。

　ここの屋根は、切きり妻づま造づくりに積み上げられたレンガタイルという不安定な足場だ。にもかかわらず、日本刀の少女は稲妻のように鋭く動いて、一瞬で引崎たちの側面に回り込んでいた。山美が銃口をめぐらして撃ち続けるが、少女はダミーの煙えん突とつを踏み台にして一気に間合いを詰めてくる。

　――本当に人間なのか？　とてつもない身体能力だ。

　少女は空中で一回転しながら刀を振るい、一撃で山美の首を完全に切断した。山美の頭部が転がっていって、地上へと落ちていく。首の切断面から、残った胴体が「プシュうう」と血を噴き出している。

　引崎はショットガンで日本刀の少女を撃った。

　少女は刀を山美の胴体に突き刺して、無理やり自分の前に立たせて盾たてのかわりにした。血と肉片が弾はじけるが、それらはすべて山美のものだ。ショットガンの弾丸が切れて、引崎はまた逃げ出した。

（負ける）

　と思ったからではない。引崎は〈コブのタネ〉を持っている。これを失うようなリスクはなるべく避さけたいだけだ。

　引崎は屋根の上を走る。日本刀を持った少女が追いかけてくる。足がレンガタイルを踏み割って、乾いた音を立てる。

　屋上のへりに達したので、引崎は跳とんだ。

　力強く蹴けって、楽々と八メートル近くを飛翔し、ドスンと着地。足が滑すべって、タイルが何枚もめくれ上がる。

「……っ！」

　日本刀の少女も、迷わず飛ぶ。引崎ほど楽々とはいかなかったが、とにかく建物の間を飛び越えた。彼女の足元で、タイルが乾いた音を立てて割れた。

　ここで殺しておかないと、もっと面倒なことになりそうだ――そう考えた引崎は、弾丸切れのショットガンを捨てて、ジャケットの下に隠し持っていた伸しん縮しゆく式しきの特とく殊しゆ警けい棒ぼうを抜いた。重くて硬い４１４０スチール製。普段の長さは二〇センチほどだが、限界まで展開すると八〇センチ近くなる。




〈いるか人間〉の男が特殊警棒を抜いた。ただものではない、指し揮き官かんクラスだ。

　輝佳は、武器の性能差を利用しようと決めた。特殊警棒は優秀な武器だが、刃はついていない。日本刀は「かすめる」だけでダメージを与える。輝佳が最初に狙ねらったのは、敵の手首だ。そこを上手く傷つけてしまえば、相手の戦闘能力は半はん減げんする。

　輝佳の攻撃が、敵の特殊警棒に弾かれた。火花が散り、重い金属音が響く。

　敵の反撃。特殊警棒で殴りかかってくる。

「……ぅ……！」

　とてつもない腕力だ。とにかく速い。そして、力強い。

　輝佳は刀を中段に構えて、必要最小限の動きで敵の連打を受け流す。一撃受けるたびに、輝佳のてのひらに痺しびれるような感覚が走る。

　――単純な身体能力では、〈いるか人間〉にはかなわない。

　しかし、輝佳には剣術の技がある。

　輝佳は敵の攻撃を受けると同時に、思い切って踏み込んだ。そして、刀を握っている部分――柄つか頭がしらで〈いるか人間〉の顔面を殴った。ゴッ、と鈍い音。たしかな手て応ごたえ。敵の前歯が折れて、鼻から大量の血が流れる。

「！」

　その〈いるか人間〉が後退した。輝佳は刀を下段に構えて、ずんずんと相手に向かって間合いを詰めていく。

　敵がまた特殊警棒を振った。殴られたせいだろう、動きが少し雑になっている。輝佳は敵の攻撃をかわし、左手で特殊警棒の根本を押さえつけた。そうやって敵の動きを軽く封じてから、右手一本で刀を振り上げる。刀を半回転させて逆手に構え直し、刃を相手の首に当てて、切きり裂さく。

　敵は特殊警棒を取り落とし、よろめいた。輝佳は刀を改めて両手で握って、敵の頭部を完全にかち割る。
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　身を隠したベンチに大量の弾丸が炸さく裂れつした。珠羅と柳太郎の息は合っている。零士は想像したこともなかった。――脳に〈いるかの子ども〉がいるわけでもないのに、〈いるか人間〉のために戦う人間がいるなんて。

　柳太郎が、某有名アニメショップの紙袋から、次々と手榴弾を取り出した。昔、米軍で使っている手榴弾には「アップル」というあだ名がついていたが、新式のものは「レモン」となっている。柳太郎が取り出したのは大量の「レモン」だ。

　敵がそれを用意したのは物陰からもちらりと見えたが、すぐに投げてくるわけではなかった。手榴弾の投とう擲てきモーションは基本的には隙すきだらけだ。用心して投げないと、手指や頭を失う。

　零士は、わざと投げるチャンスを与えてやることにした。アサルトライフルを弾切れまで撃ちまくるのだ。空の弾倉を抜いて、床に落として、わかりやすい音まで立てておく。すると柳太郎は、零士の狙い通り遮蔽物から手榴弾を放り投げてくる。

　零士は弾倉を落としたアサルトライフルはそのまま捨てて、ショルダーホルスターから素早く拳けん銃じゆうを抜いた。ＳＩＧサワーのＰ２２６エンハンスドエリート。空中で放物線を描く二個の「レモン」を狙って連射する。弾丸が当たって、「レモン」はビリヤード球のようにはねて、通路の壁かべに「コツン！」と反射してから爆発する。

　爆発は、中間地点よりもやや柳太郎に近い位置で発生した。「ぎゃっ」とカエルに似た柳太郎の悲鳴があがる。破片が突き刺さったらしい。

　――さて、もう一人のほうはどんなもんかな？

　と、零士が様子をうかがっていたら、背後から撃たれた。




　左肩、そして腹を撃たれた。

「……う！」

　零士の内ない臓ぞうが飛び散ったが、それでもベンチを飛び越えて背後からの敵に対して遮蔽をとった。珠羅はどこかの窓から外に飛び出して、それから――いつの間にか、なんの気配も感じさせずに、背後に回りこんできた。恐るべき敵だ。

　零士は、気が遠くなる前に、大急ぎで〈生命躍動剤エラン・ヴイタール〉を飲んだ。

　どんな重い負傷も一瞬で治癒し――さらに「副作用」も発現する。

　少し前、部長の鬼一は、零士の副作用に「並行実存」という名前をつけた。




　零士の目の前で、もう一人の自分――並行実存――が駆け出していた。零士の思念が作り出した、分身のようなもの。

　零士が二人になり、さらに同時に発砲。並行実存が放った弾丸も本物だ。

「――ッ!?」

　このことを知らなかった珠羅は、ひどく驚おどろいたようだった。それはそうか。もしも立場が逆だったら、まったく対応できないだろうな、と零士は思う。

　そう考えると、珠羅の反応はやはり「人間離れ」していた。バヨネットつきのアサルトライフルで、即座に反はん撃げきしてきたのだ。

　弾丸を浴びた「零士」は無数の細かい火の粉となって消失する。

「生き残ったほうの零士」は、さらに並行実存を増やしながら、今度は、一気に三つに分かれる。

　どの並行実存もただの幻まぼろしではなく、物理的な存在として敵を攻撃することができる。分身は、攻撃されるとバラバラの粒子となって消えるが、零士はどれが本当の自分だったかあとから選択することができる。

　零士は珠羅を圧倒した。珠羅がどんなに凄腕でも関係なかった。零士は大勢であり、この副作用中は人海戦術が可能だった。並行実存を失いつつも、零士はどんどん珠羅に詰め寄って、三発の弾丸を撃ち込んだところで副作用の効果が終了した。

　拡散していた零士が、「本当の一人」に収束する。

　珠羅は倒れた。

　右腕、左脇腹、右太ももの三箇所に零士が放った弾丸を浴びている。

「…………」

　零士は拳銃の弾倉を交換して、珠羅の頭に狙いを定める。

　引き金を絞れば、敵を殺せる。〈いるか人間〉の味方をしているようなやつだ。暗殺部の活動として殺すぶんにはなんの問題にもならない。今までだって、何匹も殺してきたじゃないか――。

　撃つつもりだった。

　しかし、指が言うことを聞いてくれなかった。

　珠羅は出血しながら荒い息をついている。その目に明確な怯おびえの色はないが、全身から脂あぶらっこい汗を流している。

　こうやって間近で見れば、ますます彼女は人間だった。

　やはり、〈いるか人間〉とは違う。

　――人間的な、あまりにも人間的な。

　零士の胸に沸わき起おこるのも、人間的なためらい。

「撃っちゃダメだよ」

　そう言ったのは、柳太郎だった。彼は手榴弾の破片によって、左腕の肘ひじから先が千切れかかっていた。顔や腰のあたりにもざっくりと大きな傷。それでも彼は右手に起き爆ばく装そう置ちをさしこんだＣ４爆薬を持ち、足を引きずりながら零士に近づいてくる。

　その異様な迫力に圧倒されて、零士は銃を構えたまま後退した。単純に、爆薬が怖かった、というのもある。

　柳太郎は自分自身が傷だらけであるにもかかわらず、珠羅に肩を貸した。

「……ついさっき、この通路にも爆弾を仕掛けておいた。追いかけてきたら起爆する」

　柳太郎が言った。

「あなたは強いですね。またお会いできると嬉うれしいです」

　珠羅は曇くもりのない笑顔で言った。その笑顔に、零士は殺気を完全にそがれてしまう。

　――なんなんだ。

　なんなんだ、この二人は。
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　疲ひ労ろう困こん憊ぱいの紗龍を一時的に安全な場所に避ひ難なんさせ、鬼一も戦闘に加わった。緊急の増援としてやってきた晃生とのコンビネーションは抜ばつ群ぐん。接近戦を得意とする鬼一と晃生を、魅杏が正確無比な射撃で支し援えんする。逃げた四人はこの拠点の中心戦力だったらしく、残った連中には歯ごたえがなかった。

　アサルトライフルが弾切れになると、晃生はすかさず一番手近な〈いるか人間〉にタックルを決めて床に押し倒し、ブラスナックル（メリケンサックともいう）をはめた拳こぶしで殴りまくる。巧たくみに体重移動をしてマウントポジションをとる。顎あごや鎖さ骨こつにヒビを入れていく。敵の脳がぐちゃぐちゃになるまで殴る。

　マウントポジションで下の敵を殴っている晃生に、また別の敵が襲おそいかかった。そこで、魅杏のアサルトライフルが火を噴く。普段は狙撃位置につくことが多い魅杏だが、戦闘に関わる技術はひと通り身につけている。

　魅杏の射撃が、〈いるか人間〉の眉み間けんを貫く。




　鬼一たちは地域活性化センターを完全に制圧し、一階のセンター長執務室で「穴」を見つけた。

　学校の校長室に似た雰ふん囲い気きのその部屋の床に、地面の奥深く――どこまでも続いていそうな穴が開いていた。

　それこそが、〈地域コブ〉が破裂したあとだった。

　コブの穴は直径三メートルほど。穴にはびっしりとウジ虫が詰まっているかのように見えたが、それらは実は恐ろしく小さな人間だった。体毛の一切生えていない、親指サイズの人間が、数万、数十万もコブの穴のなかでうごめいている。

　びっしりと詰まっていても、小さな人間たちだけでは、穴から這はい出でるには高さが足りない。彼らが高さを得るには、他の小さな人間を踏み台にするしかない。そうやって穴のなかで押し合いへし合い、誰かが穴から出ようとすると足をつかんで引き戻す。そんなことを延々と繰くり返かえしている。そのなかで小さな人間たちは何人も圧死し、あるいは穴のなかで乱らん闘とうを起こして殺されたりするが、地面の底からかわりはいくらでも湧わいてくる。

　その穴からは血と糞ふん便べんのにおいがした。

　小さな人間たちは、決して助け合おうとはしない。とても弱々しい存在なのに、自分のことしか考えていないから悪あく循じゆん環かんに陥おちいっている。弱いものが、さらに弱いものを攻撃していい気になっている。あまりにも愚おろかすぎて、自分たちが愚かであることにすら気づいていない。

　鬼一、詩舞、晃生、魅杏、長谷川といった暗殺部の少年少女たちは（暗殺部ではないが康介もいた）、その穴を見ていて暗あん澹たんたる気分を味わった。

「…………」

　――自分たちがやっていることはすべて無む駄だなのではないか。人生に希望はないのではないか。いまここで死んだほうが楽なのではないか――。穴の光景には、人間を後ろ向きにさせる力があった。

　そこに零士と輝佳、犬童が帰ってきて、空気が少し変わった。

　輝佳が、敵の〈いるか人間〉が持ち去ろうとしていた「コブのタネ」を回収したので、それを穴のなかに捨てた。それから長谷川が持ってきたありったけの爆薬を穴に放り込んで、全員が安全な場所に避ひ難なんしてから遠えん隔かく起き爆ばくする。コブの穴をふさぐのに一番手っ取り早い方法は、爆破だ。

　轟ごう音おんを立てて地域活性化センターが崩れ落ちていくのを、零士たちは外からぼんやりと眺ながめていた。誰もが無言だった。

　とてもろくでもないキャンプファイヤーといった感じだ。




　零士は、珠羅を殺す寸前でためらったことを悔くやんでいた。

〈いるか人間〉は殺していいとしよう。それで、なぜ人間はだめなのか？

　法律は悪人を死刑にする。人間が人間を殺すことは、状況が正しければ許されるというのが一般常識だ。それは、零士にもわかっている。それなのに、撃てなかった。鬼一ならば、迷わずとどめを刺していたような気がする。

　――敵を殺せない甘さなのか。

　――人間を殺せない優しさなのか。

　悔やんでいるが、人間を殺さなくてよかったという安あん堵どもあり、つまり「もやもやする」としか言いようがない。




　コブが破裂したあとの「穴」はふさいだ。

　しかし、一度そこから溢あふれでた悪意が、一斉に消えるわけではない。コブの悪意は、しばらく漂ただよい続つづける。その間、暗殺部の戦いは続く。〈いるかの子ども〉に支配されなかった生存者を救出しながら、街に広がった悪意が薄まるのを待つのだ。

　コブを放っておけば、被害は兜丘ニュータウンからさらに広がっていっただろう。大勢が死んだ。それでも、最悪の事態は免れた。





    
    











　駅前の人通りが激しい場所に、嶋しま野のさんというホームレスがいる。ただのホームレスではなく、汚れた格好で通行人に怒ど鳴なり散ちらすので、たいそう評判の悪い人だった。今はもう故人である。寝ているところにガソリンで火をつけられて、つい最近焼死してしまったのだ。犯人はまだ捕まっていない。犯人グループは嶋野さんを焼き殺す前に、殴なぐる蹴けるの派は手でな暴行をくわえた。警けい察さつが「ホームレスの死体なんて」と、適当にすませてしまったので記録には残らなかったが、嶋野さんは遊び半分で両耳を切断され、指の爪を剝はがされて、両目にボールペンを刺し込まれていた。

　そんな嶋野さんは、殺される前日も駅前で怒鳴り声をあげていた。




「いいですかみなさん。現在観測できる最古の銀河が誕生したのが約一三〇億年前。億年ですよ億年。それがどれだけ途と方ほうもない時間か想像ができますか？　宇宙は光速の三倍という途方もない速度で膨ぼう張ちようしつつ、ダークマターという得え体たいのしれない物質に満たされている。地球から観測可能な宇宙の大きさは四七〇億光年！　これをメートルにすると、四・四四六四四八三五かける一〇の二六乗という数字になる！　この数字を瞬時に具体的にイメージできるような人には数学的な才能があると言ってよろしかろう！　つまり私が言いたいのは！　宇宙には必ず我々人間以外の知的生命体がいるということだ！

　地球外知的生命体といっても、映画や漫画で見かけるようなイメージは捨て去ったほうがよい。我々には想像もつかない進化をしているだろうし、文化もまったく異なっている可能性があるし、そもそも知能や生命の定義を共有できるかどうかさえ怪しい。一昔前にはねみなさん。『有色人種』と『白人』は『別の生物』であるという主張を本気で信じている人がたくさんいたんです。地球上で育った人間同士でさえそのありさまなんですよ。

　宇宙は一一次元存在している。観測する生物によって次元の数は異なるが、決して時間や直線だけの一次元的な層や、我々がいるような三次元だけではないのです。いいですかみなさん！　いいですかみなさん！

　やつらは、この宇宙がもっとも凝ぎよう縮しゆくされた次元を通ってこの地球にやってくるんです！　空間を空間としてとらえるのではなく、巨大な漏ろう斗とを想像していただきたい！　漏斗の『広がっているほう』を移動すると時間がかかるが、『狭せまいほう』を行き来するのなら一瞬です。そういう超光速航法が存在するのです！

　やってきたやつらを、私は残念ながら直接目で見たことはない。だがやつらは人間社会のあちこちに浸しん透とうしております。一種の思念生命体なのでしょう。心しん臓ぞうの動きが生命なのではない、思考することによって維い持じされる生命です。今からおよそ二〇年前。コロラド州ピーターソン空軍基地にて、アメリカ宇宙軍が発信源不明の、地球外からの電波を受信した。解読の結果そのメッセージはアルファベットに対応した信号だと判明し、内容は『vovvobaeda』。なんでしょうかねこれは『ぼっぼばえだ』とでも読むのでしょうか。ずっと昔からやつらの侵略は始まっていたが、その日を境さかいにより攻こう撃げき性せいを増した。私はあのメッセージは、宣戦布告のようなものではないかと考えておるわけです。

　私は独自の研究の結果、やつらが〈いるか〉と呼ばれていることまで突き止めました。そして、すべてが理解できたのです！　私が妻と離婚したのも、子どもに見捨てられたのも！　すべて〈いるか〉のせいだったのです！　ギャンブルで全然勝てないのも！　会社をくびになってしまったのも！　すべて〈いるか〉のせいだったのです！　風俗にいって嬢じように暴力を振るったのも、そのあと警察に突き出されたのも、すべて〈いるか〉のせいだったのです！

　みなさん、本当に本当に気をつけてください！　何もかもがダメになりつつある！

悲ひ惨さんな未来が現実になりつつある！　私の場合はすでにそうなってしまった！　みなが、誰もが、こんなものだろうなとぼんやりしているうちに！　やつらはもうやりたい放ほう題だいの状態なんです！　私は真実にたどり着きました！　なのでみなさん、私に優しくしてください！　誰か私を愛してください！　なんだか頭がおかしくなりそうなんです！　誰か助けてください。誰か私に優しくしてください！」




「私は知りたくなかった……。何も知らないままのほうがよかった……。下へ手たに幸せな瞬間を味わってしまったがために、こうして喪そう失しつの苦しみに押し潰されそうになる……。本当に幸福だった子どものころに戻りたい……。幼よう稚ち園えんそして小学校の夏休み。あのころが私の人生のピークだったんだ……。それなのに、そのことに気づかずに、こうして惨みじめな人生を……なんのために……」







　エピローグ




「じゃあ、スティーヴン・セガールは関係ない？」

「そう、スティーヴン・セガールは関係ない」

　暇ひまつぶしの会話が、そんな結論を迎えた。

　魅み杏あんと晃こう生せいが、立体駐車場の屋おく上じように寝そべっている。魅杏はデコレーションされたスナイパーライフルを構え、晃生はスポッティングスコープをのぞきこむ。彼にしては珍めずらしく、地味な観測手役だ。

「横風が秒速四メートルだ」と晃生。「距離五〇〇だから……修正量は四〇センチ？」

「そんなところだろうけど、こっちの感覚で微調整しとくね」

「ゼロインは？」

「三〇〇でやっといたから、この場合は落下する軌き道どうだね。もちろん、もう縦のぶんもクリックずみだよぉ」

「アホのくせに、狙そ撃げきの計算は本当に速いよな」

「晃生さんだってアホだけど格闘のプロでしょ？」

「アホなことと格闘の強さは関係ない！」

「あ、そうだね」

「そもそも俺はアホではない！　美形なだけだ！」

「ほら、いくら離れてるとはいえ、狙撃待たい機き中ちゆうに大声ださない」

「お、おう……」

　沙しや龍ろんが待ち伏せを受け、拉ら致ちされた原因である「情じよう報ほう漏もれ」について。

　珠しゆ羅らと柳りゆう太た郎ろうの件からもわかるように、「人間側」に裏うら切ぎり者ものが増えているのは明白だった。

　多数の偽情報を作って、それぞれ別のルートに流し、〈いるか人間〉がどれに食いついてきたかを確認する――そんな地味な作業を繰くり返かえして、大規模な裏切り者のあぶり出し作戦が行われた。

　そして、蓬ほう栄えい女子の理事長が〈いるか人間〉に通じていることが判明したのだ。

　理事長は〈いるか人間〉ではない。しかし、〈いるか人間〉に情報を流して報ほう酬しゆうを受け取っていた。ずっと真ま面じ目めな人生を送ってきた五〇歳の女性理事長。彼女がなぜ、人間の敵に回ってしまったのか――その理由はいまだにはっきりしないが、落とし前はきっちりつけねばならない。

　他の裏切り者に対する見せしめとして。

「あー、しまった」と魅杏。

「どうした？」と晃生。

「新しいアニメの録画予約忘れてた……」

「そんなの、あとで動画サイトか何かで見ればいいだろ」

「公式配信以外でそれはやっちゃダメー」

「公式配信ならいいんだろ？」

「でもさあ、公式のチャンネルによっては有料だし、契けい約やくとか……」

「おい、出てきたぞ。標的」

「うわ、変なタイミングだなあ。ちょっと油ゆ断だんしてた」

　魅杏は、スコープに意識を集中し直した。

　落下量と横風を受けての修正はすんでいるので、あとはリードをとるだけ。

「おっすおっす、ばっちし」

　理事長は、一軒家の自宅から車庫に向かう途と中ちゆうだった。

　魅杏は引き金を絞り、その理事長の右みぎ膝ひざを吹き飛ばす。魅杏の技術なら頭を狙ねらっても簡単だったが、あえて右足だ。見せしめのためには、時間をかけて殺す必要がある。

「ヒット。右膝から先が千切れかけてる」

「こういう狙撃って性格悪いよねー」

　言いながら、魅杏は照準を修正。

「性格のいい狙撃手なんて、逆に困るよ。さあさあ、次」

「へーい」

　次に魅杏は理事長の左膝を撃うつ。両足を潰して、動けないようにしておく。この時点でショック死する可能性もあったが、その理事長はまだ生きていた。泣きわめいて手を伸ばして、助けを求めている。

　銃声と悲鳴を聞きつけて、理事長の自宅から彼女の夫が飛び出してきた。

「あちゃー、申し訳ないね」

「夫の目の前で妻を殺すとか」

「さすがに後味悪いな……」

「でも、裏切り者だしな」

「そうだね。あいつのせいで死んだ仲間がいるんだ」

　魅杏は理事長の右腕を撃ち、左腕を撃ち、そのあとようやく腹に一発。ボロ雑ぞう巾きんのような死体の出来上がりだ。
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　千ち葉ば詩しい舞まは、女性教師の市いち川かわ司つかさとふたりきりだった。

　生活指導で空手部の顧こ問もん。

「一度、うちの練習に顔を出しなさい。総合格闘技研究会に入ってるらしいけど、私が直接お前の気の抜けた態度を叩きなおしてやるから」

「私が先生を叩きのめしたら、もう二度と髪かみの毛けのことをとやかく言わないと約束していただけませんか？」




　詩舞も市川も空手着で、黒帯だ。

　武道場の畳たたみの上で、向かい合っている。両者グローブを着用し、頭部にだけ防具をつけている。

「これは、体験入部してきた千葉詩舞さんと私の練習試合だ」

「はい」

「頭部への攻こう撃げきは蹴けりのみ。拳こぶしでの攻撃は首から下にしか許されない。膝をついた状態の相手に攻撃するのもなし。大おお雑ざつ把ぱなルールだが、まあだいたいわかるよな？」

「はい」

　ぼんやりした口調と見た目とは裏腹に、詩舞はわりとサディストだ。空手の試合や、ストリートファイト（密かな趣味）に興きようじているときの自分は、なるべく暗殺部の仲間には見られたくないな、と思う。

　もちろん詩舞は、ずっと〈いるか人間〉相手に激しい戦いを繰り広げている。撃ちまくり、切り刻み、相手を肉片にして、自分も返り血を浴びる。暗殺部の部員はみなそうだ。多少攻撃的な面を見せたくらいでは、誰も「引いたり」しない。しかし、相手が「普通の人間」なら話は別だ。

　最初、市川は詩舞のことを甘く見ていた。

「そっちからどんどん仕掛けてこいよ。遠えん慮りよせずに」

「はあ」

　詩舞は、まずは下段蹴り。市川の太もも、内ももを狙う。鋭い蹴りが、市川の肉を強打する。肉を通って、骨まで痺しびれさせる強烈な打撃だ。

「……ッ!?」

　詩舞が何発か蹴りを打つうちに、市川の顔色が変わっていった。

　下段で意識を下に向けておいて、詩舞は市川の腹に連打。市川は両腕でその攻撃を防ぐ。詩舞はすかさず上段回し蹴り。シンプルな組み立てだったが、すべての技に速度と鋭さがあったので、市川は蹴りを避よけられなかった。

　市川の側頭部に蹴りが炸さく裂れつして、派手な音が鳴る。

　この一撃でダウンせずにすんだのには、理由が二つあった。ひとつ、頭部にはヘルメット状ポリカーボネイト製の防具をつけていた。ふたつ、詩舞が手て加か減げんしていた。

「言っておくが……」

　市川は飛とび退のいて間合いをとり、ダメージから回復する時間を稼かせぐ。

「これから先は、何があっても『練習試合中の事故』だ」

　あとで体たい罰ばつとか言うなよ、ということなのだろう。

「それを聞いて私も安心しました」詩舞は言った。

　詩舞と市川の間には、高い壁かべのような歴然とした実力差があった。

　殺し合いを経験したものと、そうでないものとの差。

　一度〈いるか人間〉との戦いを経験すると、望むと望まざるとにかかわらず、もうその前の自分には戻れない。




　市川が強い攻撃を仕掛けてきた。

　詩舞は市川の手技の連打を素早くさばいて、襟えりをつかんで引き寄せながら膝蹴りを打ち込む。これで、市川の動きが目に見えて悪くなる。

「くぅ、あ……！」

　詩舞は軽いサディストでバイ・セクシャルだ。最近ちょっとだけ輝てる佳かとつき合っている。タイプなのは小さな女の子だが、こうやって自信を喪そう失しつしていく空手有段の女性教師というのも悪くはない。

　いたぶってやろう、と思って、詩舞はとどめを刺さずに再び下段蹴りを何発も繰り出していく。ヒットするたびに、とうとう我が慢まんできずに市川は小さな悲鳴を漏らす。詩舞は久しぶりに心の底から楽しい――彼女の苦しそうな顔ときたらどうよ。

　――数分後。

　市川は立てなくなった。戦意はまだ残っているのに、足がまったく言うことを聞かない状況だ。単純なノックアウトよりもはるかに屈くつ辱じよく的てきな状況で、最初の余裕はどこへやら、市川は悔くやしげな顔で涙目になっていた。詩舞はゾクゾクと興こう奮ふんする。

　詩舞は防具を外して、市川の髪の毛をつかんで持ち上げた。

「くぅっ……！」

「先生、とても楽しかったです。時々相手してくださいね」

　そう言って、詩舞は涼やかに微笑した。




　――ここまでが、卒業式前の話。
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　――少しだけ時間が過ぎて。




　急展開というものがたまにある。

　鬼き一いちと紗龍は高校を卒業して、無事に大学に進み、そこで結婚することになった。もちろんそんなに急な話には理由があって、紗龍が妊娠したからだ。

　堕おろす、という選択肢もあったが、それを紗龍が嫌がった。「たぶん、鬼一さんとの子だと思う」と彼女は言っていた。

「学生結婚、しかもできちゃった婚なんてちょっと恥ずかしいけど……」鬼一は照れながら言った。「俺も男だからな。責任はとるし、立派な父親になれるよう頑がん張ばるよ」

　そんなやり取りを間近で見ていたせいだろうか。

　零れい士じのなかでも、何かが変わった。

　ある日、芽め未み海みと自分の部屋でふたりきりになったタイミングで、零士は「大事な話をしたい」と切り出した。

「ふえ？」

「僕にとって切実な話をしたい。それは、きみにとっても切実な話かもしれない」

　話したのはつまり、「僕の学校の暗殺部」のことだ。なぜ未み但馬たじま裕ゆ佳か梨りは死んだのか。どうやって殺されたのか。普段自分たちがどんな活動をしているのか。〈いるか人間〉たちがいかにやばいか。信じてもらうためには、動画や実銃など、たくさんの証しよう拠こを用意しておく必要があった。大事なことは、ちゃんと話す。これから先、芽未海とやっていきたいなら、そういうことが絶対必要だと零士は考えた。
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　鬼一と紗龍は、新しいマンションの部屋を借りて同どう棲せいを始めた。紗龍が「何か本を貸して」と言ったので、鬼一は自分の本棚からカート・ヴォネガット・ジュニアの『猫のゆりかご』を選んで差し出した。

「これ、面おも白しろい？」

　鬼一はうなずき、

「大事なことがたくさん書いてある」

「たとえば？」

「たとえば、きみが頭のおかしな詩人に自分の部屋を貸したとする。

　その詩人は長距離電話をかけ、長なが椅い子すに焼やけ焦こげをつけ、薬だなの戸を引きちぎり、可か愛わいい猫を殺して姿をくらましたとする。それでも、別に悲観的になる必要はない。なぜなら彼はきみの〈ランラン〉かもしれないからだ」

「なにそれ？」

「わからないだろうから、読むといい」

「なるほど……そう言われると、たしかに気になりますわ。これは鬼一さんにとって大事な本なんですね」

「人によって、何が大事な読書かは変わってくる。――俺がダイエット本や芸能人のゴシップ記事がたくさん載のった週刊誌をいくら読んでも、なんの意味もない。でも、人の関節を極きめる方法や、妊婦の肩こりを治す方法を書いた本はとても役に立つ」

「関節を極めたり、妊婦の肩こりを治したり」

「そう。『猫のゆりかご』も、俺という人格を形成する上で大事な役目を果たしてくれた」

「そういうことなら、わたくしにとっても大事な本ということになりますわね」

　紗龍とふたりきりの時間。そして子ども。こんなに心落ち着く時間があるなんて、鬼一は実際に味わうまで想像もできなかった。彼女と一緒なら、銃や戦いがなくとも充実した日々が送れそうだ。――もうしばらくは大学生の暗殺部として戦うのだけれど。いつかは。




　ここ数年、世界中で〈地域コブ〉の数が増えているという。特に悲惨なのがアフリカ大陸だ。ヨーロッパ中の訓練を受けた少年少女が紛争国に派は遣けんされているが、状況が改善する気配すらない。

　鬼一はいくつも〈地域コブ〉を潰してきた。だが、世界にはもっと大きな〈地球コブ〉が生まれることもある。

〈いるか人間〉の発生源を断つ方法はまだ発見されていない。どうやれば〈いるかの子ども〉を根こん絶ぜつできるのかわからないまま、戦いは続く。

　ある映画監督が言っていた。

『クリアできそうだが絶対にクリアできないゲームと、クリアできそうにないが実はクリア可能なゲーム。どちらがいいゲームかは、説明するまでもない』

　暗殺部がやっているのはできの悪いゲームだ。最終的な勝利条件が設定されていないから、エンディングがない。

（そういうのも、受け入れていくしかないのだろう）

　終わりはないし、結論も出ない。――それでいい。文句を言っても始まらない。

　誰かを守る。生きていく。命をつないでいく。今の鬼一には、子どもがいる。

　――人間の子ども、だ。
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　森もり田た康こう介すけはびっくりした。

　兜かぶと丘おかニュータウンであれだけのことが起きたのに、ニュースにならなかったからだ。

　正確にいえば、「違うニュース」に変わっていた。

　暴動のような虐ぎやく殺さつのようなあの悪意の嵐による死亡者は、ガス爆発や山やま崩くずれや、バス事故やホテル火災や飛行機事故の死亡者として偽ぎ装そうされ、兜丘ニュータウン以外の場所で死んだことになっていった。警けい察さつやマスコミも、まるで国全体で協力してやっているかのようにキレイに、見事に隠いん蔽ぺいされた。

　康介の父母は死んでいた。なにしろ最後に見た両親が「あんな感じ」だったので、いまだに現実のこととして実感できない。いずれようやく何かの拍子に実感できたときに、大きな悲しみとして認識されるのかもしれない。

　葬そう儀ぎや遺産相続の手続きが終わって、康介がぼんやりしていたら、いつの間にか都内の正せい袈げ裟さ高校に転入が決まっていた。誰が、なんのために、どんな力を陰から動かしているのか引っかかったが、わざわざ逆らう気にもなれなかった。

　これから康介が通う正袈裟高校の校舎は三つ。第一棟から第三棟まで。どれも三階建てだ。校舎の他には、第一体育館、第二体育館、武道場――そして卓球場がある。

　正袈裟高校の不ふ思し議ぎな卓球場は、とにかく窓が少ない建物だ。長方形の平屋造りだが、地下一階があるという。建物は鉄筋コンクリート製で、いかにも壁が分厚そうな感じ。全体的に黒ずんでいて、まるで要よう塞さいのよう。

「……よし！」

　緊きん張ちようしつつ、康介は出入口ドアの前に立った。




　建物の中は意外なほど広々としていて、天井も高い。

　通路を進むと、最初の部屋は卓球場というよりまるで大きな会議室だった。そして、それが当然のことであるかのように、卓球台は一つもなかった。

　大部屋に、飾り気のない長机が三つ置かれている。それぞれの長机に、両側合わせて八つの椅い子すが配されている。安っぽい、いかにも部活の備品らしいパイプ椅子ではなく、背もたれがばねのようにしなるオフィスチェアだ。




　そのオフィスチェアに、深ふか作さく零士が座っていた。康介がその名前を知っていたのは、地域活性化センターで少し挨あい拶さつを交わしたからだ。零士はゆったりと腰を沈めて、背もたれに体重を預けて、脚を大きく組んで文庫本のページをめくっている。三み島しま由ゆ紀き夫おの『金閣寺』だ。

　前に会ったときにも感じたが、零士はずいぶんと背が低い。

「きたね」零士が口を開く。「部長の深作零士だ。きみが、〈いるか狩り〉を目撃した森田康介くん」
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「はい」

「いきなり本題からいこう。きみがこの高校に通うためには、〈いるか人間〉と戦う暗殺部に入らないといけない。入るために、厳しい入部テストを受ける必要がある」

　遊びではない本物の殺し合いの世界で生きている彼が「厳しい」というのだから、本当に厳しいテストなのだろう。しかし、兜丘ニュータウンでの日々に比べれば……と康介は思う。郊外で朽くち果はてていくようなあの退たい屈くつな日々からぬけ出し、あの美しい少女――たしか千葉詩舞――と一緒に、何か社会の役に立つことができるのなら、それは命をかけてやってみる価値があるのではないか。

「ところで、康介くん。僕を見て『ずいぶん背が低い』と思ったろ」

「いや、そんな……」

「ごまかさなくていい。僕はそういう視線に敏びん感かんでね」

　零士は本をデスクの上に置いて、立ち上がった。そのままつかつかと康介に歩み寄り、腹にパンチを打ち込む。

「ッ!?」

　康介はその場で腹を抱えてうずくまった。背が低くても、零士の腕力は本物だった。鍛きたえ抜ぬかれた硬い拳。肉を抉えぐられたような痛みに、康介はのたうち回る。

「この通り。見た目に比べて、わりと腕はいいんだ」

　零士はプラスチック製手て錠じようで手て際ぎわよく康介を拘こう束そくして、髪の毛をつかんで引きずった。

　ひどい目にあわされているのに康介は、なぜか楽しくて楽しくて仕方がなかった。今まで生きてきて、こんなに興奮したことはなかった。危険によって脳が活性化し、心しん臓ぞうが早はや鐘がねを打っている。――忘れていた。血液が沸ふつ騰とうするようなこの感じ。いや、忘れていたのではなく、生まれて初めて味わっているのか。

「さあ、テストを始めようか。康介くん」

　そして人生が動き出す。

　緩ゆるやかな川のように流れていた人生が、明確な意思を持った生き物に変わる。








――僕の学校の暗殺部、了










　あとがき




　実は前作の『僕の学校の暗殺部２』で終わり、ってことにしてもいいかなあと思ってました。理由は色々ですが、一番大きかったのは「もう、零れい士じたちを通して書きたいことがあんまり残ってない……」というものです。なので、『３』をやるかどうかについてはずいぶん悩みました。

　で、その結果がこの三巻です。残ってない……なんてことはなかった！　でも、これで零士たち正せい袈げ裟さ高校暗殺部は「出し尽くし」ました。シリーズとしては「一段落」です。もしまた暗殺部の話を書くことがあるとすれば、それはきっと違う高校の、違うキャラクターたちの話になるでしょう。

　このあとがきは本文を読んだ前提で進めますが、暗殺部の戦いに終わりはありません。〈いるか〉の始し祖そを倒すことはできないし、〈いるか〉が滅ほろぶこともない。少年少女がどんなに頑がん張ばっても、小しよう康こう状態にするのがやっとです。終わりがない。これは物語を終わらせる努力の欠如ではなく、〈いるか〉がそういうものだからです。終わりがないから、逆に言えばいつやめてもいい状態。




　なんでこういう話になって、なんでこういう展開になったのか……。書いた自分にもよくわからない。『暗殺部』はそういう不ふ思し議ぎな本です。編集者さんに提出したプロットの段階では、鬼き一いちも晃こう生せいも生き残れない予定でした。でも、そうはならなかった。こう書くとあたまがおかしい感じがして申し訳ないのですが、彼らはある意味「自力」で生き残ったわけです。

　僕はプロ作家デビューしてもう一〇年以上たちましたが、まだ文体では悩んでいるし、そもそも小説を書くという行為自体に疑問もあります。

　この調子で老後は大丈夫なのか？　とか、むむむ最近体の調子がおかしいぞ、とか、とてもあとがきには書けないようなとんでもないトラブルにぶち当たってしまったぞどうしようもう嫌だくそどうなってんだふざけんな、とか――。そういう不安や迷いを、「小説が好きだ！」という情熱でねじ伏せてやってきたわけです。

　そんな作家人生のなかで、この『暗殺部』はとても重要な意味を持ちそうな……妙な手応えが一巻のころからずっとありました。




　僕は小説を書きながら、「二〇年前の自分」と「二〇年後の自分」のことを考えていることが多いです。「二〇年前の自分」は、僕の脳内読者でもあります。

「俺はちゃんと、二〇年前の自分を楽しませることができる小説を書いているか？」ってな感じで自問する役。そして「俺はちゃんと、二〇年前の自分が見ても納得できる人生を送れているか？」という……。ポルノグラフィティの曲『幸せについて本気出して考えてみた』みたいな感じです。子供の頃の、自分の夢との対話。残念ながらマイケルみたいにはなれなかったよ、と。でもそれなりに楽しくやってますよ、と。

　問題は「二〇年後の自分」です。

「二〇年前の自分」のことはよくわかる。それは「過去」です。

「二〇年後の自分」は言うまでもなく「未来」です。

　未来のことはよくわかりません。「二〇年後の自分」がどんな状況にあるかはまったくの謎なぞです。上う手まくいっているかもしれないし、そうではないかもしれない。想像もできないようなシビアな状況に叩きこまれているかもしれない。

　事故、事件、病気、経済的事情……人間の人生、不安の種には困らないもんです。

　なので、「二〇年後の自分」の視点はとてもシリアスなものになる。

　重病で寝たきりになっているかもしれない「二〇年後の自分」から見て、「今の自分」は意味のあることをやっているのかどうか？

　この『暗殺部』に関しては、僕ははっきり「ある」と断言出来ます。それがさっきも書いた「妙な手応え」ということです。




『暗殺部』では色々と実験もしてみました。引用を増やしてみたのもその一いつ環かんです。ちょっとやりすぎたかなー、と思いつつも、僕の中の「二〇年前の自分」と「二〇年後の自分」にとっては意味があることだったので、まあ大目に見てやってください。

　せっかくなんで、このあとがきでも最後の「引用」を。

『暗殺部』を書く際にすごく参考にした本として、サリンジャーの『ライ麦畑でつかまえて』があります。そのなかで、学校教育に関してとてもいいことが書いてあるくだりがあるので、そのへんをひとつ。








　　　まず最初に君がやるべきは、身を入れて勉強することだ。

　　（中略）

　　　人間のなす様々な行為を目にして混乱し、怯え、あるいは吐き気さえもよおしたのは、君一人ではないんだということをね。そういう思いを味わったのは、なにも君だけじゃないんだ。その事実を知ることによって、君は興こう奮ふんし、心をかきたてられるはずだ。とても、とても多くの人々が、今君が経験しているのとちょうど同じように、道義的にまたは精神的に思い悩んできた。ありがたいことに、彼らのうちのあるものはそういう悩みについての記録をしっかりと残しているんだ。君はそういう人々から学ぶことができる――もし君が望めばということだけどね。同じように、もし君に提供すべき何かができたなら、誰かがいつの日か君からその何かを学ぶことになるだろう。それは美しくも互ご恵けい的てきな仕組みなんだよ。それは教育みたいなことにとどまらない。それは歴史であり、詩なんだ。

　　（中略）

　　「ほかにも学校教育が君に寄与するところはある。ある程度長い期間にわたって学校教育を受けているとだね、自分の知力のおおよそのサイズというものが、だんだんわかるようになってくるんだ。それがどういうものにフィットして、更に言うならばおそらく、どういうものにフィットしないのかということがね。そしてしかるのちに、それだけのサイズを持った知力がどのような思考を身にまとえばいいのかが、君にも見えてくるわけだ。そうすることによって君は、サイズに合わない理念やら、似合わない理念やらを試着してみる手間を省はぶくことができる。いちいちそんな試し行こう錯さく誤ごみたいなことをしていたら、膨ぼう大だいな時間が無む駄だになってしまうものね。そして君は自分という人間の正しい寸法を知り、君の知力にふさわしい衣をまとうことができるようになる」









（Ｊ・Ｄ・サリンジャー『キャッチャー・イン・ザ・ライ』村上春樹訳、株式会社白水社）




　あらゆる行為には教訓があります。

　そう考えると、無駄な失敗はないという話になって精神衛生的にも非常によろしい。僕がやらかしてきたあれやこれやも、何年もたってから振り返ってみれば「ろくでもないことが続いたけど、あれはあれでよかったよね」と思えるようになっている。

　――で、他人が得た教訓を自分のものにできるととても効率がいい。

　まあ、もちろん、「本に書いてあったから」「映画で観みたから」という理由で自分の決断や行動を変えていくのは大変です。でも、そういう「教訓を得やすい」物語が世の中にはたくさんあって、僕もずいぶん助けられてきました。これからもそういう物語を目指して、サリンジャーの精神でやっていけたらと思います。




　それにしても、『暗殺部』のイラストは最高ですね！

　ふゆの春はる秋あき先生の、制服少女と銃器を組み合わせた画集、大好きです。あの画集を眺めていると、創作意欲が刺激されます。よし！　銃器を装そう備びした女子高生が出てくる作品をもっともっと書こう！　と。

『暗殺部』のイラストでは、僕が設定していない細かいことまで絵にしていただき、本当にありがとうございました。

　ええと、じゃあ、色々ありますが……また次の本でお会い出来れば幸さいわいです。

　深ふか見み真まことでした。
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